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青 年 建 築 家

日 本 建 築 協 会

A R C H I T E C T U R E  A N D  S O C I E T Y  



同じ建て坪なら 倍ぐらいには使えます

事 務 所 ・ 工 場 ・ 倉 庫 な ど 、 中 塑 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V } をご 利用くださし、 。 中 柱 が 不 要 で、、問 11 、 帰. 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ‘ F なら、まず、情くやらいに活用でき、合理的です。強靭で耐久'1"1:

に富み、建築も簡単。 360穐 以 上 の 牒 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

E， 
φ  

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

東 京 夜 喰 副 千 代 田 l ' J t . 仰向 10' ) 8( 断 " 夜 ビ ル 3 ・{ 引け 2211

営 費 雨 宿匂広島・岡山. . . . 日・名古 F署富山帥同・糾島仙古・札蝿



床材の総合メーカー

洗練された美しさがマチコタイルの生命 スキ ッ

と した美しさ… マチコタイルだけが表現できるフ

ロアカ ラー 。独特のカラーが、インテ リアデザイ

ンを、みごとに 、新鮮に演出 します 。

品質の良さは、すでに、欧米でも実証ずみ マチコ

タイルは美しいだけでなく、耐摩耗性、耐薬品性

歩行感などにすぐれ、品質の面でも、折り紙っ き。

インテリアデザイン時代をリードする ドイγ やイ

タリアなど で もド シドシ使われています。
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リノリ ューム・リノ世イル・マチ コ $1 イル・ナイアン $1 ィル総発売元

東洋リノリユーム株式会社

本 社 大阪 市南区順磨町通り 4 の2 5 三和ビル

札 幌 / 仙台 / 東京 / 長 野 / 名古屋/ 広島 / 高 松 / 福岡
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ノジギク園

設 計 兵 庫県建築課

施 工 東 海 興 業 株 式 会社

使用場所 外装全面

シ

…
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い
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器
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e
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セ ラ ス キ ン と は 岡 俊 器 の 皮 ( C E R AMI C S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 問 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ン サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 etc に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

宅ラカョ，ト

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C ー I350. C ) に て 発 色

し た 問 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱アルカリに対しては変化を起

し ま せ ん0

. 耐 寒 性 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 人 。

・ 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ 板、 和 壁 、 フ ロ ン ク 、 ス レ ー ト 、

テックスま買 etc

鉄 類 の 場 合 は 錆 止塗 料 を 塗 って下さし、。

宅ラ 3 ・'ト

@  

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 - 1  7  6  T  E  L  (322)  4851 - 4  

東 京 出 張 所 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 2 1 - 6 T E L  (431) 7106- 7  

瀬 戸 工 場 ・愛知県瀬戸市大字山口字南山 138 T  E  L  (82)  8  8  4  7  

2  



〈 営 業 品 目 〉

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア

ス チ ー ル サ ッ シ ・ ド ア

住 宅 用 ア ル ミ サ ッ シ * エ リー トH

ア ル ミ レ デ ィ ー メ ー ド サ ッ シ ・ ド ア

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ q イ ケ シ サy シ 株 式 会 祉

本社・工場 堺市松屋町 1- 6 T E し 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E し 堺 ( 7 ) 代 表 5 5  4  1  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 福 岡 ・ 長 野

3  



既タ4
の製品には・・・

目;a;: f宇里 会 団 指 定 規 格品

ー.、 4P‘:

ｄｒＭＸＴＴ ‘・・ＢＧｾ

. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入

平 頭 角 型 ギ ボ シ 丁 番

寸 法 (% )

会 申出

日乎 名

ｾ＠ rI1 

A  B  

89私 ( 3) 4) 89 89 

102鳴. ( 4  )  102 102  

127'%， (  5  )  127 127 

RA システム

・ R A シ ス テ ム ( 90・ 抜 け 芯 装 置付 ) で す

・ ドアーの 1m問 時 に 音 を 立 て な い 。

・ 長 期 の 使 用 に も 摩 耗す る 事 が ない 0

・注 油 の 必 要 が な い 。

・ 温 度 の急 激 な 変 化 に も 耐 えら れる 0

・ Ｑ￭ｦ￺ ＡＱ ｾにも弥 Ｒ い

・ 完 全 防 錯の ポ ン デライ ズ 焼 付塗 装 で あ る 。

ち外
ブ

i付rTH R  

ｾｉｩｩ＠ y  S W A  鋼

If/. ク f王i 1〆 G I NG  H  

Jレ ユ

C  D  E  F  G  

J I S  

G3 3 0 7  

2. 5  12. 3 4 . 5  1. 6  29  S P H- l  

2. 8  13. 0  4. 5 1. 6  32  S P H- l  

3. 2 14. 7  5 . 0  1. 6  39 S P H- l  

十 j- ::火H ホ 捻干 J I S . BI I 12

H .  1  本 数 太 サ I止サ

10 X  6  6  4 . 5  25 

IO.5X 6. 2  8  4 . 8 25 

12 X 6. 7  10 5.  1  32 

- 錐 でガ プ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

問革命亥民イヲー

・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 密 着 が 良 く振 動 の た め に

抜 け て く る よ う な こ と は な い。

Ｎ ｾ ｔ 状の部分 で 木部 へ安定し た ｴＦＺＺ 合が 出 来る

の で ド ラ イ パ ー の横 滑 り が な く製 品 を 傷 め

ず に 固定 出 来 る 。

・ 表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ山 の 破 拙 が

少なく 反 復 作 用 に よ く耐 えま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R - 844 

R- 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 84- 1) に は

ス パ イ ラ ー が 附 属 され て い ま す 。

. 最 新 型 ウ オ ー ル

レ ジ ス タ ー セ ッ ト EWι シ究ター・米国 F HA糊

- 自 然換 気 に よ り室 内 の 空気 は い つ

も 爽 や か。 I レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調節 が 容 易 。 I No. 5 5 - R

・ シ ャ ッ ター 120. 迄 自 在 調 節 il :: め 付。

・錯 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 して 使

用 出 来 る 。

・ ス γ キ リ と し た デ ザイ ン中 間色 の

落 ち つ い た 色 調 0

・風 雨 の晒 す 場 所 で も 雨 の u欠込 む 心 グリ) [ . ，

回己カずな い 。 N o. 5 5 - G

・ ソフ トシー トにて 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

夕つ きがなく、 完 全密 着取 付 け施

工 が 出 来 る 。

々 &

e J I S規格表示許可工場 日本住宅公団指定 メーカ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

4  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 '弘、 ( 吋 )

縦 | 繍

150  ( 6 つ

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

260 ( 10つ

310  ( 12つ

360 ( 14つ

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 悦 ( 吋 )

縦 | 繍

150 ( 6  " )  

150  ( 6  " )  

150  ( 6 つ

260 ( 10" )  

3 10 ( 12つ

360 ( 14")  

表 面 復 寸 法 ( ' %. )

縦 | 償

195  I  295 

195  

195 

345  

395 

表 面 甑 寸 法 ( 加 )

縦 | 横

195  295 

195  345  

195 395  

諜鉄筋 ｕ Ｚ 宅のお部 ｉ ｣ｲｬ の 換 気、冷 ＱＱＮ 謹房袋 ［改 の 通 ｬ 民 ｌ ｉ にｉ［ ｵ ｭ 氾， ｴＨｉ Ｂ ｊ ｾ

11.且 人、 排 気 の レ ジ スタ 一 、 グ リ ル を セ γ トして 使 If l く /ささ い 。

.  本… … 社 一 …大 嫡阪 枯 悶 一 一 野 胆 叩 …区鴎 挺

エ土場晶 車 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L 牧 岡 (伶81け) 5  5  6  6  

東 京 E東拒京 都 中 央区 目本4偶輯本 図町T刊4一4 T E L  1:東巨京 (何663討) 6  7  4  8  

営 柴F所月 ( ，つフ ラウンピ Jルし肉)



ω  
東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立
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合 成 維 織 の 不 織 布 に ア ス タ イ トを タ ッ プ リ と 含 浸 さ せ た 特 許 製

品 て ¥ い わ ば ア ス タ イ ト の 層 に 維 繊 が 内 在 す る 〈 プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防 水 補 強材 の 決定版です。

下 地 亀 裂 に 順 応 す る 延 伸 性 の ほ か 、 低 温 で も 脆 化 し な い 柔 軟 性 、

粘 り と 強 靭 性 、 腐 朽 ・老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐 久 性 な ど

補 強 材 と し て 理 想 的 な 特 性 を も っています。
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ｾｾ命春、， ιｹ イド

⑪ ⑧ 

特 殊 な 製 法 に よ っ Y っ く り だ さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成 樹 脂 に も ま さ る 画 期 的 な 特 性 を も ち 、 〈黒 い プ ラ ス チ ッ ク 〉 と

も い え る も の で す 。

耐 候 ・ 耐 久 性 、 温度 に よ っ て硬 化 ・ 軟 化 し な い 幅 広 い 温度 特 性

加 熱 安定 i笠 、 強 い 粘 着 性 、 適 度 な 塑 性 流 動 性 な ど 、 防 水 材 と し

て 要 求 さ れ る あ ら ゆ る 特 性 を そ な え て い ま す

争ｾ

? 芳 φイふ

争ｾ

す ぐ れ た 性 能 の ア ス タ イ ト と 、 特 許 ・ 補 強 材 強 力 ギ ル ソ イ ド を

組 み 合 わ せ た 防水 層 は 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 と ー ん な き び し

い 自 然 条 件 に も よ く 耐 え て 、 老 化 ・ 変 質 す る こ と な く 、 破 損 ・

漏 水 な ど の 事 故 を お こ さ な い 〈最 高 の 防 水 層〉 で す

... ，ι._' 宮崎容

約 妙、

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東計65号認可

T E L 代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T E L 代 表 ( 441) 5  9  5  1  

名 古 屋 ・ T E L  (571) 6361 

岡 山 ・ T E  L  (24)  2692 

建設省阪建22号認可

京・ 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1 の 1 3 圧l 島 応 用 内

阪・ 大 阪 市 西 区 京 111丁 堀 1 の 7 4  

幌 . T  E  L  ( 22 )  6038 仙 台 ・ T E  L  ( 22)  6413 

岡・ T E  L  ( 28)  2807 広 島 . T E L ( 21 ) 2281

東

大

札

福

5  



N E W女S T A R

ドアチェ y ク 60シリーズ

ドアチェ ック 80シリース

ドアチェ y ク 70シリース

米 品質・性能とな摂祭かド式

ｺ ユースター ｆｲｾ ぺ ｌＭ Ｎｧ

フロアヒ ンジ

その他

ラノ〈 卜リヒ ンジ

ピポ ッ トヒンジ

ドアハンドル

上枠断面懸吊要領

内

日.. 

N  

片引き戸内観図

.. 

補 fP .t it ! J 呼 ，τ ドさい.

州Ａ山 間 ｬ Ｍ Ｔ の場合Ｂ 誌 記 変更 ｾｨＡ Ｎ ｴ Ｎ

. ニュースタ ースライド式ドアオベ レーターの特徴

・油圧の長所とで立気式のキ1) 点とを 組 合せた新製品です。 ・油圧 装 fl [ がつ いているた め に|羽る速度が「 ゆるく j r なめらか」 で す0 ・ノミルブの訓終

で 閉 る速度が自由に変えられます 。 ・ 閉 る手 前 で ー 且止 っ て 、 その后ゆるく 閉 り ま す 。 ・ ｻ 牛 Ｇｴ ｬｊＺ の Ｎｵ ［ ｾ 合、 すぐに ｔＧ で ＮＢ ｉｩ 主 く ｬｩ ｩ ｷｮ が 出 米ます 。 ・ ｦｉｉｉ ｩ 絡 が

安〈 、別途 工事 がほ とんどな し、0 ・取 付工事、保守 が非常 に簡 単 です。

レー ル取付制度倒置

本ド7一子工、f ク楽団株式命社
ノ ェー 日

本社工場 大 阪市生野 区 ｾ･ 矢柄町 Ｒ 2  2  1包括 ( 06) ( 758)  12 5 1  ( 代)

東 京 支 1苫 東京 都 千 代 田 区 神 田 小川 町2ー 12( 信愛 ピ J レ) 電話 ( 03 ) ( 293)  4 8 3 1 - 5  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 月 寒 中 央 通 り 月 寒 3 1 4 ー 1 電 話 ( 0122)( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 電 話 ( 0222 ) ( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋出張 所 名 古 鹿 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電話 ( 052)( 981) 7 5 3 1 - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 緑 井 2 0  5 電 話 ( 08287)( 7 )  1  6  

福 岡 出 張 所 稲 問 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4  1邸主 ( 092) ( 74 )  2372 '  3312 

骨
一

6  



年 限 保 証

g 本7スの7ス17.，，，，与 防 水 |

- シ グ マ ー ト による ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

- 全 国 に 配置 さ れ た 組 合員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

地 区 別

A  

=  
名 F斤

キ土

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所

日 新 建 工 株 式 会 社 仙 台 出 張 所

伊 藤 建 材 株 式 会 社

北 条 涯 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 金 岡 興 業

涯 膏 建 材 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

7 サ ル 涯 青 工 業 株 式 会 社

藤 井 工 柴 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

潟 回 エ 鍵 株 式 会 ヰ 土

木 下 工 業 株 式 会 社

聖 子 口 工 材 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

協 立 工 事 薩 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

同 年 日 建 築 株 式 会 社

島 屋 建 設 株 式 会 社

l 有 限 会 社 折 僑 政 次 郎 商 庖

北 陸 地 区 |

1 有 限 社 会 小 島 工 業 所

大 和 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所

北 海 道 地 区

東 北 地 区

関 東 地 区

東 海 地 区

株 式 会 社 三 井 工 業 所

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 l苫

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 新 光 商 J苫

清 水 興 撲 株 式 会 社

マ サ ル 波 膏 工 巣 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

中 村 涯 背 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

石 偏 建 材 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所

株 式 会 社 三 洋 技 建

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

近 畿 地 区

中 園 地 区

四 園 地 区

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 染 株 式 会 社

高 知 涜 青 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 二 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 緩 工 事 株 式 会 社

日 建 エ 材 株 式 会 社

九 州 地 区
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静 岡 市 大 和 町 1 - 20 

清 水 市 渋J I 15 2  0  

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12  

。 西 区 南 押 切 町 5 - 12  

0  中 区 伊 勢 山 町 1 0  0  

名 古 屋 市 中 村 区 稲 上 町 1 - 4 1  

大 阪 市西 区 新 町 北 通 1 ー 17

。 福 島 区 上 福 島 南 l ー 152

0  筒 区 温 町 通 2 - 13  

。 北 区 鶴 野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 織 共 栄 ピ ル

。 葺 合 区 上筒 井 通 8 - 221 

大 阪 市 福島 区上 徳 島 北 4 - 49 

福 井 市 松 ケ 枝 町 6 2  

広 島 市 若 草 町 1 0  6  5  

。 庚 午 南 町 1 - 2

広 島 県 大 竹 市 小 方 町 小 方 2 4  5  5  

岡 山 市 磨 屋 町 7 - 18 

松 山 市三 番 町 7 - 8 - 1山 本 ビ ル

高 松 市 本町 2 ー 17

高 知 市 塩 屋 崎 町 2 - 20 

徳 島 市 矢 三 町 東 野 181 ー l

延 岡 市 本 小 路 7 4  

北 九 州 市 門 司 区 大 里 東 通 10丁 目

宮崎市辛口知川原 3 6  5  

鹿 児 島 市 草 牟 田 町 3 9 8 0  

福 岡 市 大 浜 l 新田J 9  5  

。 大 手 門 2 - 8 - 6

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

* 京 町11 足 立 区 千 tt 束 IUT 9  3  EI 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

ｼ均』収 支 部東京船足 立区千 ｪ ｊＺ Ｊｾ ｉ ｔＹＳ 日 新 工 業 株 式 会社 内 包 訴 ( 882) 2  4  2  4  (代)

閃西 支 部 大阪 市西区新聞 ｉ 北通 Ｑ ー ＱＸ 日新工業株式会社大阪支庄内電ｾＺｲ［ ＨＵ Ｓ Ｑ Ｉ ＵＲＸＱ Ｍ 3  

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 の 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 狼 所 内 包 括 ( 74 ) 3  4  6  1  

電 言舌

{ 22 ) M5 8 判 26 (  23 )  8016 

22 )  5  0  1  5  

( 25 )  5  4  3  1  イ吃

(841)  5646 ・5729

(551 )  2676 ・4382

? 6 3j 4 3 4 1 代

866)  6993 ・ 2892

(803)  241 1- 5  

(292)  2  6  6  1  i-¥: 

(842)  6  3  1  1  i-¥: 

j941 ) o m 2 m  

634)  0950 ・ 0900

263)  4  8  6  1  i-¥: 

(634)  0  8  2  1  イ七

(441 )  3751 (444)  0405 

?ベ 4 7  5  1代

731) 0358 (738) 340 1  

( 3 ) 0171 - 6  

(  2  )  3301 - 2  

( 45 )  2  2  5  1千t

( 21 j O陥 ( 31 ) 叩

2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 31 ) 4 3 8 5  

( 85 )  915 1- 3  

i 2 ) 2 2 2 1 代

251 )  3  5  4  1  

(57 1  ) 代5541- 4  

( 32 1)  13 11 ・133 1

| ( 46 1) 9363 (48 1)  562 1  

( 54 1)  3785- 6  

(458)  484 1- 3  

(261 ) 7195- 7  

j371 l m l - 3  

481 ) 7 3 5 5  

( 34 )  5884 ・5658

(  22 )  9182代

(458)  0267・0277 (45 1)  6089 

( 23 )  0  7  7  5  

( 61 )  6371 - 4  

( 71 ) 4 6 8 7  

( 2 ) 3 5 4 3  

( 23)  1  1  8  1  i-¥: 

(  3  )  626 1- 3  

( 5 1  )  6  8  1  1  - 5  

( 2 ) 3 2 4 4  

(  4  )  4  1  6  1  

4 3 0  5 ・4 3  0  6  

( 38 )  1468- 9  

i 2 ) 5 0 0 1  

3  )  9395- 6  

( 28 )  5207- 9  

( 75 )  7  7  5  2  

7  



ドする画期的新製品. グ日本のシャツタムー界をリー
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3  

電 動 開 問 機

L 型
実 用 新 葉 巻 取 り 軸 と の 連 結機 情

お よ び L 型 機情

チ エ ン収 納 施

リミ y トス イ ，チ

ガ パ ナ ー 機 禍

手 動 機禍

・特長・

特 許出 願 中

1 . 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャ y ターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4  減速機構はす; べて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エン ドレス強力ローラーチエ ンの 内造。

8 . リミ y 卜・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動錬作をひとつにしまじた 。

10. ヒュース装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔爆作いつれも可能です 。

L 型電動問問機は、日本シャ y ター技術研究所において、長

年 に わ た り 、 国 立 大学精存i機 械 工学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎつ

つ、当 社 技 術 障 が 総 力 を あ け て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 問 問 機

の概念を破 って 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す 。

こ の 開 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特 1; 午3 件、 実用 新 案 2 f牛を出願中 )、 減速機、モーター、

ブレーキ 機 構 、 停電 時 間 手 動装誌はもとより、リ ミ y トス イ ッ

チ、配電板に至るまで、すべてを 一 つの 円筒内にコ ンパク トに

納 め で あ り ま す 。

従 って、建築設計上の納りが非常に簡単で、しかも、I l Xf・f や

その後の保守 点 検等も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッタ ー問 問 機 の 決定 版といえるでしょう 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁 目 1 1 5 9 番 地 電話( 代 ) 中 原 ( 41) 6325 営 難 所 仙 台 勝 岡 高 松 北 九 州

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁 目 3 8 番 地 電話( 代 ) ( 301)  3  6  5  6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

福 岡 県 粕 屋 郡 粕 屋 町 仲 原 釜 屋 2 7  2  7 番 地 電 話 ( 代 ) ( 65) 6 1 3 1  滅 菌 神 戸 大 分

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁 目 1 2 番 地 電話( 代 )( 361) 7 4 4 1 横 浜 岡 山 宮 崎

東 京 工 場

大 阪 工 場

九 州 ヱ 場

名 古 屋 工 場

8  



日本建築協会会告

4 秋の京都の庭園と古建築を見る会

11月20日( 月)

午前 1011寺( 集合)

賞受のF ミ4 会

竜安守門前入場券発売所前付近 ・目tl!会}jj t

( ただし京都市Ai 京区竜安寺御陵/ 下 11可・dI バスi ' ( t J ( 寺前

下車すぐ ，または j，li l氾竜安寺下工11，北へ 1 km) 

Ｑ ， ∞ Ｐ 円Ｈ民食代 ・ 拝観料その他〕 ・ 京協までの交通ｾ ｉｪＺ 各自

主lf 口のこと n

30名

中板l盛 岡 研 究 所 所 長 中原金作氏

竜安寺庭園，妙心寺開山堂庭，東海路庭，退Jia院l定，大心

院庭，24宝院の庭園

11月 10日までに往復はがきにてお，" 込みくださいの定員30

名の方に参加況をお送りいたします。

午後 4 n寺( 現地解散)

時

集 会 所

費

定 員

解 説 者

見学場所

. 6-

"'" 

日とのたび下記会員諸氏は建設事業以J労者として黄綬渡氏を受けられま

した。乙乙 ｛ζ 誌してその栄ｾＮｽをお成び ｲＢ し上げます内

記

(1え 三 氏 ( 阪大林組顧問J )

鍛氏( 限/ Ul組大阪支信長)

1弥 一 氏 ( 臨海 t 仰ー建築事務所長)

IE 一 氏 ( 弔問硝子郎会長〉

J.' r一郎氏( 弔問上地辿物I ¥J ( 社長)

! 王之助氏側工船i 社長)

釘

一

族

上

回

凹

本

稲

遠

海

桑

柴

藤

込申

4 会館基金への寄付金受領

さき lζ 近級建築会館a設資金借入金の一部品111主を行ないましたが，そ

のうち下記のとおり会館基金として務付をいただきました p 本会の基礎

をますます強固にするものとまととに感謝のいたりで， 乙乙 lζ 辻、して厚

くお礼" " しあげます。

4 最近の P. c 工法講演と映画会

11月 9 日( 木) 開会午後 2 時→IJJ 会 引l寺

大阪科学技術センタ ー ・4 階 ・401 号室

江里口富久也氏( 日本住宅公団日産課長〕

前進するi U: JW住宅( カラー)

ヨー ロッパのプレハブヂの現状

時

場

師

画

日

会

議

映

ii 己

大 木 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 府 殿

柏 原 涯 背 株 式 会 社 殿

高砂熱学工業株式会社大阪支応殿

山 凹 工 業 株 式 会 社 殿

計

20，0∞円

30.α ゎ円

1  (わ， α)() 円

50.α)() 円

2∞， α)() 円

スライド

11月25日( 土) 出発午後 1 1時→解散 5 時( 大阪駅] I I J )

大阪11' 央公会堂内側，京阪パス ・自機会放

大阪 di 住宅供給公社新北野分譲住宅現場→大成プレハブ長

岡工湯とｊＮＮｬｬ設 ｾＱ［ｊ［ｽ ( 有楽土地 ・長岡天神団地) →大阪駅前

解散

温 大阪市住宅供給公社新北野分譲住宅工事概要

u 築 地 大 阪 市 東 淀 川 区 十三南之町 2 丁目 3

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 府

敷地而般 16. 762. 5nf 

Ｑ ミ ｾ 築面 的 2.712. 5
1/  

延べ而阪 27，750. 5
11

構 造 S R  C ， F  11 ， P  1  ( 3  ( * - 462戸)

外壁ー プレ キ ャス トコ ンクリ ート 版

(  1部現場打 ちコンクリー ト)

工 期 42. 3. 1 - 43. 9. 10

・大成テ イル 卜ア ップ工法

木 工 法 は ・建設省建築研究所，日本住宅公団およ

び大成建設株式会社の三者が共同開発

したものです。

中間建築向き ・鉄筋 コンク リー卜 系のプレハブ工法で

4 階建および近々 5 階.i..Il が可能 となる

見込みです。

i J ; 礎について ・標準設計と しては地耐力を ， 4 階建の

場合には 10t/ nf. Ｒ 階丈 ｾ の場合には Ｕｴ

/ 討を怨定しであります。も ちろん軟

弱地盤に対 し ては ， 占 ｅ 磁ｾｲＮ ｩ の拡幅 ， 地

盤改良. . f J t : ! t ! . l 形等て・処目する。

. 長岡天神団地概要

所 丘 地 点 目jl J舟乙訓郡長岡町IJNI:I I小'よ

赦 j也 ItrI .fi 'l 31. 12311f  

ｩｬ｜ ｾ ， ｀ｪ ｻｉￎ ［ｦ ＱＱ＠ 33.  756nf  

it ' 1 S 型式 3 L  D  K  ( 76. 816n?) A )包

3  L  D  K  (76. 816111') B  ｾ盟

4  D  K  (76. 81611{) 

3  D  K  (69.  63511{) 

ｾｐＮ｣ 工法の工場と現場見学会

日 時

集 合 所

行 程

9  

300戸

30戸

30戸

80戸

4 実務に直結した建築工事別説明会

「金属外装材の問題点説明会」

11月29日( 水) 午時 引l与→ 5 時

大阪科学技術センタ - 4 附 ・401 号室

( 大阪市西区制 1，市ノぜス l初公園前)

定 員 2∞名( 1 ' 1ヨ込は不要です。お誘い代わせと出席ください。)

説明題名 ・説明者

『ペンタイトおよびステンレスJ

日新製鋼徐式会社 ili 局開発部長代理 末 貞 敏

技術サービス課長代理 佐々木 重

『カーテンウオールの機能と材料の問題点』

不ニサ γ シ工業抹式会社技術管理部烈民 間 中 秀

. ペンタイ トおよびステンレス

1  Ｉ防 ｾｪ Ｇ ｩ 力と経済 性 ｬ ζ 含んだ特 殊 Ｎｩｬｬ ￮ 鉛メッ キ 鋼板「ペンタイ ト 」について

ペンタイトは メッキ燈50数年の経験を有する日新製鋼が独自に開発し

たがf しいメ y キ方法 ( Y G法) により製造された特殊亜鉛メッキ鋼板で

あります内近来鉄の発鈴防止については種々表面処理鋼板が使打j されて

いますが肢も効果的かつ経済性を備えた月星印ペンタイトは耐食性. 加

工性，塗笈性 lζ 富み建築材料 として広く好評を博しております画期的な

製品でございます。乙のペンタ イト の諸特性ならびに用途について当日

詳細説明させていただきたいと思います戸

2 ) ステンレス鋼のメン テナンスについて

般にステンレス鋼は絶対にｾ ｉＧｩ びないと考えられがちでありますが ，

やはりステン レス鋼でも{ i j'iび、にくいという乙とで手入がなければ発j!i の

心配があります。したがいま していかなる手入方法をすべきか，又もし発

釘を生じた場合はその程度によりし、かなる処置を講じたらよいか，建築

材料 として使用される場合の 問題点について ζ 説明したいと存じます。

圃カーテ ンウオ ールの機能と材料の問題点

建築界において " カーテンウ オー ノレ" は今や身近かな言葉として佼用

され，また古今東西数多くの工事が笑施されてきました。不二サッシも

それらの中で成功や失敗を重ね，その経験を生かしてカ ーテンウオ ール

の技術を日一日 と進歩させていますc しかしその反面，今まで'(ζ 広んだ

過程!とおいて， どのような失敗が多かったか という乙とは，案多ご存知

の方は少ないでしょう。それらの 中には意匠 ，機能，材料， 生産性なと

といった問題が含まれており ， またそれが重要なｾ業となって ｊＮＮｬｬ 築家や

技術者の方々を悩ましてきていると思いますe したがって今回は特 lζ 機

能と材料の間通の中で，接合 ・雨{ 上T"Fぃ. コーキ ング材 . 材料( 金属)

を.: n.'.7.(ζ 採り上げて説明いたし ，大気阿世! ! . メインテナンス ，アノレミの

色 彩( [ 関しでもでき得れば述べさせていただきたいと思っておりますn

時

場

日

会

彦氏

H吉氏

徳氏
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.  

ｾ＠

ー"，
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こにも生きている

ピ=ロT ド踊m

土fl ;f:民 に ビ ニ ロ イ
ドl坊71てを施工した京阪ピノレ ( が I坂 屋 )

どんな土也I或でも ど ん な 構 造 の 建 物 を つ
てコ

て も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一一一 それをソ石川化

して す で に す ぐ れ た 数 々 の ' Ak : 買を示してい

る の が 〈 ビ ニ 口 イ ド 2 号 〉 て下すー

訪 水 下 地 に キ レ ツ が で きても 破 れ ず 寒 冷 地

ど ん な 坊ii リ?に f史 つでも l寓り

それは切手余t がイ' i 1)文帝政品:1E によるイゆ哉ギji

ていの 冬 に も 丈

ま せ ん

を独 特 な 方 法 で 加 」二した 技 術 の 成 果 で す

z;1・阪 ピ ノレ( 松 阪 屋) の 屋般 に も ビ ニ 口 イ ド 2 号

γ よ る 防 水 工 事 を ご 採 月 ] い た だ き ま し た

営 業 品 目 . ピニロイ ド防本 工 事 . ア ス フ

y ル ト 防 水 L 事

. 一ι

ソ フ トンタイ ル 貼 工

事 ・ f呆溢 ・保 冷工 事 ・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル

・ 三 星コーキン! ! 反売 ・工 事 . シ ポ レ ックス

工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

東京都千代 ｈｬ ｦｩｩ ｾ ｾ Ｚ 本側 ｦ Ｓ ー ＱＱ ー Ｑ Ｓ

T  E  L  ( 866) 0271 - 6 ・ 6121- 9  

出強所 / 札幌 ( 72) 6031 仙台 ( 21) 53“ - 7 名古lぜ( 941) 3751

( 971) 4574 大阪 ( 443) 9721 - 3 il i. 1珂' 76; 2076( 75) 0298 

11 
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現 場 で の 調 合 が い り ま せ ん 。

セ ル コ ー ト A は、 天 然 砕 石 と 特 殊 な 合成 樹 脂

(ノ〈 イ ン ダ ー ) を 配 合 し た 「 外 装 用 吹 付 仕 上 材

料 」 で す。 調 合 ず み の 材 料 で す か ら 、 施 工 現

場 で の 調 合作 業 が ま っ た く 必 要 な く 、 す ぐ に

作 業 に か か れ ま す。

各 種 の 材 料 に 適 用 て 弓 ま す 。

セ ル コ ー ト A に 配 合 し た 特 殊 な 合 成 樹 脂 は 、

非 常 に す ぐ れ た 付着 力 を も っ て い ま す か ら 、

コ ンク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 石 72プ ラ ス タ ー 、

ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ ー 、 ス レ ー ト、木材、 合

板 、 耐 火 ボ ー ド な ど 、 各 種 の 材 質 に 塗 装 で き

ま す。

施 工 時 聞 が 短 縮 で き 、 経 済 的 で す 。

従 来 、 外 装 仕 ヒ げ と し て は 、 v 、 き 落 と し かや

可 先 い 出 し H な ど の 施 工 方 法 が あ り ま す が 、 こ

れ ら の 方 法 は 仕 上 げ に 長 時 間 か か る 欠 点 が あ

り ま し た 。 セ ル コ ー ト A は 調 合 材 料 な の で 、

現 場 で す ぐ に 使 用 で き 、 そ の う え 吹 付 け 塗 装

で す か ら 、 施 工 時 聞 が 短 か く て す み ま す。 さ

ら に 、 付 着 性 の よ い 材 料 の 吹 付 け で す か ら 、

ホ か き 落 と し H や ホ 洗 い 出 し H に く ら べ て 、 材 料

が 少量 で す み ま す。

仕 上 り の 美 し さ も 研 究 成 果 の 一 つ で す

セ ル コ ー ト A を 施 工 し た 仕 上 り は 、 天 然 石 材 、

タ イ ル な ど を 使 用 し た 壁 面 に く ら べ て 、 ま さ

る と も 劣 ら な い 、 立体 感 の あ る 効 果 が 得 ら れ 、

各 方 面 で 大 好評 を い た だ い て い ま す。

壁材の〈光和建材〉が

化学製品のトップメーカー

ヲ有1: ?JII との

技術提携のもとに

研究開発した

天然砕石吹付材料

商 品 の 容 量 と 塗 り 面 積 は ・・・

・ 容 量 ・・・ 1 缶 18 .t 石 油 缶 入 り

・ 塗 り 面 積・ .. 1 缶 で10mて約 3 坪 ) の 吹 付 け が

で き ま す。 塗 り 面 積 は 、 配 合 さ れ た 砕 石 に

よ り 多 少 の 差 は あ り ま す が 、 2 回 吹 付 け で

3 . 3m
2

( 約 1 珂，- ) に来勺 10k g い り ま す。

* お間合わせ・ご用命をお待ちしています

ｾ＠
大阪光和建材株式会社

〈光 和 建 材〉が お す す め す る ・ ・・

新 し い 吹 付 ・ 左 官 工 事 材 料

砕 石 コ テ塗 用 樹 脂 セ" Lコ- . . . K

樹 脂 壁 ・ セ見守ォー" L

防 水 工 事 用 樹 指 ・・・・ ・… " b' L智司. . . . .

モ ル タ ル 打 ち つ ぎ 用 樹 脂 雷 管 友 智 イ ド

樹 指 吹 付塗 装 材 ・ ぜ弓i 3 t コード

〈ヲ' : . ft?JII ) との技術提携品



法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投艇をお待ちしており ます。

。都市計画法改正案の問題点

( 前月号から続く)

4  開発行為等の規制

今回の改正案の重点、の一つで・ある開発行為等

の制限がある 。原案では，既成市街地を除く都

市計画区域内においてほとんどすべての建築行

為は土地を利用する段階で，都道府県知事の許

可を必要とする乙ととなっていた。

そのため，都市計画区域を二つに区分して，

市街化区成 と市街化調整区成を定め 、その区域

内の開発行為については都市施設の整備と見合

う程度の開発行為を最小限に許可するか，ある

いは， 大規模な宅地開発事業の場合等は . /J 11発

業者が相当の都市施設を自 ら の ｾＧｩｽ 刊 で設 ｩ 位し て

完全な一都市または地区ができ上る乙とが予恕

される湯合のみ許可するという きび しい制限内

容であった。

国会提出の法案においては，内容は大 rl11ζ 緩

和されており . (1)まず開発行為とは建築をする

ための土地の区図形質の変更に限定している 。

つまり ，一般には宅地造成事業を指すものと理

解される 。(2) 開発行為についての許可を必要と

する ζ とは変りな いが，一定の鋭i 1f - 1C迎合すれ

ば都道府県知事は許可をしなければな らない 乙

ととな っている。 (3) 許可の基準に該当しないと

きでも . I}日発審査会の議を経て許可を受ける乙

とがで きる場合もあ る。 ζ のため法案では現行

の「住宅地造成卒業 IC関する法律J が新法施行

によって廃止される 乙ととな っている。

以上から明かな乙とは，建築行為については

従来通り確認行為のみで建築 できるとととな

り，建築主にとってはさほと新都市計聞法の影

響はないよう であ る。 しかし ながら ，現下の都

市問題 IC対処するため，土地利用の適正化を促

進する手段は緊急に諮ぜられるべきであり ，新

都計法がその目的のすべてを達成していないの

は，都計法と建築基準法の分野を土地と建物と

いう線で戦線分離をした ものと考える べきであ

る。したがって都計法の改正と問H寺に改正され

る予定の建築基準法が，その点 ICI刻する規制の

側の全立任を持つものと考えるべきであり ，現

lζ 建設省はその方向で建築基準法改正の検討を

行なっていると聞いている。

検討事項としては ，たとえば .( 1)建築物の立地

については許可制κ する。 (2) 建築物の敷地はす

べて台帳κ 登録する制度を新設する。 (3)辿築物

の用途制限については部分的には許可制度の適 IC対し ，必要な指導，指示，業務の停止等をす

用できない用途がある， 等の事項が考えられる。 る乙とができる。

結論として，建築行為は都市計画的配慮を非 7. そ の 他

常 lζ 強く要求されると同時に，土地は公共の も

のであるという思想が従来より強く前面K 押し

出されたものとみる ζ とができる。

5. そ の 他

新都計法案については執行休制， 手続等につ

いて相当の改正内容がみられるが，中でも「都

市計画を定める者J が一部の内容を除いて従米

の建設大臣の決定から市町村 IC下げられた乙と

である。 i 街つーくり J IC熱心な市長さんが，自

分の意志で計画を策定し ，法定化できる ζ とに

改めるととは大いなる前進と考えられる。ただ

し政治 IC左布さ れる乙ととか，技術的に良い計

画ができないという心配が伴うが，とれは市町

村自体の問題として解決すべき乙とであろう 。

( 大阪府l ] 築部制鹿市街地建築銀民)

く> I 宅地建物取引業法の一部を

改正する法律」について

「宅地建物取引業法の一部を改正する法作

( 昭和42. 8. 1 法律知115号改正) J の要点を述

べると次の通りである 。

1  誇大広告の禁止

宅地建物取引業者は，その業務 Icl 却し ，宅地

または建物の所在. J;.ll棋，形' l ' i . 利HJ の制限，

環境，交通の利便. 対{阻または その支払方法につ

いて虚偽または誇大な広告をしてはならない。

2  取引態様の明示義務

宅地建物取引業者は，宅地または建物の売X:i

交換または貸{古川刻する注文を受けたときは，

遅滞なく ，その注文を した者に対 し，自己がそ

の相手方となって当該売貝等を成立させるか，

代理して 当該売買等を成立させるか，または媒

介して 当該先日ミ与を成立させるかの別を明らか

にしなければな らなし 、。

3  重要事項の説明等

宅地建物取引業者は ，宅地または建物の売買

交換または貸借の相手方または依頼者に対し ，

契約の成立前に 当該宅地ま たは建物に関し，抵

当権等筆記された権利の種類および内容，都市

計画法 ， 建築 ＱＦ 準法 ～Ｏｈｃ 基つ‘くｩｉｾｊｬ Ｕ 艮 ， 飲用水等

の供給施設の整備状況，手附，権利金士号: の額お

よび性絡 ｴｾ 約 金に ｬ 刻 する事項ｾについて説明

しな けhl まならない。

4  契約書等の交付

宅地建物取 ') 1業者は，宅地または建物の売口

交換または貸借の契約が成立 したと き，遅滞な

く，当該宅地またはII 物の表示，代金，賃借等

の額および支払方法，登記および引渡しのl時期

等を記載した投函を その相手方または依頼者に

交付しなければならない。

5.  手附貸与の禁止

宅地建物取引業者は，相手方または依頼者に

対し ，手附について貸付けその他信用の供与を

する乙とにより契約の締結を誘引しではならな

し、。

6. 指導，指示，業務の停止等

都道府県知事は，当該都道府県の区域内で宅

地建物取引業を営むすべての宅地建物取引業者

以上のflllituc関連し ，監督および満則につい

て必要な整備を行なう。

Ｈ大阪府組築部品 ｭ 建築ｉｴｩｾ 宇 部Ｚ長Ｉ

。法 令 相 談

問 建築物における駐車場の付置義務について

説明して下さ い。

答 建築物にお ける駐車施設の付置義務につい

ては，駐車場法 I Ct.!; づき制定された各都市の条

例すなわち「建築物における駐車施設の付置等

ICI刻する条例 J IC詳しく規定されていますが，

乙乙では簡単にその内容に触れてみます。乙の

条例は ，ii li築物より発生する自動車の駐車のた

めの駐車施設をその建築物K イ，J- il1し ，適切な

管理を行なうについて必要な事項を定め ，都市

交通の機能向上に寄与することを目的としてい

ます。一般的にいって . it 築物の規模が大きく

なるににつれて その建築物に発生する自動;1:1が

多くなり ，駐車市嬰も増加します。乙の駐車需

'li! 1ζ 対処するため，各都市では条例を定めて一

定規模以上の建築物にはその規模 IC即応した駐

車施設を備えるよう規定しています。もちろん

乙の乙とは建築物の用途κ よって災り ，また ，

地域地区によ っても基準が24りますし ，駐車施

設をイ、J'i 位する義務のないところもあります。そ

乙で，本条例 IC規定する事項のうち ，建築計画

lζ 際し ，とくに念頭 lζ 入れて欲しい乙とは次の

4 点、て、す。

まず節ーに，本条例の適用をうける地区また

は地域に入っているかどうかという乙とです。

とれについては ，駐車場法による駐車場整備地

区都市計画法による商業地域，市長および条例

により指定する周辺地区があり ，具体的には市

に詳しい凶商を備えて一般の縦覧lζ 供していま

す。第二 IC， 条例の適用をうける地域または地

域に入っている場合，付置義務台数{ま何台かを

算定す る乙とです。乙れについては，新築，増

築およ びrrJ i会別 iζ 益準が定め られてい ます。各

種ケースについての参考例はまたの機会にして

乙乙では省略します。第三IC. 付置すべき駐車

施設をどの程度の規模にすればよいか という乙

とです。 ζ の駐車 スペースを駐車台数 l 台κ っ

き. 1112.5m以上，奥行 6 m以上とし ，かつ，

1115.5m以 上 ( 一方通行の場合は3.5m以上〉 の

11J: Mれにより ，道路 IC通じていなければなりませ

ん。ただし ， 機械式の ｾｬｲｬｉ 施 設をｊＡＱ Ｈ，、る易 ｊ 作で

乙れと同tf 以上の効力があると rb長が認めたと

きは適月l されません。第四 IC. 駐車施設を建築

物内またはその敷地内に設置することができる

かどうか という乙とです。乙の場feT，原則l とし

ては建築物内またはその敷地内に設置すべきで

すが，とくにやむを得ないと市長が認めたとき

のみ，おおむね 200m以内の別の場所に設ける

乙とができます。ただし ，乙の特例の湯合は必

らず事前に市駐111場担当 課へ相談してくださ

い。以上については大阪市の場合を苫きました

が，他都r I i において多少数値および取扱いに相

逃がありますので，詳細については各所特官庁

駐車場担当課にお問合せください

( 大阪市総合計画局計画$ 都市計画; 聖路設係 村田 J e; ' ，}

13 



三

14  

各種玄 関マット設計製作 EII! 固 コトしートヨＭＨｾ下・ Ｓ ト

断 面 詳 細 図

ハ イ セ ン ス を

し こ う /

. P A T . N O. 7 4 8 4 0  1  

日三E

@i -出

お そ う じ 百 貨

グッドデザインを

選ぼう

三百リ" 二，，-v 工 業 株 式 会 社

営 業 本 部 / 大|以 r! i l些i lえ 北 幼I: i l: I-. jj[! φ r  1120 T  E  L  ( 531)  3514 ・ 8246 ・ 9347

本 社 工 場 / J;叶 II r! i l村 民 久 世 築 111111]" 380の 2 T  E  L  ( 92)  6  3  6  1  - 3  

〈営 業 所〉

東 京 / T E L ( 666)  4 7 14  ( 668) 48 7 3  

名 古 屋 / T  E  L  ( 731)  5 1 3 8 ・5 3 9 6

京 都 / T  E  L  (  22)  5  3  6  3  .  0  2  1  4  

大 阪 / T E L ( 531)  3 5 1 4 ・8 2 4 6

禍 岡 / T  E  L  ( 29)  2  7  0  6  



常温で使えるアスフアルト

コυコトコ圃ト

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床工事に

セメント、砂、砕石と混合した独

得の床で、 一例をあげると各地日

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております。

シェル石油大阪発売所

東京 ( 535) 5616

大阪 ( 302) 5937

福岡 ( 29 ) 8631 :J IJL眉迎

シェル石油アスフアル卜部 東京都千代田区丸の内 2- 3 T E L (212)4371大代表

15 
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合 成 ゴ ム 系 (ネオプレンコム)

異 形 建 物 に 最 適

最 終 仕 上 材 は ハ イ バ ロ ン

色彩・・ ・・・・2 1 色

お 部 屋 の ポ イ ン ト は

明 る い 配 色・・ 落 ち つ い た ム ー ド

色種類・・・・・・ -- 34色

て7 ) レヨこ:;;(、

⑩ 

日 新

気 候 較 差 の 著 し い

所 に 鰻 適

防 水 工 事 を プ レ ハ

ブ 化 新 材 料

( 合 成 ゴ ム 系 コ ン バ

ウ ン ド に て 加工 )

大 阪 支 庖 / 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 18  T  E  L  ( 53 1 )  5  2  8  1  - 3  

本 社 / 来 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3  T  E  L  ( 8 8  2  )  2  4  2  4  - 34 

出 張 所 / 名 古 昼 ( 7 4  1 )  6  2  5  7  - 8 ・広 ，: .¥ ( 21 )  1  0  1  9 ・ 6 0 6 1  

も百 岡 (  74 )  3  4  6  1  - 3  ・キじ申見 ( 51 )  6  8  8  5  - 5  6  5  9  



工 業 化 程 度 別 住 宅 住

住 宅 建設 能力

区 ラ〉 11(13 1- 3 5年J且f lI i目3 6 - 4 0 ' 1ト/Jl : ｈ ｻｊ ＴＱＭＴＵ 勾 ｉｾ

A  副Ａ ｾｊｴ労 務者指数 10 0  12 6  10 0  17 2  13 6  

日 総 合 生 厳 性 指 数 (B ，x B ，) 10 0  12 2  10 0  16 6  136 

日 工 車 化 に よ る 生 産 性 向

100 116 10 0  149 12 8  

' 上 指 数 ( 表 ー 2 の ⑥)

B  現 場 作 業 同機 械化によ

I(回 1 0 5  100 111 105 

2  る 生 産 性 向 上 指 数

C  雄 政 能 力 指 数 ( A X B )  l 凹 1 5 0  2 9 0  193 

工 業 化 に よ る 生産 性 の 向 上

在米工法に

I明3 1 - 3 5年 度 昭 3 6 - 4 0年 度 B( {4 1- 4 5年度

区 分 N l..lO.lJI!な

l . l l 股鼠 所 張 雄 投 最 所 型 ! 姐 股 員 所 蝶

労 務 鼠

t制 作 労務 匙 制 合 労 務鼠 湘l 合 労 務 鼠

① 工 場 生 鹿 住 宅 >> 
10 %  3  

③ 部 分 的 工 業 化 住 宅 》壬 5 %  3  2 0  10  

③ 工 場 生 蔵材 料部品

%  2 0%  14 50 3 3  60 4 0  

一 部使J j J 住宅

@ の 車 工 法 住 宅 8 0  8  4 5  4 5  1 0  10 

⑤ 叶 { 単 位 面 械 あた' )

( 1∞)  9 4  ( 1∞ )  8 1  ( 1∞ )  149 

労 務 量 一 在 米 工 法 = 1凹 )

⑥ 工 主 化 に よ る 生 雌 性

100 116  149 

向 上 指 数 ( お X I∞ )

おむね妥当なものと考えられる。表一 2 はその

一応の根拠を示 した ものである。

らねばならない。

住宅建設の工業化に

は，(1)工場生産材料の

使用 ，(2)部品，部材の

工場生産とその使用 ，

(3)住 宅 の 工 場 生産 の

3 段階がある 。もちろ

ん，それぞれの段階の

うちには ，明確な区分

はつけられないが，材

料か ら部品，部材さら

に住宅そのものへと ，

工場加工皮のより高い

ものへと工業化が進ん

で行く。

住宅を その工業化の

程度によって，便宜上

(1)工場生産住宅( 住宅

の大部分を工業化した

住宅一一いわゆるプレ

ハプ住宅) ， (2)部分的

工業化住宅( 住宅の相

当部分に工場生産材料

または工場生産郎品を

使用した住宅等) .  (3)  

工場生産材料，部品一

部使用住宅. (4)在来工

法住宅の 4 種類 lζ 区分

すると ，表- 1 の B1

のように生産性をあ げ

るためには ，工業化の

現状と将来の可能性か らみて，工業化程度別の

住宅建設量は ，図- 1，ζ 示すような割合が，お

-

l

l

'

住

宅

-
m

殴

量

投稿をお まちしており ます。掲殺の

分には粗品進呈いた します。

の読者

図ー l

表 一 1

口 住宅建設工業化の目 標 口

建設省住宅局は， さきほど「住宅建設工業化

の基本構想」と「中層共同住宅建設の工業化」

をまとめたが，そのなかで， とくに「住宅建設

能力 と工業化」の章のうち . r住宅建設工業化

の目標J について，その要点をとりだして，読

者の参考 IL供したいと，思う。 ( M)

昭和45年の建設労務者数を40年の20%増 と考

えると ，建設従事者の推移指数は ，表 l のA

欄 のように . 36- 40年は31 - 35年の 1. 26倍. 41  

- 45年は31 - 35年に対して 卜72倍. 36- 40年 lζ

女すして 1. 36倍になっている 。

一方，住宅建設 5 カ年計画 (41 - 45年) の住

宅建設置を，過去の建設置 と比較すると ，図 -

l の とおり となる。 昭和31 - 35年間の建設ill:を

l ∞と する と. 36- 40年は 150. 41 - 45年は 290

となっており ，これだけ建設能力を高めるため

には，表 l の B 欄のような生産性の向上を図

表 2

×  ×  X  

1111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'"11111111111111111111111111111111“IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII111111111111・1111111111111111111111111111

口 明治建築土木史年表 ・関西篇( その11) ( 明治11年 7 月25日- 26日〉 口

たてまえ

三菱会社東京江戸橋新社屋の建前。揃いの印半縦だけでも 500 枚新調したという。

愛媛県伊予松山屯信分局工事進捗し，洛lぷ開業間近という。

明治

11年 7 月25日

乙の頃はまだ東京の真夏の氷の需要を消すために ，北海道や上州( 1 呼応以) なと・か

ら天然氷を回漕していたが， 乙のuは特に多く捌けるので. Ii賢官' ((から JJ 1  @] 巡航し

ていた船を月 2 @] に増やしたという。

IJD州金沢笛竹屋1Il 1 I 1 氏製烏犀固という 111J ! l i ¥と神経症の薬の広告書F r luHζ.1売る 。大包50

銭，小包10銭。始めて東京 lζ 進出し . Iゴ本橋本町 4 丁 目富屋{'I' ( フヤナカ ? ) d' 兵

衡を大取次( 総代理屈) にしたとある 。

のりあさ

地面師の先祖 ? 高知県士族島田: 必顕( 東京京橋木挽町 2 丁目寄留) と長野以上族悩

井賞。( 神田錦町 3 丁目大沢金次郎lζ 同居) 附決。島田は除族の上懲役10年。相 ) t

は除族 ・懲役 3 年禁獄 7 年となる。事件は| 円津軽法正[1を払下げると偽って. w京j符

少記穴戸富の指令書と ，関係官民の j柚料倣収託を偽造して . [刻野忠兵術より 670

円余を詐取したもの。

11 ( ひψ う たた

東京の盛り草きでは氷が大流行し「白氷を内IJ り冷水K 出へてお客をもてなす」という

方法だったらしい。 r大坂でも道頓姻心斎橋辺から天神続難波橋京橋その他各所神

つり たえま もとかた かひ

社の境内乙乙もかし乙も氷々の声絶l聞なし J とある。 r元方より 1fi' 2 主主 6 屈では

斐J . ( 中売が) r  6 .  7 銭になり ，小売は 1斤を 12. 3 個I ( tlJ ってそれぞれを l

銭か 2 銭で売っていたという」。ざっと 10倍になっているわけである。

(見l 京郡北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣二)

17  

1 /  

1 /  

26日

11 

1 /  

1 /  

1 /  

1.〆

1 /  

1 /  

1 /  

1 /  

口 北田孝之氏の個展を見て 口

去る 9 月25日から 7 日間，北田孝之氏( 現在 ，

行動所属) の彫刻個展が信濃橋画廊( 西区阿波

掘通り 1-10 ・陶磁器会館内) で関かれた。

自と黒の，石 と

ガラスの，研ぎi澄

まされた造形は，

私を日本古代のイ

メージ へ誘ない，

忘 れ て い た も の

一一それは ，私の

内に流れている日

本的精神かもしれ

ないーーが呼び限

まされたといえば

大仰に過ぎるだろ

うか。氏の作品は

また ， 乙れからの

建築，あるいは住

空間に ，その在る

べき場所を求めて

いると 見た。( 希)



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

車至 量 (比重 O. 5コンクリー 凶 の重量)

断
熱 ( コンクトトの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法

えF 晶 司

耐 火 キオ 料 )

. シポ レック スは工場、住宅から超高層ビ、/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

額に使用されますが次の建物には特に最適です

期短縮を要するすべての建物

2  ｾ調を要する工場 ・ 倉庫事務 所住宅 等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する 高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

18  

聖一一負史 一‘rI Ｎ ｾ ＭＡ＠

日IJ 田産業( 株) 八屋 T .J;易

設計施 工 (株 ) 竹 中 [ 務 J，ii

f史n=l持11位 外 壁

唖至亘ｾ

5Pポレv ワ ス 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16 ( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 j苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古屋 支J苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  



-・圃.

-

建 築 と 社

ユ -

ニュース原怖をお送りください。

4  

ココE

- 大阪城公園内に 建つ休憩所の

ス

デザインコンクール入選者表彰式

日本建築協会50周年記念事業のひとつとして

の「大阪城公園内に建つ休憩所のデザ インコン

クーノレ」の2在査会が 9 月14自に行なわれたが，応

募数372長のうちから ，ゑ' 藤忠雄氏の案が当選し ，

II I村真二氏，藤井詔一氏，小佐 III 敏和1氏の三案

が{ _ E 作入選した( 乙の 4 点、の作品は52頁参照) 。

その入選者の表彰式が 9 月28 日午後 211寺より ，

近級建築会館で行なわれた。表彰式後，入選者

と審査員らと懇談した。

. あたらしいマテリアル展

近級内装紙協同組合では， 10月 12臼，13日の

両日にわたって，大阪国際貿易センターで，rあ

たら しい 7 テリア ノレ展J を聞いた。業界の トッ

プメーカーが多年の精華を ｾ Ｑ 立にあつめて発表

した壁装材のペーシェントともいえるもので，

壁 紙，襖紙，小間紙の展示とモデノレ搬脳会 も行

なった。

.Gコラムを使用したパピリオン

建築設計コンクール

久保凶欽工株式会社では ，G コラムをもと川し

た万国博におけるパビリオンf I l 築または施設を

テー 7 とした設計コンクーノレ案を必災I j l であ

る。締造材の進歩と空間造型の表現という問題

の追求のなかで，G コラムの特長を駆使した清

新で大胆なアイデアの提出を求めている 。審査

員には，大江宏，高橋俊夫( 審査委員長) ，鶴

間l見 有li 辺鋲太郎，山本学治がなり ，コミッシ

ョナーとして浜口隆ーがなっている 。賞金は最

優秀11 1点200万円，優秀ロ:4 点30万円である。

応募者の資格制限はないが応募の手続は必要

である。作品提出期限はH自和43年 1月 10日。審

査の結果の発表は，昭和43年 2 月中旬。 liJ J合わ

せは 大阪市浪速区船出町 2 - 22 久保田鉄工

KK G コラム 設計 コンクー l レ事務局まで。

. 阪大に環境工学科が来年度新設

環境改善のための専門技術者の養成，際協工

される乙とになった。明年43年 3 月の入試で，

約40名の学生を入学させるとのとと。; : rs1講座

ｉｊ［Ｇｉおｾ ［ｲ ｬＧ 画学 ， 第 Ｒ ｾｪｙｩ 座 Ｚ ｭ 境設ｩｊｉｉ ｩ 設計学 ， 第

学という 一つの学問体系を確立してよりよい環 3 講座. 温海度調整工学，第 4 講座 . 空気浄化

墳のための工学の研究を目ざして， 来年度よ 工学，第 5 講座 ・水質管理工学，第 6 講座 . 音

り阪大工学郎にあらたに 「環境工学科」が設置 轡制御工学が設けられる由。

. 新淀川を南にのぞんで高層分譲住宅の建設すすむ

大阪市住宅供給公社では段近公 害 ， 交通 ｾｌ

住宅およびその土地取 ｩｾｾｴ なと ， 大都市として

の諸問題が急にクローズアップされてきている

のにかんがみ，昨年二五]l c発足以来，土地の高度

利用と居住環境の整備により，大阪市の再開発

を中心に ，分譲住宅の他殺を行なってきている

が，その戸数はすでに約一千戸 IC達している 。

乙れ らの分譲住宅のうち ，昨年十二J : ! からお

工している新北野分設住宅は，とくに注目され

るものである 。広大な新淀川を南にのぞむ殴境

の怪 lE化のため 5 階から 11隣までを鉄骨造とな

っている 。 委壁および張問方向の耐 ｗｾ 以外の

外壁は ， P .  C 版を使用し ，工期の短縮と経済

性とをはかつている。

建物の概EEはつぎのとおりである。

建 設 地 大 阪 市 東 淀 川 区 十三南之 II IT2 - 3

ｾｾ誌面的 Ｒ ＮＷ Ｑ ＲＮＵＲ ｭＧ

( ド付属品U269. 20m' を含む〉

延 而 積 31. 215. 52 m' 

( 附以練269.20m'を含む)

のよい住宅地で，北大阪の繁華街十三に近く ， 桃
造 1- 4 F 鉄打鉄筋コンクリー 卜造

交通上も至便の1易所であり ，市街地住宅の敷地

の条件を満している。乙の良い条件をも った土

地をより有効に利用するため IC，乙の計画は，高

密度化による住環境の ;[ i ; 化をおさえ ，市街地住

居として快週な住宅の建設を目的としている 。

配位計岡 ・ 0 ・.1 11街II 三棟のみの完全並列型

とし ，N;.t叙で‘ 解放がJ な: 1: 111] をもとめている 。抗

車場も 空地が卜分確保され，将米の地加 IC 乙た

えうる余絡をもっている 。

平iiu;;-1匝j ... .. .  Ｎ ｾＧｾｊｩｙｩアパー トのユ ニッ ト ・ プ

ランでは ，エ レベーターシステムが問題となる

が， 乙の たJ- j国では居住性の良い低周の断段室型

を日応化しており ，各戸全く廊下( 通協) Iζ 面

する乙とカt ないようにしている。またエレベ ー

ターは 2 陪どとにスキップ停止とし ，各半階毎

上下して各戸l Ci主するシステムをとっている 。

サラリーマンのための分譲住宅であるため ，

伏適で適度の広さを訂するとともに ，安くなけ

ればな らず，ユニットプランは効率の良い もの

となって い る今

構造，iI' IThj .  "fIYi，""は 11 隣住，1日i さ31mのス

ラブタイ プのた め，火山性を閉すぷl床で， 11活

から41特を欽'I' J鉄筋 コンクリート巡とし ，i11物

5  F - l l F 鉄骨造

階数 ・戸数 11 階建 3( * 154戸 X 3= 462戸

工 貿 101. 620.α 氾円

基 本 設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

KK 竹 中 工 務 庖

実 施 設 計 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 底

峻 工 予 定 i昭和43年 9 月
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2 段 積

3$生手責百T能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に-

ｈ ョ叫ｾＱＭ ］ＭＷｾ ぐ ｂ ヨー且音対内

・お問合 せ は

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案 -意匠 ・商標) 申請中

. 400V級配電の変圧器です 。

< ブランチャ > は、 4 0 0 V級 配電 を 100V級 2 0 0 V級 に 円 滑 に

降 圧 。三相 200V級と 単 相 100' 115V の 同 時 使 用 がで きますので

ピル・ 工 場 ・学 校 ・病 院 な どの400V級 配 電 方 式 の 合 理化 に

大きく 貢 献 します 。

. 積 重 ね 式 が 特 長 で す 。

分 岐 室 を有効 に 使 用 す る た め 、 難 し い 条件 の積 重 ね式 と結 線

方 式 の 技術 を 解 決 、 イ ン ピー ダンス 電 圧 と位 相 角 を 合 せ て 、

異 種 容量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 ができます 。

. 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。配電方式の合理化に

より 材料費 ・工事費 が減少 。 また、小形で取扱 いが

簡単なため設備費・保守費も大へん経済的です 。

三相 ・乾式 ( H種絶縁) ・二巻線変圧器 容量 5 ・10 ・20 ・30 ・50K V  A  

一次電圧 4 4 0 V  (60%)  4 1 5 V  (50% )  二 次電圧 210V - I 05 V  

結線方式ムーY ノーヒ ュー ズプレ ーカ、 防護ゴム取付可能

札 幌 ( 24 )  9271  東 京 (453) 31日 富 山 ( 21  )  8561  名古屋 (951) 6211 広 島 ( 41 ) 5111 小 倉 ( 53 )  5221  企z、"T" r. 聖書 E 至宝

仙 台 ( 25 )  8111 機 浜 ( 68 ) 附 金 沢 ( 61 )  2125  大 阪 (362) 5151 高 松 ( 2 ) 1194 鹿児ぬ ( 3  ) 附 1 ＧＢｾ＠ r E ! 日量ヨ

宇都宮 ( 3  ) 3235 静 岡 ( 54  )  1241 新 潟 ( 45 )  6386 神 戸 ( 39 )  8011 福 岡 ( 28 )  3331  
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クラスメート

30 〔東京工 大 昭 和 19年卒〕

前列左より (敬称略)

尾崎吉文 ( K K 尾崎建築設計事務所代表取締役)

佐藤文一 ( K K 熊谷組建築部長 )

高見三八里 ( 兵庫県立相生産業高等学校教頭)

恒 成 ー 訓 ( つねな り・ すたじお代表者)

後列左より

Ｊｾ山俊夫 Ｈ 和歌山県立和歌山工業高等学校建築 科 長 Ｉ

発 天 義 久 (神戸 大 学 教 授 工 博)

稲田浩光 ( K K 間組大阪支庖工事課長 )

宮 秋 利 厚 ( 日建設計工務 K K取締役大阪事務所長 )

新阪急ホテルロビ ーにて

東 京 工 大 昭 和 19年 卒。 明 治 ・ 大 正の 封 建 性 ー軍 国 主 義 、 昭 和 の 自 由 思 想 に 挟 ま れ 、 大

正 生 れ は や や も す れ ば 決 断 力 に 欠 け る と の世評もあるが、; ! ?リ合 順 調 に 育 っ て い る ? と

い う の も 、 学 生 時 代 は 大 東 亜 戦 争 の 最 中 て ¥ 卒 論 も い い 加 減 な も の が 多 く 、 2 年 半 の

速 成 ク ラ ス 。 お ま け に 梢i盆の 先 生 か ら は 、 あ ま り よ く で き な い ク ラ ス だ と 、 お 11じ り を

受: けた が 、 工博 が 3 人 も .' .: IJ た と こ ろ を 見 る と 、 ワ カ ラ ン も の で あ る 。

尾 崎 放 尾 崎 久 助 氏 の 息 、 子 で 、 学 生 H寺 代 か ら 乗 馬 ・ 自 動 車 と 乗 物 に 強 〈 、 文 字 通 り

東 奔 西 走の よ う で あ る 。 ゴ ル フ 、 マ ー ジ ャ ン も う ま い。

佐 藤 学 生 時 代 に 研 究室 の 美 人 と 結 婚 、 ア ッ 卜し、わせた 。 大 阪 で 活 隠 せ ん.も の と 単

身 乗 込 ん で 来 た が 、 ク ラ ス メ ー ト は 、 ひ そ かに気をもんでいる。. i l l 役タイフ・0 ・

高 見 鹿 島 を 退職 、 郷 里 で 教 師 に な っ て か ら 20年 余 り 、 日 教 組 を 脱 退 し て 教 育 め 正

常 化 に つ と め て い る 。 学 生 時 代 に 子 宝 に め ぐ ま れ 、 お や じ の で き な か っ た 前 負 を 2 人

の 息 子 が や っ て い る 。

恒 成 学 生 H寺代 に 健 康 を害 し 、 医 者 ー か ら 2 年 し か 生 き な い と オ ド か さ れ 、 ピ ン ク リ

き せ ら れ た が 、 そ の 後 事 和 、 な 商 売 に 精 を 出 し て い る 。プ ノ レ フ に 少 し 熱 を 入 れ て い る 様 子。

杉 山 戦 後 、 百 姓 、 土 建 屋 、 事 務 所 等 い ろ い ろ 苦 労 し た ご 様 子。 徳 烏 商 工 の 土 木 出 身

だ が 、 和 歌 山 工 高 の 土 木 手 中長 に な っ た り 、 建 築 科長 に な っ た り 、 お 忙 し い お 方 で あ る 。

パ チ ン コ の 権 威 と か ?

発 実 型在図室 で ( 秘 義 に は 出 て い た と 思 う が ? Ｉ碁をヨクしていた。余 りｾＡｬ ｬ し、とも

思 わ な か っ た が 、 頭 の 構 造 は よ か っ た よ う で あ る 。 構 造 3 羽 ガ ラ ス の 1 人 。

稲 田 製 図 を す る 時 に 、 大 き な 声 を 出 し て 歌 う の で 、 皆 も つ ら れ て 、 い い ム ー ドに

引 込 ま れ た も の で あ る 。 実 直 そ の も の 、 男 子 3 人 の よ さ 父親 。

宮 秋 学 生 時 代 に は デ ザ イ ン に 余 り 興 味 を 示 さ な か っ た が 、 構 造 重 役 が 生 れ た 。 重

役 と も な れ ば ゴ ル フ を や り そ う な も の だ が 、 中 学H寺 代 か ら の 飛 込 が 板 に つ い て い る と

見 え 、 目 下 水 泳 で 体 を 鍛 え た り 、 水 速 の 競 技会 に 顔 を 出 し た り し て い る 。 ( 恒 成 記 )
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西 沢 文 隆

lISl倉耳障三 建築研究所大阪支所長

堀 内・ 三 却

京 毎 大 学 章 生 授 ・ヱ 樽

中 出 俊 郎

阪 竹 中 工 ' * 庖 神 戸 営 業 所 長

村 枠

須 賀 工 業 版 取 締 役 技 術 郎 長

7 月号より 12月号 まで上

記の 4 人の執筆者で担当

しても らいます。

惨盃水盆にかえらず

名 神 高 速 で 万 博 の 敷 地 の そ ば を 通 る 度 に 、胸 に 痛 み を 覚 え る 。 会 場 敷 地 は つ ま ら な い あ り

ふ れ た 日 本 の 風 景 で あ り 、 そ れ だ け に 最 も 日 本 ら し い 、 自 然 空 間 を 持 っ た 掌 の よ う な 産 地 で

あ っ た。 あ ま り 雄 大 と は 言 え な い 孟宗 の 竹 絞 と ヒ ョ ロ ヒ ョ ロ の 疎 な 松 が 全 体 の 景 観 を 造 っ て

いた 。 こ れ が う ま く 生 か さ れ れ ば 、 東 洋 の 平 和 な 村 の 雰 囲 気 を 十 分 現 成 す る こ と が で き る 。

最初のころ私が、 ホ貧乏国は貧乏国らしく 。 と言っ た 時 、 土 地 の 造 成 に 金 を 掛 け て 自 然 を 破

壊 す る よ う な 恐 な こ と は 止 め て 、 ギ リ シ ヤ の 植 民 都 市 が 起 伏 の あ る 土地 に 平 気 で 直 交 す る 道

路 網 を か ぶ せ 、 高 低 に そ っ て 上 下 す る 道 を 造 る こ と に よ り 新 ら し い 都 市 景 観 を 巡 っ た よ う に

自 然 を そ の ま ま 残 し て 道 路 網 を か け 、 こ の 度 は 道 路 を 地 面 に 添 わ せ ず 、 比 較 的 平 坦 に 陸 橋 と

な り 、 切 り 通 し と な っ て 自 然 を 貫 く 道 を つ け て 行 く な ら 、 自 然 は そ の ま ま 生 き 得 る の で は な

い か。 道 路 は も ち ろ ん 高 く つ く で あ ろ う が 、 何 米 も 地 盛 り し た 所 に 、 杭 を 打 っ て 建 築 す る よ

りTot a 1 で は 安 く な ろ う 。 万 一 安 く な い と し て も 、 何 の 程 度 上 る か と い う こ と と 再 修 貨 に 要

す る 費 用 と の バ ラ ン ス や 如 何 と い う こ と で あ る 。少 く と も そ の こ と 自 体 将 来 の 宅 地 造 成 を 自 然

か ら守 り う る 一 つ の指 燃 と な り 得 た の で は な か ろ う か。 一度破壊された自然、が元に復帰する

に は 長 い 年 月 を 要 す る 。鑑 、 太 鼓 を 叩 い て 全 国 に 樹 木 を 貿 い あ さ り 物 価 を 吊 り 上 げ る 必 要 も

ない。 会 場 全 体 が 初 め か ら其 の 意 味 の 日 本 庭 園 た り 得 た で あ ろ う 。 移 植 さ れ て 気 息 え ん え ん

だ る 樹 木 の 万 博 敷 地 風 景 は 考 え た だ け で も ぞ っ とする 。 10年 後 の 景 観 を 幻 想 し な が ら 、 会 場

を 見 て 廻 る 観 客 は な い だ ろ う 。 今 日艮 の あ た り 荒 涼 た る 土 砂 の 砂 漠 を 見 る と き 、 日 本 で な く 、

ア ラ ビ ア に で も い る 思 い が す る 。 盃 水 盆 に か え ら ず。 なぜも っ と 熱 心 に 、 そ の 筋 に 訴 え か け

な か っ た か と い ま さ らの よ う に 悔 ま れ る 。 (Ni )

惨もぐら建築

近 頃 の 大 都 会 で は あ ま り 見 ら れ な く な っ た 青 空 も 、 秋 か ら 冬 へ か け て は 一 番澄んでいて、

建 物 の 窓 か ら そ の 美 し い 空 を 眺 め ら れ る こ と は 何 よ り 有 難 い と 思 わ れ る の に 、 ど う し て 「 地

下 街」 と い う 「 も ぐ ら 建 築 」 が 繁 昌 す る の だ ろ う 。 そ こ を 利 用 す る 人 は 、 近 道 だ と か 、 雨 天

で も 濡 れ な い と か 色 ん な 理 由 で 便 益 を 受 け て い る つ も り ら し い が 、 そ れ は 通 行 人 だ け の 話 で 、

そ こ で一 日 中 働 い て い る 人 に と っ て は 、 ひ ど い 悪 条 件 に 毎 日 悩 ま さ れ て い る こ と に な ら な い

だ ろ う か。 チャ ン と 換 気 装 置 が あ る か ら 大 丈 夫 と い い 切 れ る の だ ろ う か。 ま た 万一 地 下 街 で

火 災 で も 発 生 し た 時 の 危 険 に つ い て 考 え た こ 占 が あ る の だ ろ う か。 そ れ と も 人 々 は 美 し い 青

空 の 見 え る 窓 の あ る 建 物 内 で 働 き た い と し 寸 希 望 と 権 利 を 放 棄 し 、 そ の 経 済 的 代 償 を 得 て 満

足 し て い る の だ ろ う か。 車 止 に は 、 人 聞 が 「 も ぐ ら 」 の よ う な 生 物 に な っ てしま っ た と は 、 ど

う し て も 恩 わ れ な い。 (H o)

惨 失 敗

お 互 い に 失 敗 は 隠 し た が る も の で あ る 。 し か し 時 に は 小 さ な 失 敗 が他 に 大 き く 影 響 を 及 ぽ

す こ と が あ る 。 こ の こ と を 考 え る と 失 敗 は 隠 し て す ま せ る も の で は な い 。 作 業 所 で は 作 業 条

件 が ひ と つ と し て 同 じ で な い だ け に 失 敗 も い ろ い ろ 多 様 性 に わ た る 。 例 え ば コ ン ク リ ー 卜が

飛 び ち っ て 通 行 者 の 洋 服 に か か っ た と か 隣 家 問 題 の 接 渉 過 程 に お い て お 互 い が 感 情 的 に な っ

た り 、 ま た 技 術 的 な 問 題 で は 米 熱 さ に よ る こ と も あ る 。 こ れ ら の 問 題 を 煎 じ つ め る と 、 結 局

はチェ ッ ク を 怠 っ た こ と に よ っ て 生 じ て い る 。 i 失 敗 は 成 功 の も と 」 と い わ れ て い る 。 この

諺 は 失 敗 を 謙 虚 な 気 持 で 反 省 し 是 正 し て こ そ 通 用 す る 。 み ん な が 遠 慮 な く 自 由 に 失 敗 談 が で

き 失 敗 を 隠 す 心 理 を と り の ぞ く 積 極 的 な 勇 気 が あ れ ば 、 ど ん な に か 仕 事 の レ ベ ル 向 上 に 役 立

つ ことだろう 。 まず 気 の あ っ た も の 同 志 で 失 敗 談 議 を 行 な い ム ー ド づ く り を し て は ど う だ ろ

うか。 で き れ ば い ろ い ろ な 失 敗 談 を 集 録 じ た 単 行 本 で も 出 版 さ れ れ ば 、 こ れ に こ し た こ と は

ない 。 た ち ま ち ベ ス ト セ ラ ー に な る だ ろ う 。 (N a )

険相互扶助

せ っ か く 高 い 費 用 を か け た 空 調 設 備 も 時 と 処 を 得 な け れ ば 優 秀 な 成 果 は 得 ら れ な い。 取 扱

い が 不 適 当 な 場 合 も ま た 同 じ で あ る 。 建 築 と 空 調 装 置 と 運 転 の三 者 が 互 に 扶 け 合 っ て 初 め て

優 秀 な 環 境 が 得 ら れ る 。 ま ぶ し い 西 日 を カ ン カ ン と 部 屋一 杯 に 取 入 れ な が ら 、 多 大 の 運 転 資

を か け て 懸 命 に 空 気 を 冷 や そ う と す る の は い か に も 損 で あ り 、 い く ら 冷 や し て も 快 適 な 環 境

は 作 れ な い。 カー テ ンや ベ ネ シ ャ ン ブ ラ イ ン ド や 吸 熱 硝 子 等 よ り も も っ と 積 極 的 に 、 四 季 刻

々 の 太 陽 光 の 変 化 に 応 じ て 自 動 的 に 出 た り ひ っ こ ん だ り 向 き を 変 え た り す る よ う な 日 !問 調 整

装 置 が 附 加 さ れ る な ら ば 、 空 調 費 は 安 く な り 、 何 よ り も 勝 れ た 利 点 と し て 快 適 な 環 境 が 生 れ

る。 新 し い 材 料 、 進 ん だ 技 術 が 開 発 さ れ た 今 日 で は 、 自 動 日 照 調 整 装 置 の 開 発 ぐ ら い は 易 々

た る 課 題 で あ ろ う 。 か ね て の 夢 で あ る が よ り 良 い 環 境 の 創 造 の た め 技 術 革 新 の 余 恵 を 建 築 に

も取入れるのが当然、ではないか。 (Mi )
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東 海 銀 行 汁 谷 単 身 寮

設 計 監 理 K K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 問 組



設 計 要 旨

計 画 に 当 って 、 単 身 寮 の 規 伎 は 収 容 人 民 100名 以 内 が 適 当 か 、 200 名 前 後 で は ど の よ う な 点 が

問 題 に な る の か 、 充 分 な デ ィ ス カ ッン ョ ン が 施 主 と の 間 に 行 な わ れ 、 結 論 と し て 大 型 単 身 寮 の 方

が 有 利 な 点 が 多 い と 判 断 さ れ た。 そ の 場 合一 番 間 短 に な る の は 、 祭 生 の ヒ ュ ー マ ン リ レ イ シ ョ ン

が う ま く で き る か ど う か で あ っ た 。 往 々 に し て 単 身 者 が 多 く 集 れ ば 、 港 後 者 が 出 易 い と か 、 寮 生

の 監 督 の で き る 範 囲 、 察 監 理 主 の 処 理 の 方 法 等 を 建 築 言 十 面 の 上 で い か に 解 決 す る か が 問 題 で あ っ た 。

望号線の配置は個室と 二 人 室 と を 別 棟 に す る 今 迄 の 方 式 で は 、 先 重 量 と 後 量 産 の 関 係 が う ま く い か な

い の で 、 そ れ を 交 互 に 配 置 す る 方 法 が 考 え ら れ た 。 こ の 方 式 に よ っ て 、 個 と 衆 の 関 係 が 意 識 的 に

連 合 体 と な り 、 強 烈 に 表 現 さ れ た と 忠 、 う。

規 模 が 大 き く な る に 従 っ て 、 共 用 施 設 及 び 暖 房 給 湯 設 備 等 を 充 実 し て も 、 一 人 当 り の 負 担 金 額

は 有 利 に な る 。 こ の 場 合 食 堂 、 娯 楽 室 、 談 話 室 を 有 機 的 に 結 び 付 け ゆ っ た り と し た 余 裕 の あ る さE

Il ' 日とした 。 管 理 部門 は 玄 関 部 分 に 集 中 し 受 付 よ り 休 養 室 厨 房 機 械 室 を 最 短 距 離 で 結 ぴ 、 灯 司 王 当 番

以 外 の 従 業 員 は 受 付 を 兼 務 す る 。 管 理 構 成 は 祭 主 監 1 家 族 、 管 理 人 2 家 族 、 従 業 貝 12名 で あ る 。

祭 主 監 住 宅 は 寮 生 お よ び 従 業 貝 が 屈 託 な く 悩 み を 相 談 に 来 れ る よ う な 位 置 に 設 け 、 従 業 員 は 高 校

I却の 若 い 女 子 で あ る の で 、 寮 生 と は 動 線 を 明 確 に 分 離 し た 。

以 上 そ れ ぞ れ に 新 し い 試 み が な さ れ て い る が 、 全 体 の イ メ ー ジ は 若 々 し い ダ イ ナ ミ ソク な 力 強

き を 表 現 し て 、 明 日 へ の エ ネ ル ギ ー を 脊 え る 若 い 人 達 の 住 む 場 所 を 提 供 す る こ と に あ っ た。

(ノj、坂忠晴 )

A棟

- 建 築 地 名古屋市千種区鍋屋上野町字汁谷3Sl6ノ l

- 精 進 規 桜 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造

望書棟 A 5 階 建 浴 昼 付

寮 煉 B 4 階 建 塔 屋 付

共同様平家主主一部中 2 階 建

・収容人貝 寮 生 192名 従 業 只 12名

管理望書主監宅I 戸、管理人室 2 戸

テニスコート

- 敷地面積 3952. 7田 2

・建築面積 1449. ( ) n2  

・延床面積 4220 伽 2

・工 期 自 昭 和41年 9 月13日

至 昭 和42年 5 月15日



東 海 銀 行 汁 谷 単 身 寮

設 計 監 理 K K安井建築設計事務所

縄 エ 株 式 会 社 間 組



股 計 監 理

施 工

塔 屋 H 歯

期 昭 和 則 年 7 月- 42年 5 月

壁 磁器量タンザクタイル

ブロンズベーン
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三 市 共 同 園 田 配 水 場 本 館

所 在 地 尼 崎 市 回 能

設 計 株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 前 田 建 設

規 傑 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 地 下 1 階、地上 3 階

面 積 2，500 m
2  

工 期 昭 和41年 7 月より昭和42年 7 月

工 業 用 地 下 水 汲 上 げ に よ る 、 地 盤 沈 下 防止 対 策 と し

て 、 尼 崎 ・西 宮 ・ 伊 丹 ・三 市 共 同 に よ る 工 業 用 水 道

事業施般であり、 1 日に 30m' の 水 が . 三 市 に 配 水 で

き る 機 能 を 備 え て お り ま す 。 秘i訟 は 5 方 m' の 敷 地 に

治 水 池 自 己 水 池 等 、 池 関 係 の 土 木 施 設 と 管 理 室 ポ ン プ

室 薬 注 室 等 円 建 築 施 設 か ら な り 、 相 互 に 密 接 な 繋 が

り を 持 ち 総 合 的 に 配 置 さ れ て お り ま す。 こ こ に 示 す

作 品 は 、 施 設 の一 部 で あ る 本 館 ( 管 理 室 ・ポ ン プ 室 )

で あ り ま す。 外 観 は 特 に 土 木 施 設 と の 関 係 を 考 慮 し

て デ ザ イ ン し ま し た。

高 砂 市 勤 労 会 館

所 在 地 問 砂 市 町 砂 町T

2生 計 抹 式会社昭和設計事務所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 尉

鋭 縦 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造、地上 4 附

而j ｾ Ｎ貰 Ｒ ， ＵＳＰ m'  

工 期 昭 和41年 9 月より昭和42年 6 月

高 砂 市 浄 水 揚 ( 現 在 市 民 会 館 用 地 ) 敷 地 内 の 一部 空

地 を 利 用 し て ill て ら れ た も の で あ り 、 I朽fUl J は 沈 澱 池

町 ｾ堤によ っ て Ｑ 階を完 全 に傘いだ形ちになる僅め

て 条 件 の 惑 い 敷 地 に あ り ま す。 そのため、 1 階 は ピ

ロ テ ィ と し て 駐 車 場 と 機 械室 に と ど め 、 主 玄1'111は 2

階 に 抜 け 、 外 来 者 は 直 接 2 階 へ スロ ー プ に て ア プ ロ

ー チ し ま し た 。

市 民の 多 目 的 施 設 と し て 、 そ れ ぞ れ の 目 的 内 典 な る

空間1を 、 い か に し て 統 合 さ せ る か が 設 問 」この 際 組 で

あ り ま し た 。

すいせんのニとぱ 岡本行普

伊藤君は無口な頑帰り尽きん であ

る。 建築に対し て筋 肉通 った考 え

方と汗t潔な感党内持主 である . 米

経験的分野に b お〈せずとり くん

で由〈 な ど. 研 究 心 b 旺盛であ る.

今や阿君の飽列 した作品 b 多数完

成 して おり何れも好評をf唱ている.
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伊藤敬祐

ｾｅ 壬 ｰ ｲｊ日 ＱＱｴ ｈ 日 Ｘ ip 3  rJ 19 円

政終学HA I回初 33年 3 Fl 大 阪 工

業大学 品Ａｾ ｾ 十本

業 脹 昭和 37年 4 月 株式会

社 ＱＱ 日 制 Ｑ 紋 ｾ ｴ Ｇ ｊ ｾ 務 所入社

現在に至る

作品略歴

悶砂市立総令病院、間砂市勤労会

館、問砂市分庁 舎(f. 車場 )、 間 砂 市

伝染病院、日本水道大阪会 館、神

戸市中央卸宛市助、農水i l l 1 物加工

場及厚生会館‘ 新興出版社 平野作

業所、 同上牧独身税、大阪市中央

突機上ffi. 彦般 ポー リングセン タ

一、三市共同閣回配水場

青 年 建 家 と し て の こ と ば 人 類 社 会 的 進 歩 発 注 に よ る 、 人 口 と鹿

撲 の 過度の都市集中は、 骨 昔槌 ｩ 般の混在、交通の Ｑｦｾ 乱、騒音、大気汚染、

用 水 不 足 に よ る 地 盤 沈 下 等 、 過 密 化 は 多 〈 の 弊 害 を 拡 大 し て お り ま す。

これらの矛盾に対して、都市、注築の ｾ ｊ ｬｬ ｬ は、その必然伎の喜 Ｕ Ｕ 転を媒

介 と し た 技 術 の 開 発 と 同 時 に 別 手 日 と 秩 序 の 回 復 を は か り 、 社 会 的 要 求

する合型的な価イili ある空I i ¥l を創造することが、建築家に税せられた使

命 で あ る と 思 い ま す。

社会的級者fffi じ す る 袈 求 は 、 建 築 家 個 人 の 力 で は 応 じ る こ と は 出 来 ま せ

ん. 構造・設制i J ・土木が一 体 と な っ て 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に お い て 追 求

し た 資 料 を 適 切 な 判 断 的 基 に 総 合 し 、 密 度 の 高 い 空 間1を巡ることが、

要 求 に 応 ず る こ と で は な い で し ょ う か.



F斤;(.f) 也

京都 市 南区東 九 条 西 山王町

J  j昏I也

設 計

株 式会社 東 畑 建 築 事 務 所

株 式 会社 典建 築殺計 事 務

所

崎 工

西松建肢体式会社

規 悦

鉄筋コンク りー ト 進

地 下 H昔、 地上 5階、培昼付

而鰍 建築而 桜 1169 .5m'  

延 而 積 7071. 5m'

工 JVI

昭 和41年 9 月ー

昭 和42年 9 月

京 都 府 農 協 会 館

本 敷 地 は 、 国 鉄京 都 駅 の 南 約 500 m に 位 鑑 し 、 2 階

建 住 宅の 密 集 地 で あ る 。

当 会館 は 、 地 上 5 階 、 将来 、6 階 的 予 定 で あ り、 周

囲 の 状 況 よ り 悶 周 か ら 、 良 〈眺 め ら れ る と い う 状態

に あ った。 この ため、 当初 よ り一 般 市 街 地 建 築 とは

典り、四周同一 パターン によ る 立商 偶 成 を心 が け た。

全 体的 主測 を 、 宇品色系タイル貼と し、 各 層 に う す い

庇 を め ぐ ら せ 、 立 国 を 引 締 め る とと もに 、 木造 建築

町 庇 の 深 い イ メ ー ジ を求的、 耳毛布s と し て の 地 域 性 に

興 和 感 な く 溶 け 込 め る よ うに 考 慮 した。

な お 、 本 設計 は、 構 造 を 主 と し て 鎚 列 し てmいた、

ｾ建築 設刑 事務 所との 共同 設計として行 な われた 。

4 階

"  

E  

|川|川|川|川11川l川|川11川|川11川11川|川|川l川11川11川11川11川11川11川11川1川|川11川l川11川11川l川l川11川11川l川11川|川l川11川11川川|川|川|川|川11川|川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11川|川l川|川11川11川11川11川|川|川|川|川l川|川11川|川|川|川11川11川l川|川|川|川11川11川11川l川|川11川11川|川l川|川|川11川l川|川|川|川|川l川|川11川|川|川11川l川|川|川l川|川11川|川11川11川11川11川|川11川111川11川11川|川11川11川|川|川|川|川11川l川l川11川|川|川11川|川11川111川11川|川|川|川l川11川11川|川|川|川|川111川|川11川11川|川|川l川|川11川11川11川11川|川|川111川|川|川111川11川11川l川11川11川|川111川|川l川l川l川|川|川11111川|川|川|川l川|川|川111川|川|川11川11川|川|川11川11川11川111川1111川11川111川11川|川11川|川|川11川11川|川|川11川|川l川|川|川11川|川11川11川11川1111川11川11川11川11川|川|川|川11川11川11川11川|川11川11川|川11川111川川|川川11川|川11川11川11川11川111川|川11川111川|川|川|川11川11川11川11川11川11川11川l川11川1111川|川川11川川11川11川川11川川11川|川l川11川11川11川11川11川11 l  

石 川 功

生年月日 昭和 10年 4 月 18 日

最 終 学 歴 昭和 33年 3 月 大 阪 大

学 工 学 部構築 工 学科卒

業 鹿 昭和 33年 4 1' 1 株 式会

作 品 略歴

社 東 畑 挫築 事務所に

入社現在に至る .

三重 県庁 舎 、 大 阪 駅前 市街 地 改造

第 1 線 、不動信用本社ピ J レ、住宅

公 団 千 里 E f主区間府 団 地、京都 府

農 協会 館。

すいせんのことば 鈴 木 津 也

建築 家 に とって 必 裂 な 紫 質 は 沢 山

ある . 一 口にい えば 、 石のよう に

確 固たる侭念に支え られた 見織 と

理 論 を 持つ こと、V f l れる 川町水 の

ような柔軟な感受性に乗 っ て 自 由

奔放なデザイ ンを1且mJ で きる こと

工事に 当っ てはカを つ くし てエを

成す努力をするこ とであ るう . .r， 

は体をあらわす とい う. 石 川 J;}J j宮

もこ の ような背年建築家 の一 人 で

あろうか.

所 感 技 術 的 進 歩 と 共 に 、 建 築 設 計の 分 野 に お い て も 、 そ の 細 分化 が 進 み、

10): 早や、 個 々 の カ に よ る も の で は 無 〈 、 各 分 野 町 協 力 、 技 術 的 結集 が 必

要 で あ る 。

しか し な がら、 現 状 に お い て は 、 ま だ ま だ 各 倒 的 融和 が 十 分 で 無 〈 、 そ

れ ぞ れ 単 独 に は 、 良 〈研 究 さ れ 、 立 派 で は 有 る が 、 全 体的 な 考 察 に 欠 け

て い る 場令 が 、 多 い よ う に 思 う 。

建 築 は 、 111に 、災 や 、 泣 形 的 追 求 の み で は 無 〈 、 全 体 に 調 和 を 持 っ た 、

人間 ｩ の為的生活 ｾ Ｑ Ｑｉｉ の 構 成である Ｎ 各 イ 閣の協力と共に、人 Ｑｭ 性あふ れる

建 築空 IUI の 創 造を、 心 が け て 行 き た い と 思 う 。
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般t t W旨: 第 2 阪 神 国 道 を 大 阪 か ら 西 へ 、 武 庫 川 を 渡 っ て す f 、南側に、レンガ色、 8

階 建的武庫川学院本館が、一際高〈到底えております. この図・館は、それと主主んで、一

本 道 路 を 侠 ん だ 西 側 に 位 置 し 、 武 庫 川 学 院 公 江 院 長 め 記 念 図 . 館 と し て 針 圃 さ れ ま し た .

トンネ ル の 様 な 入 口 を 、 〈 ぐ り抜けると、外周を司書庫によって固ま.れ 、 内 側 に は 、 大 き

なガラスによ っ て 仕 切 ら れ た 中 庭 を 持 ち 、 外 方 向 に と ぎ き れ 、 内 測 に 方 向 づ け ら れ た 空

間 と し て 、 展 示 ホ ー ル、 閲 覧 室 が 取 ら れ て お ワ ま す .

こ の 、 求 心 的 な 空 間 内 の 中 庭 一 杯 に 拡 が る 池 町 中 央 に 、 一 つ め ブ ロ ン ズ 伺 像 が、配 念 性

的象 徴 と し て 、配 き れ て お り ま す。 こ の 像 が 、 こ の 建 物 的 紬 と な り 、 芯 と な り 、 ま と ま

りのあるドラマテ > ? な 空 聞 が 構 成 き れ 得 た と 思 い ま す .

武 庫 川 学 院 公 江 記 念 図 書 館

すいせんのことば 岩本博行

彼は地味で苅災である . こつこつと i普まづ弛まない. その成般が、ずしりと

した凪みを つ < ｾ出している Ｎ オ泌というものではない Ｎ 本物を体でにじみ

出す感じである . このままの関子で一歩一歩司苦笑な歩みを期待したい.
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植 田寿章

生年月日 昭和 13年 1 月24 日

最 終 学 歴 昭 和37年 3 月 日本大学理工学

部 建 築 学 科 卒

業 医 昭 和37年 4 月 K K竹 中 工 務 庖

入社現在に A る.

作 品略歴

朝 日 ? ンション ・名 i 独 身 寮 檎 キ 柑 目 ロ

古屋薬業健保会館 ー ' Y クベイント宝塚工

朝日新聞社下呂保養 I 場 梅田新近郊一生

所 ・高島屋1・f柳 ヶ浜 ; 命 ピ ル 頂:IlIl J II 学院

保養所 ・近通主Il 茨木 i 公江記念図望書館

青 年 建 築 家 と し て の ニ と t;t : 生 き る た め に は 人 問 、 内 臓 が な け れ ば な らな い の は

い う ま で も な い こ と で す が、しかし、 そ れ だ け で は 、 単 に 生 き て い る と り う だ け の

存在でしかあり得ないと思い、ます 。よ り楽し く、 生 々 と し 躍動する: n : の人生には、

生 き る 目 的 、 す な わ ち 精神 的 中 心 、 精神 的 象 徴 が 必 要 だ と 思 い ま す。

建 築 に お い て も 、 人 111 ] における内臓 と 同 様 、 機 能 的 に 、 満足 さ れ て い な け れ ば な ら

ないのは、もちろんですが、その建築が、n : 町生命を与えら れ 、 力 強 く 笑 し く あ る

ためには、存在の象徴というか、芯がなければならないと思います。建築が、Ｎｾ，を

持 ち 、 象 徴 を 待 つ 時 、 浪 頓 と し 、 お 互 に 無 関 係 な 主 要 紫 が 、 あ る 一 つ の 軸 、 あ る 一 つ

の 方向に 、 態理 統ーさ れ、 一 つ の ま と ま りとし て 、 生 命 を 与 え ら れ た 美 しい 存 在 に

なると 思 い ま す。
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住 宅 6 点

#  

1  自民邸

2.  M民 邸

3.  Ki 民 邸

4. K u民邸

5. モダン・ハウジン グ・

ショウ

6.  Y 民 邸

設 計 要 旨 : 入 所 以 来 住 宅

向霊童昔i に、コ ンス タ ン ト に

た ず さ わ って く る こ と が で

きた 。 今 後 と も 、 で き う る

か ぎ り 、 こ の 習 慣 は 統 け て

いきたいものだと忠、う 。

住 宅 の 訟1十にはさまざま

な 明 顔 仰 が あ る 。 だ か ら ど

の * 顔 。 を と ら え る か 、 建

築 家 側 的 態 度 に よ り 、 さ ま

ざ ま な 住 宅 設 計 論 一作 法 ー

が な り た つ わ け だ が 、 私 は

な に よ り も ま ず 住 宅 内 設 計

を 通 じ て 、建 築 の 基 本 身 位

で あ る 人 間 を 、 き わ め て プ

リ ミ テ ィ プ な 型 で 、 正 に生

活 し て い る 実 体 と し て 、 実

戦 的 に 理 解 で き る こ と を 、

別 的 言 葉 で い え ば 、 体全 体

で 人 を 知 る こ と が で き る こ

こ と を 、 住 宅 設 計 の 第一 義

と し て み と め た い。 建 築 の

あ ら ゆ る 問 題 が 多 様 化 し つ

つ あ る 今 回 、 住 宅の設 計 を

通 じ て の 体 験 は 、 き わ め て

貴 震 な も の で あ る と 思 う .

""，"，"""""""""""，"""""，"""""，，"""""""，"""""""，""""""""""""""""""""，""""，，"""""""""""，，""""""""，""""，，"""""""""""""""""""""，""""""，，，"""，"""""""""，"，"""，"，"，"""""，""""""" 

太 田 隆 信

生 年 月 日 昭和 9 年 9 月 4 日

学 腿 昭 和 33年早稲田大学第

1 理工学部建築科卒

業 歴 同 年 坂 合 準三越築研' 先

所入所現在に至る.

作品略歴

昭和32年度建築学会妓技股計入賞

( グループ) 、昭和 34年 J! l : 組築学 会

簸技股計入賞、 R切手1142年度建築学

会 11: '，豆賞( グループ)

すいせんのことば 西沢文隆

自IJ 作に対して常に熱心、先人的作

品に対しても勉学心旺盛、ジャー

ナリスチ γ クな才能にも秀札τ い

るから、これからの建築家として

の資質 は十分. 今のところディテ

ールが発恕に追付かないうらみは

多少あるが、両者向緊密度は時と

ともに上ってい〈であろう. 私と

してはそのように指導している械

q である。

青 年 建 築 家 と し て の ニ と ぱ : 関 西 で 仕 事 を し て い る 私 達 に と っ

て 、 も つ か の 所 設 大 町 問題 は 、 い か に し て 「関 西 町 建 築 界 内地 盤 沈

下 J を く い 止 め 、 か つ て の 関 西 建 築 界 的 巨 人 迷 の I時代にまで、 レベ

ル ・ア ッ プ す る か と い う 司 王 で あ ろ う 。 こ れ は 、 抱 負 と い う よ りは む

し ろ 義 務 で あ る か も し れ な い 。

現 在 的 時 点 に お い て 、 こ の 地 盤 沈 下 町 現 象 は 、 も は や 少数 の 人 々 の

手 で は い か ん と も し が た い の で は な か ろ う か 。 そ れ は 関 西 町 建 築 界

の す べ て の 人 勾 の 自 覚 す る 行 為 に よ っ て の み 、 解 決 出 来 る 問 題 で あ

る と い って よかろう . い や 、 全只 の 自 覚 す る 行 為 は か な ら ず や 司王悠

を好転させる ｬ ｬ ｾ ができるといいきれると思う 。 そうして、その 動 き

の 中 で は 、 私 達 背 年 建 築 家 が 、 中核 と な っ て 動 か な け れ ば な ら な い

の で は な か ろ う か 。 同 じ世 代 のー 貝 と し て 、 ひ そ か に 、 決 意 を か た

め る し だ い で あ る 。



東 海 銀 行 春 日 井 支 庖

所 在 地 愛 知 県 容 白 井 市 鳥 居 松 町 5 T 目37帯 地

施工者 佐藤工業抹式会社

規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2 階 建 面 積 延 880 m
2

工 期 昭 和41年 12月一昭和42年 7 月

当 支 庖 は 国 道 19号 に 面 し 名 古 屋 郊 外 で 最 も 急 激 に 人

口 がI甘 え て い る 容 白 井 市 町 中 心 に 位 置 し て い る . 近

〈 に 市 庁 舎 市 民 ホ ー ル 市 民 病 院 郵 便 局 電 話 局 等 新 し

く 建 築 さ れ 、 ょ う や く 都 市 施 政 が 充 実 し て 来 た が 、 市

民 的 為 的 金 融 機 関 が こ こ に 進 出 し て 都 市 機 能 が 更 に

充 分 発 揮 さ れ 始 め た 。

銀 行 は 近 米 大 衆 的 為 の 施 設 と し て 明 る く て 親 し み の

持 て る 建 物 が 要 求 さ れ る . し か し 軽 簿 き が 前 面 に 出

て 金 融 機 関 と し て の 信 頼 性 、 安 全 性 と か 品 位 が 落 ち

て は な ら な い . 機 能 と 形 態 が 有 機 的 に 結 ば れ 銀 行 と

し て の イ メ ー ジ を 新 鮮 な 感 覚 で 表 現 す べ き で あ る 。

この主主物はそれを y ヨ ツ ク ベ ト ン に よ る カ ー テ ン オ

ー ル を 使 用 し て 表 現 し た.

- _、司ー
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青 年 建 築 家 と し て の ニ と ぱ 円 形 態 は 機 能 に 従 う "

と い う 考 え 方 が 、 与 え ら れ た 条 件 か ら 具 体 的 に 般 計 を

ま と め る 場 合 の 私 共 の 態 度 で す。

近 来 建 築 は 複 雑 化 し 、 精 進 的 分 野 で は 土 木 的 な ス ケ ー

ル を 要 求 書 札 、 機 能 も 単ー の 機 能 だ け で な く い ろ い ろ

な 機 能 を 一 つ の 建 物 と し て ま と め る と か 、 設 備 に し て

も 技 術 革 新 に よ る 日 進 月 歩 的 状 態 で 変 化 発 展 し て い ま

す。 そ れ を 現 代 に 要 求 さ れ る ハ イ ピ y チ な テ ン ポ で 現

実化する為には、 量生 計 組 織 と し て 充 実 し て い な く て は

な ら な い と 思 い ま す。 唯単に各専門家がu - ! るだけでは

有 機 的 な 建 築 は 生 ま れ な い の で 、 そ こ に チ ー ム と し て

の 考 え 方 を 俄 能 的 追 求 と い う 基 盤 に 立 って 新 し い 形 態

を 生 み 出 す こ と が 大 切 で す @

機 能 に は 、 現 在 要 求 さ れ る 機 能 、 将 来 予 測 さ れ る 機 能 、

社 会 環 境 的 な 機 能 が 考 え ら れ ま す が 、 そ れ ら を 各 分 野

町 専門的 な 追 求 に よ っ て 、 巧 み に 組 み 合 せ る こ と に よ

っ て 、 一 つ の 建 築 と し て ま と め る こ と が 建 築 の 鮫 計 だ

と 思 い ま す.

"  

|  
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かやると

ヰ百本良三

生年月日 昭和 9 年 2 月 17 日

最 終 学 腹 名 古 屋 工 業 大 学 建 築 学

科昭和31年 卒

業 鹿 昭 和31年 4 月篠田川 口

建築事務所入所、昭和

35年 111 問所迅所、同

2 月附安井建築Z生計事

務所入所現在に至る.

作 品 略 歴

名古屋工業大学50周年記念鴻掌妓

技設計 3 等入賞. 第 3 回石綿スレ

ート使用による住宅勝賞股計 1 等

入選. 出光興産ガソリンスタンド

各所. マーカンタイル名古屋支庖

及支底長社宅. 東海銀行車道支庖

同春日井支庖ほか各支庖. 東海銀

行汁谷単身寮. 国鉄名古屋則武寮

稲沢乗務員休養所ほか施I ! l t .

すいせんのニ とぱ 佐 野 正 一

万能選手である . なかでも銀行の庖舗や厚生関係の施股は

ベテラ ン中町ベテランである. 決して力まず、物腰は柔い

が、それでいて芯は強い o : t 生計するときは、いつもバラン

スの良いことを第一 に考之、それだけに. 建築のもつ機々

な局面に対して、いつも冷静な 判断をする眼がきいている .

東海銀行内容白井支1苫は、彼のそういった一 面が現われた

良い例である. 現代社会的複雑な機mの中にあ って、かえ

って勇気をふるいたたせて腕を伸ばして申ける人だと思う .



三 菱 銀 行

池 袋 東 口 支 庖

所 在 地 東京都

u ¥築面積 846. 88 m'  

延 床 面 積 929. 9倒 m'

階 数 平 家一部 2 階建

精 進 鉄 骨 造 、 一部鉄筋コ ンク

リー ト造

工 Jtl I  昭和39年 9 月 - 11月末

国 立 桐 朋 学 園

中 学 校 ・ 小 学 校

所 在 地 東京都

迎 築 面 積 763 . 02  m
2  

延 床 面 積 1，216. 8  m'  

柵造階数 鉄筋コ ンクリー ト3階建

エJUI 1  J胡 5 38 . 10- 40. 3

2 期 5 4 0 . 10- 41. 3

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

小 林 昭

生年月日 昭和 3 年 7 月20 日

戸 科学歴 昭 和27年 3 月京都大学

工学部建築科卒

業 腹 昭 和 27年 4 月i l ' 1水 強 般

抹式会社 入社現荏に至

る.

主 なる姐当作品

ー金沢女子短期大学体育館

・第一工業製耳巨大渉工ゆ総合建 設

工事

桐朋学 園男子、 女子校舎

・日本信託銀行下谷支庖 他

すいせん者 ・吉田勇

「建築家」の一つの方卯について r建築家」 の 職 能 に つ い て 、 い ろ い ろ 税 論 さ れ て い る 今 日 、 建 訟

会 社 内 設計 部 で 仕 事 を し て い る 一 人 と し て 、 次 の よ う に 考 え て お り ま す.

こ れ か らの 「 建 築 家 」 は 規 模 の 大小 、 用 途 の 如 何 を 問 わ ず 、 た え ず 移 り か わ る 時 代 的 要 求 に 応 え な が ら

複 雑 化 す る 機 能 、 短 縮 化 す る 設 計 期 間 ・ 工 期 に 立 ち 向 か つ て ゆ か な け れ ば な り ま せ ん.

一 人 的 「 建 築 家J の 創 作 意 欲 や 、 技 術 が 、 生 の ま ま で 笑 現 さ れ る こ と よ り 、 多 く の 設 計 者 向一 つ の 目 的 へ

の エ ネ ル ギ ー の 結 集 に よ っ て、高皮肉数百十内容 を 産 み だ そ う と す る 必 然 性 が 高 ま り つ つ あ る よ う に 思 わ れ

ます。 例 え ば 「三 菱 銀 行 池 袋 東 口 支 庖 」 的 場 合 は 計 画 か ら 竣 工 ま で 4 ヵ月 足 ら ず と い う 短 期間 に 施 主 的 要

求 を 充 分 も り 込 み 、 次 の 銀 行 建 築 へ の ひ と つ の 方 向 を 見 出 だ そ う と す る 願 い を も こ め て 完 成 す る こ と が で

き ま し た. ま た 国 立 網 朋 学 閣 の 場 合 は 、 当 社 研 究 所 内 提 案 し た 新 ら し い 学 校 建 築 に 対 す る 構 惣 を 、総 合 計

画 と し て 施 主 側 何 年 次 計 画 町 中 に 組 み 入 れ て い た だ き 、 終 始一 貫 一 縦、 一 様 着 実 に 実 現 し つ つ あ り ま す。

こ こ に 紹 介 し ま し た こ 例 も 、 決 し て 大 規 模 な も の で は あ り ま せ ん が 、 多 勢 の 設 計 担 当 者 向 意 欲 と 技 術 が 組

織 に よ っ て 高 め ら れ 、 カ と な っ て は じ め て み の っ た も の で あ り ま す。
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あ る 都 市 住 区 一 大 阪 環 状 都 市 ー

都 市 化 、 都 市 の 巨 大 化 の 問 題 が 、 現 代 都 市の 問 題 と し て 、 喧 し く 議

論 さ れ 、 い ず れ の 園 、 い ず れ の 都 市 で も 悩 み の 種 と さ れ て い る 。 確

か に 産 業 革 命 以 後 急 速 に 膨 脹 し た 都 市 は 現 代 の 第 2 次 、 第 3 次 産 業

革 命 的 時 期 に 至 り 、 ま す ま す 人 口 の 都 市 集 中 化 を 促 し 、 各 種 機 械 文

明 の 発 達 は 人 間 相 互 の 最 大 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と し て の 都 市

を 必 要 か く べ か ら ざ る も の と し て い る 。 こ の よ う な 人 口 集 中 に よ る

都 市 の 巨 大 化 を 防 ぐ た め に 現 在 と ら れ て い る 方 法 は 、 拡 大 さ れ た 領

域 に い く つ か の 衛 生 都 市 を 造 り 、 そ こ へ 人 口 を 分 散 さ せ る こ と に よ

っ て 巨 大 化 を 食 止 め よ う と い う も の で あ る 。 こ の よ う な 政 策 に よ り

、 市 。 と な っ た も の を 都 市 と 考 え る と そ の 総 数 は 昭 和35年 現 在 で556

に達している。

と こ ろ が 、 こ こ 数 年 来 の 人 口 推 移 を み る に 、 全 体 の 4 0 %の 都 市 で は

人 口 は 減 少 し 、 逆 に 1 割 以 上 の 人 口 増 加 を み た 都 市 は 、 20% 程 度 の

都 市 で し か な く 、 し か も そ の 大 半 は 周 辺 の 農 村 部 と の 合 併 に よ る 人

口 増 で あ る 。 結 局 の と こ ろ 依 然 と し て 、 東 京 、 大 阪 な ど の 大 都市 人

口 集 中 の 現 状 は 打 開 さ れ て い る と は い え な い 。 し か も 大 都 市 の 膨 肢

は そ の 本 来 の 目 的 で あ る 高 密 度 化 に よ る 、 よ り 有 利 な コ ミ ニ ュ ケ ー

シ ョ ン の 場 と し て で は な く 、 都 市 郊 外 へ の 住 宅 地 の 拡 大 に よ る 、 所

謂 ス プ ロ ー ル 現 象 と し て 現 わ れ て い る 。

そ れ は 当 然 の 結 果 と し て 、 交 通問 題 に 致 命 的 隊 害 を 生 み 、 混 乱 と 無

秩 序 が 繰 返 さ れ て い る 。 あ る 調 査 に よ れ ば 通 勤 、 訪 問 、 買 物 の た め

の 交 通 期 関 に よ る 外 出 時 間 は 急 激 に 増 加 し て お り 、 全 国 民 平 均32分

/ 日 に 達 し て い る と い わ れ 、 そ の 活 動 範 囲 も 拡 大 の 一 途 を た ど っ て

い る 。 現 在 の 都 市 の ス プ ロ ー ル化 、 巨 大 化 は 単 に 都 市 地 域 の 拡 大 で

あ り 無 秩 序 な 拡 散 で し か な い。 既 存 の 都 市 中 心 地 は 流 動 す る 人 閉 め

巨 大 な エ ネ ノ レ ギ ー に 対 し 、 ア ッ プ ア ッ プ の 状 態 て ¥ わ ず か に ツ ク ロ

ハ ギ が こ れ ま た 無 秩 序 に 遅 鈍 に 行 わ れ て い る に す ぎ な い 。 そ こ に は

「太陽」と「空間」と「緑」など、つけ入る余地もなく、「公害J と「危険」

と「混乱」ぱかりが渦巻いている。

大 阪 に お い て も 近 来 、 香 里 、 千 里 、 泉 北 な ど 、 所 持 「 ニ ュ ー タ ウ ン 」

が 計 画 さ れ 、 建 設 が 急 が れ て い る 。 絶 対 的 住 宅 景 の 不 足 を 補 う 現 状

打 開 の一策として、 相 当 の 効 果 を 上 げ て い る 。 し か し こ れ は 都 市 計

画 的 に 見 て 、 本 来 の 政 策 と は い え な い 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 単 に 容 易

に 獲 得 さ れ る 郊外 の 敷 地 を 大 量 に 住 宅 地 と し た 、 い わ ゆ る 「 ベ ッ ド

環状メ インループ

天王寺地区

タ ウ ン 」 で あ り 、 大 都 市 大 阪 の 平 面 的 拡 大 で ー し か な い か ら で あ る 。

そ れ は 大 阪 市 の ス プ ロー ル 化 を 助 長 す る も の だ か ら で あ る 。

ふ り 返 っ て 、 大 阪 市 中 心 地 を 見 る に 、 そ れ は 平 面 的 密 集 で あ り、 土

地 の 執f幼 な 奪 い 合 い で あ る 。 本 当 の 意味 で の 集 約 状 態 で は な い。 都

市 と は 、 そ こ に お い て 高 密 度 の コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン の な さ れ る 場 と

す る な ら ば 、 で き る だ け コ ン パ ク ト に 集 約 さ れ た 型 で な け れ ば な ら

ら な い は ず で あ る 。 者E市 と は 、 そ れ が 人 聞 の も の であ る な ら ば 、 少

く と も そ の 中 で の 人 間 の 日 常 生 活 が 快 適 に 行 わ れ な け れ ば な らな い

はずである。

こ こ で 、我 々 は 大 阪 市 の 再 開 発 の 形 と し て 現 状 の 国 鉄 環状 線 をメイ

ン ル ー プ と し た 環 状 都 市 を 提 案 し た い 。 太 い メ イ ン ル ー プ に ま つ わ

り 付 〈 形 と し て 集 約 さ れ た 都 市 群 を 造 成 し 、 都 市 に 「 太 陽 」 と 「 緑J と

「空間」を生み出し、大阪市 を蘇 生 さ せ よ う と す る 案 で あ る 。 以 下 の

森 の 宮 地 区 と 鶴 橋 地 区 再 開 発 計 画 図 は そ の 部 分 的 な 試 案 と し て 計 画

されたものである。

さ 邑ｾ

「鶴 橋 地 区 再 開 発 計 画
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Ll f q込1:

酒 井 蔚 傘

生年月日 昭 和 13年3 月 1 日

最 終 学 歴 名 古 屋 工 業 大学 m策 学 科 卒

( 昭和 35年)

業 歴 卒 業 後 直 ち に K K 大 阪 建 築 事 務 所

に入社し現在に至る.

作品略歴

内 海 町 役 場( 愛知 県 ). 御 聞 公 団 ア パ ー ト ( 名

古屋) 、湯町山近鉄観光ホテ ル( 三11H¥1) 、文

穂住区 (名 古 屋)、 伏見桃山スポーツ セ ンター

( 京都) 、ボウル阪神( 尼崎) .

すいせんの ことば 高 橋E恒夫

酒井君はわが祉に入社されて、ヨL 7 年になり

ますが、彼の作品に対する n撃な制作態度、

絶まざる日頃の独創意欲は、背年強築家とし

ての資格を充分有するも のと 確信し、ここに

ごすいせん致す次第であります.

青 年 建 築家 としてのことば : でき上った設計図

を見ながら、もう一度初めか らや り直してみたい衝

動にから れることが時々 ある 。 しかし設計図は積算、

発注、工事と既に決められたコンベヤーに乗って流

れていってしまう. 設計変更で細部については変更

でき るとし ても 大勢は変えられない。

第三者か ら見れば、大したことでないかもしれない

が、自分には大変なことをしてしまったような気持

になり気が滅入る 。 しかし、それが進歩だと自分を

慰的、次のl I l l : 骨十こそはと全力を尽す。



地 上 平 面 図

←ゅ



高 密 度 住 区 開 発 計 画

こ こ に あ げ た 2 つ の 骨 ト 画 は 、 一 つ は 新 し い 造 成 地 内 開 発 一 つ は 既 成 市 街 地 の 11日発

と い う 点 で 相 兵 が あ る が 、 い ず れ も 迷 抱 す る 市 街 地 に つ な が っ て い る こ と と 、 一

般 の 宅 地 開 発 で は 考 え ら れ な い 約500人 ! ha という高い人口密度の開発言十回である

こ と で 共 通 し て い る .

こ の 中 で 我 々 は 、 周 辺 町 住 宅 地 ・施 設 と の 関 連 の 下 で 新 し 〈 開 発 す る 住 宅 地 内 施

設 の 最 ・ 位 置 な ど を ど の よ う に 考 え る べ き か 、 ま た ど の よ う に 集 約 し て 配 位 す べ

き か と い う こ と と 、 こ の よ う な 高 密 度 住 区 に お い て ど の よ う な グ ル ー ピ ン グ 町 方

法 が よ い か と い う こ と を 2 つの大きな課題とした。

そ の 解 決 は く そ の 1 > で は 様 式 図 的 よ う に 歩 行 距離 500- 7 0 0 m町 中 心 に 殆 ん ど の

施 設 を 集 約 し た 地 区 セ ンターを配自主し、住区がそのまわりを閤むという形となり、

住 区 セ ン タ ー は 地 区 セ ン タ ー に 集 約 さ れ 、 住 区 に は 有Ii DJJ 的役御l を す る コ ー ナ ー シ

ヨ y プ ( 住 区 サ ー ビ ス ) が 配 置 さ れ た だ け で あ る 。 ま た 〈 そ の 2 > で は 、 位 世 的

条 件 も あ っ て 周 辺 町 市 街 地 と 一 帯 に な っ た 形 で 解 決 さ れ た 。

こ れ ら の 計 図 的 概 袈 は 次 の と お り で あ る 。

高密度住区開発計画〈 そ の 1>  

計画面械 78ha  

計画人口 38，700人

( 計画人口密度約500人/ ha )

計画戸数: 10 ，743戸

土地利用計画

- 住宅用地 61.  76 %  

(υt棟卓111

. 公共用I地也 2幻1. 6 ω3 %

内 道 路 12 .58 %  

公聞( 中央公閣 2 ヵ所) 9. 05% 

公益施般j刊j 也 16. 61  %  

内 教 育 施 般 11 .04 %  

その他( 地区センター ・住区サービス等)

5 .57 %  

100. 00 %  

l I l t 計大阪市建築河 ・三座建築事務所

高 密 度 住 区 開 発 計画〈その 2>

く池 島 地 区 再 開 発計 画〉

計画而械 : 14. 8h.  

計画人目 。 8 ，0∞人

{ 計画人 口密度約550人/ ha )

計画戸数 2 ，290戸

土地利用計画・

・住宅用地 60. 0% 

・公共用地 30 .0 %  

内 道 路 20 .0 %  

公幽 ・級 I也など 10. 0% 

・公益施般用地 10 .0 %  

100，0 %  

鮫計大阪市: m 築局

〈その I >  

ロ 住区サービス コーナー

・R 小・ 中学 校

総 幼 椎 園

ms 病 院

監ｾ Ｚ 企図録 地
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鈴 木雅 夫

昭和 10年 7 月31 日生

昭和33年北海道大学工学部

建築工学科卒業. 同年大阪

市建築局住宅建般際勤務.

以後建築部企画練を経て現

在住宅建股諜般計係勤務中

す い せ ん の ニ と ぱ 黒田繁輔

鉱木君は昭和33年大阪市に務糊 し

て以来一貫して住宅内計図、設計

工事に取り組んできました. 本市

町住宅問姐 は今や大きな都市問題

となってきて おり、そ の対策は相i

市行政経大内線閣 であります. そ

れが極的て困雛な問題だけに、明

敏な顕脳とｾかな人 ｬｬｬｬ 味をも った

好泌鈴木君の手腕に期待するとこ

ろ賊に大であります.

青 年 建 築 家 と し て の こ と ば : 私が大 阪 市 に 勤 務 し て 10年 、 そ の 大 半 は 設 計 ・

工 事 ・企 画 と 市 営 住 宅建 般 事 業 と と も に 経過 し て き た 。 こ の 間 住 宅 の 遅 々 と し た

進 展 に 比 べ て 巨 大 、 過 密化 す る 大 都 市 町 様 相 の 大 き な 動 き に 篤 嘆 す る 外 は な い。

そ れ は む し ろ 居 住 環 境 内 悪化 と い う 観 点 か ら 見 て である 。 背 緑 色 だ っ た 河川 町 水

は/1.¥1，尼化 し 、 年 々 増 大 す る 自 動 車 窓 に 比 例 し て 大 き く な る 騒 音 、 排 気 ガ ス 等 々 …

都 会 に 住 む 人 1H 1 は無機物の絶えまない進入とその量に圧倒され益々狐独になって

い〈ょうである。住宅問題はその行政面、 量 的 な 面 に お い て は 7 ク ロ 的 視 野 に た

つ べ き は 当 然 であ る が 、 こ れ ら の 孤 独 な 群 衆 の た め の 住 宅 に つ い て は よ り 人 間 的

に 、 よ り ミ ク ロ 的 に 考 え て い か ね ば な ら な い . そ れ は 都 市 あ る い は コ ミ ュ ニ テ ィ

における「人間的つながり」とか「プライパシーJ の 問 題 に つ な が っ て こ よ う .

都 市 に お け る ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル の 住 宅 の 建 段、都 市 に お け る プ ラ イ パ シ ー の 確

保 の開 館 は 、 我 々 住 宅 行 政 プ ラ ンナ ー に と っ て の 大 き な 課題 で あ る と 考 え て い る 。
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67- 5  P C- 2  D K- l . l 型

量 産 公 営 住 宅

11... I_ I幅 1_ 1_ 1ι 111._ I_ I_ I._ LI 恒 11

l.. )1， ..邑. . . . 蜘刊1 1 : . 1( .  111 .. “ ご X ， 1( ， 1'001  
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日晶

平面図

大阪府営 6 7 - 5 P C - 2D K - 1. 1型

( 大型 P C版締法による 5 階 建 第 1 樋 府 営 住 主 2 寝室型)

一戸当 q 標 単 床 而 積 43. 984m'  

軒高 14. 01 m 

壁 量 L x =17. 3c m/m'  L y = 21. l cm/ m'  

計 画 目 標 | 具 体 的 方 針

産性的 11 モデュールを尊重する

追 求 12 躯体版外形同種矧を少〈する

3. 同組内娼体版にてｾＱＮＮ｜なバリエーションに対応

できる平面であること

4.  方位に関係な〈配置できる平面であること

5.  量産部材による内装仕上げを行う

居住性的 1 1. プライパ y ーを確保する

霊 視 12 多用笠を設置する

3  結露の防止を考慮する

4  両而パノレコニーによる外部空間! との有機的な按

触をはかる

機造的な 1 1. ｾＮＡ量をできるだけ多〈とる

安 定 12 可能な限りの大型版を使用する.

3  壁内剛性的均一化をはかる

経 済 性 的 い 外援面積円減少と土地の有効利用の関係上梁IUI

迫 求 |  を 深 ( l . . 桁行を短くする

f量産性を追求する

般倒エ月: > 1  1. 鮫備工事と建築工事との完全分般を行う

的 集 約 化 12. パイプシャフ トを般世する

および簡 13. 配管配線等町長さ短縮し、パイプ類的コンクリ

紫 化 |  ートへの埋込み、または 露出を避ける

建築工事完了後にすべての配管配線が可能な工

法、製品を開発利用する
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お も う こ と : 近 後 地 方 だ け を 考 え て も 年 間 建 設 戸

数 、 数 万 戸 に の ぼ る 公 営 住 宅 を 、 限 ら れ た 予 算 と 工

期 と 慢 性 的 な 労 務 者 不 足 と い う 社 会 情 勢 の な か で 消

化 し て ゆ く た め に 公 営 住 宅 の 量 産 化 が 叫 ば れ て 既 に

久しい。

こ の よ う な 時 態 に お い て 、 量 産 公 営 住 宅 の 量 生 計 計 画

のもつｾ任は非常に重大である。各事業主体が 別イ聞

に 各 部 の 寸 法 を 適 当 に 決 定 し 般1十 す る こ と は 、 工 場

生 産 者 側 に 必 要 以 上 の 設 備 投 資 を 強 い る こ と に な り 、

量 産 化 に よ る 工 期 的 短 縮 、 コ ス ト の 安 定 等 に 大 き な

悪 影 響 を お よ ぽ す も の と 思 わ れ る 。 そ こ で 権 威 あ る

モ テ ・ ュ ー ノ レ を 確 立 し 、 各 事 業 主 体 が 同 ー の モ デ ュ ー

ノ レ に 立 脚 し た 設 計 を 行 な う べ き で あ る と 考 え る 。

ま た 、 量 度 型 の 公 営 住 宅 に は 、 在 来 工 法 の も の と 呉

な り 、 量 産 に 適 し た 平 商 な り 、 デ ィ テ ー ノ レ な り が あ

る は ず で あ り 、 居 住 性 、 生 巌 性 、 経 済 性 等 に 則 し た

広 い 視 野 か ら の 開 発 が 望 ま れ る 。 更 に 量 産 化 に よ る

生 産 の ス ピ ー ド に 順 応 す べ 〈 投 計 業 務 を 簡 紫 化 し 、

( た と え ば 標 準 詳 細 図 、 精 進 設 計 標 準 等 の 盤 側 活 用 )

現 場 作 業 の 単 純 化 等 の 問 題 追 求 も 盟 要 な こ と で あ ろ

う 。 こ れ ら の 解 決 に は 各 事 業 主 体 が 緊 密 な 遮 絡 の も

と に 相 互 の 協 力 に よ り 、 新 工 法 、 新 技 術 的 開 発 を す

す め て ゆ か ね ば な ら な い と 思 う 。

今 後 に 残 さ れ た 問 題 は 少 く な い が 、 幸 に し て す ぐ れ

た 先 輩 と 同 僚 に 恕 ま れ 、 建 築 家 と し て の 夢 と 誇 り を

持ってこの仕ｉｪＮｾにうちこんでゆきたいと ， 思う。
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辰 己 拘 ニ

生年月日 昭 和 10年 7 月17 日

最 終 学 歴 昭 和34年 鹿 児 島 大学 工

学 部 建 築 学 科 卒

業 歴 昭 和34年 大 阪 府 建 築 部

住宅建股謀に勤務現在

に玉三る.

作 品 略 歴 大 阪 府 営 住 宅 各 種

すいせんのニとぱ 後 藤典夫

辰 己 絢ニ 君は昭和34年 に 鹿 児1;.0. 大学を卒業、ただちに大阪府挫

築部住宅建般諜に就職し、以来公営住宅建般に旺盛な意欲と情

熱をも って従事し 、特に最近円建般量わ増加と恒久的な労務者

向不足、建般コスト向上井等、極々の現象に対処するため、合

理的な摘造適正構内確立に、また量産体制推進にチーフとして綿

密な計画のもと住宅政計に A ¥I 1 I j にとりくんでいる優秀な青年連

築 家 内一 人としてすいせんします.
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近 衛 ホ ー ル

このl ' I l 築は、京都大学で教えあるいは研究する梅外から

の外来教授のための宿泊施訟である.

所 在 地 : 京 都 市 左 京 区 近 衛 京 大 椀 内

設 計 : 榊iι 京 大 建 築 救 護 若 林 研 究 室

設 備 京 大 施 設 部

施 工 木 工lt 工務問

施工監理l 京大施設部

規 桜 R C;章、地上 4 階

面 積 1階 250m'

H 菅 250

3 階 250

4 階 250

計 100伽 2

工 期 昭 和41年 2 月精工、 41年 10月竣工

すいせんのニとぱ 増 田友 也

主I ! 築設計は、 111に寸法| 剥係のみではなく、更に包括的

に人 1111行動的理解を jffi じて行なわれるべきで、こ町こ

とから_ 1車内心理学行動学への造指は深〈、その研究

成栄には JUI待きれます. 研究室での十数年来的共通課

題、新しい主s築 給 的 研 究への一端を抱い. また賞品あ

る主ｉＡｾ語表現への努力をしている同君をすいせんいたし

ます.
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田中喬

昭和 9 年 8 月30 日生

京 大 工 -l' Il築修 士 卒 そ の 後 も 、

京大建築学教室、 m回研究室におい

て、建築設計および挫築諭の研究を

つづけ、現在同教室助教授。

こと lま . 建 築 は 物 を 使 っ て つ く る 。 そ し て そ の 物 は そ の ま ま で は 物 と し て あ る ほ か は な い。 コンク

リ ー ト は コ ン ク リ ー ト と し て あ り つ づ け よ う と す る 。 そ れ は コ ン ク リ ー ト の 塊 り で あ り 、 柱 、 鐙 で

あ り 、 或 は た と え そ れ 以 上 に あ る 表 情 を も っ と し て も 、 粗 い 肌 ざ わ り か 、 固 さ や 霊 さ の 感 じ を あ ら

わ す だ け だ ろ う 。 建 築 で あ ろ う と し て こ の 生 の 紫 材 を こ え よ う と し て も 、 物 的 抵 抗 は 強 い 。 そ れ に

し て も 、 物 を こ え よ う と し て 抽 象 的 な 幾 何 学 主 義 を そ れ 自 体 の た め に 信 仰 し て も 建 築 に は な ら な い .

親日1) の た め 内 規 則 や 、 約 束 の た め の 約 束 は 、 空 疎 で あ り 、 其 笑 感 を 欠 い だ 病 的 な 態 度 で あ る I ばかり

で あ る 。 抽 象 的 鋳 型 は 、 そ の '1" に 熱 せ ら れ た 背 銅 が 流 し 込 ま れ . そ の 中 に 充 ち 溢 れ て 、 そ の 熱 は 昔 話 }

型 に 生 命 と 流 動 を 与 え る だ ろ う 。 実感 の な い 生 存 型 は 、 ち ょ う ど 溶 け た 甘 銅 が 、 そ の ま ま 無 秩 序 に 流

れ 出 て 、 や が て み す ぼ ら し く 無 定 形 な 粗 金 の 塊 り に 冷 え て し ま う の と 問 機 に 、 空 虚 で あ る 。 そ れ は 、

視覚においてｾかに みずみずしい秩序的建築を生む鋳型でなければならない。これら二三の言 繋は、

本 来 そ れ ら と は 異 質 的 symbol て ・ あ る 建 築 を 、 そ の 分 節 に 導 く た め に 、 道 具 の よ う な 働 き を も っ て 、

設 計 の 過 程 で 反 省 さ れ る も の だ ろ う 。
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京 都 市 青 少 年 科 学 セ ン タ ー

所 在 地 京 都 市 伏 見 区 深 草

建 築 面 積 4 ，718 .92m'  

床 面 積 9 ，429. 02m'

外 壁 コ ン ク リ ー ト 打 放 し

設 計 主 旨 : こ の 施 設 は 主 に 京 都 市 の 小 学 校 高 学 年 お よ び 中 学 校 の 生 徒 を 対 象 と し た も の で あ

る。 平 面 的 な 科 学 知I織 で は な 〈 、 生 活 の 中 に 科 学 す る 心 を 定 増 さ せ る べ 〈 、 機 会 を こ の 施 設 の

中 で 与 え よ う と す る 主 旨 に 基 き 建 設 計 画 が な さ れ た 。 そ れ 故 建 設 単 側 室 か ら 提 示 さ れ る 秘 々 の

要求Zlj Cl TIは. tl rJ : ' I まに満ちており、その内容は強〈私迭の制作意欲を刺戟するものであ っ た。 この

施 設 は 学 習 プ ロ ッ 夕 、 展 示 プ ロ ッ 夕 、 プ ラ ヰ タ リ ュ ー ム プ ロ y ク 、 そ し て 事 務 プ ロ y クの 4 プ

ロ y ク か ら 構 成 さ れ て い る が 、 広 〈 平 坦 な こ の 敷 地 の な か に 、 こ れ ら を い か よ う に 位 誼 付 け 、

演 出 す る こ と に よ り 、 ド ラ マ テ イ ， : ; な 空 間 締 成 が 可 能 と い う こ と が こ の 設 計 の一 貫 し た テ ー

マ で あ る .
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田畑弘 青 年 建 築 家 と し て の こ と ば : 仕 事 の 渦 中 に あ っ て 、 と も す れ ば 振 り 固 さ れ そ う に な る 自 分

生 年 月 日 昭 和 7 年 11月 5 日 を 突 き は な し 、 冷 や か な 自 で 眺 め ら れ る 自 分 に な り た い。 混 乱 の 中 で そ の 仕 事 の テ ー ? を 再 チ

最 科 学 鹿 昭 和32年 3 月 神戸大学工学部建築学科卒業 ェ y クし、不備や不足分を補正し布I i 給する判断の一 瞬 に 我 々 の ド ラ マ が あ る .

業 廃 昭 和 32年 4 月 日独ｾＮｬｴ計工務株式会社入社

現荏同社大阪事務所骨f'i 画部勤務

作 品 略 歴 松 山 商 科 大 学 ( 第 l 却J - 第 5 期)

西阪神ピル D S 邸 すいせ ん の こと ば 富 秋 利J軍 : とにかくよく勉強する人である o ｾＧ 十聞はもちろん、柵法にしろ、材料に

京都市背少年科学センター しろ自分が徹底的に攻めつ〈して光分ナ ッ トクした上で路み切る 。 安心して物事を任せられる . スタ ッ

フ何人i宝も喜んで協力して〈れる魅力を持つ. 山登りが趣味であるとき〈が、そ町せいか枯り町点でも

随ー であり、将来が期待される .
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こ とば ・建 築 は 、 そ の 創 る 人 ( ク ラ イ ア ン ト ー建 築 家 ・施 工 者 ) 内 心 の 表 象 で あ る 。 来 さ れ た よ い 仕

事 に は こ の 三 つ め 満 足 が あ り 、 建 築 の 中 で 生 活 す る 人 を 生 き 生 き と さ せ る 。

現 代 に お け る 建 築 は 、 そ の 機 能 と 規 模 と 時1111か ら 、 す で に 、 た っ た 一 人 の 建 築 家 だ け で は処 理 出 来 な

い も の と な っ て き た 。 さ ら に 、 建 築 そ れ 自 体 も 、 か つ て の 建 築 の ジ ャ ン ノ レ だ け で は 解 決 で き ぬ 多 様 性

を も っ て き た 。 一 方 、 デ ザ イ ン ジ ャ ン ル の 擁 立 は 、 絢1分 化 と な っ て き た 。 建 築 家 は 、 そ の 兼 備 え て 来

た 能 力 か ら 、 土 木 屋 た ち を と お り こ し て 都 市 計 画 に も 進 出 し た 。

新 た な 現 代 的 建 築 家 像 、 そ れ は 、 建 築 と そ の 周 辺 を プ ロ デ ュス 出 来 る 能 力 の 所 有 が必 要 で あ ろ う 。 そ

の 周 辺 に は 、 経 済 、 政 治 も 含 め て 、 広 い 深 い 把 握 が 必 要 で あ ろ う。その為に、 機 会 あ る 毎 に そ の 周 辺

を学び、 w年 建 築 家 か ら 大 人 の 建 築 家 へ と 歩 み た い 。

倉 敷 国 際 ホ テ ル

大 原 美 術 館 本館から同陶 器館 ごしにホテル町東而をみる 。

石 井 記 念 愛 染 園 愛 染 橋 保 育

所 と 宿 舎
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辻 野 純 徳

生年月日 1934年 7 月 13 日

19 5 4 /大阪大学工学部構築工学科

建 築 コ ー ス ( 現 在 建 築 科 )

を卒業

/ 藤木工務脂入社 設 計 部 勤 務

1962/ 倉敷建築研究所( 浦辺鎖太

郎所長) 創般の為所只とし

て出向。

/ グループ「チェック町会」

を組織。

19 6 3 /藤木工務析を退械、倉敷レ

イヨン K K入社 、営 繕 部 ・

倉敷建築研究所兼務.

19 6 4 / 掛I辺 建 築 事 務 所 ( 1965年 改

称) 勤務のまま倉敷レイヨ

ンK K退社、 主 任 技師i

作 品 略 歴

京都航空ピノレ ー石井記念愛染郎女

子 単身者住宅・同保育所、愛染僑

病院、合撤回際ホテ Jv. 倉敷ユ

スホステル、奈良ユースホステル

すいせんの ニ とぱ 浦 辺鎮 太郎

辻野純徳君は活動的なi ' i年で、激しい現実に

対而した場合は一段と特質が発聾される . 場

数も大分ふんだが、その為に仕事がまとめら

れるようにな って きた. オ11. 町すいせんした理主

由は、この辺町ZI' 怖を考えた上である .



千 里 メ ゾ ネ ッ ト

所 在 地 吹 田 市 藤 白 台 3 丁目

設 計 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 施 工 浅 沼 組

規 模 R . C 地上 6 階、 P. H . 1 階、 E . V. 1 基

面 積 5392. 99加 2

工 湖 沼41年 4月~昭42年 1 月

設 計 要 旨 : 一 般 に 住 宅 維 と い う 、 こ れ に こ

た え て 公 共 団 体 あ る い は 民 間 企 業 に よ る 住 宅

は 毎 年 多 数 の 住 宅 群 を 建 設 し て い る 。

しかしそのー 住 戸 内 内 容 に 関 し て は 、 ま だ ま

だ 満 足 と は い え ぬ も の が あ る 。 千 里 メ ゾ ネ y

ト は こ の 問 題 点 を い か に 解 決 し て ゆ く か と い

うことから出発している。

先 づ 、 メ ゾ ヰ y ト タ イ プ を 採 用 し た の は 、 次

の 2 つの条件がある。 1 つ は 住 戸 内 の 独 立 性

を考慮、もう 1 つ は 高 層 化 す る こ と に よ っ て

共 用 面 積 が 大 き く な る の で そ れ を 防 止 す る た

め ( 千 里 メ ゾ ネ y トは 15 .3 %) である。

I 階 に は 玄 関 、 洗 面 、 浴 室 、 便 所 、 食 堂 6 帖、

2 階 に は 6 帖、 4 帖( 板 l剖)、 納 戸 と 特 に 8 帖

を 設 け 、 部 屋 に ゆ と り を も た し 、 ゆ っく りし

た 4 D K と し た 。 テ ラ ス を 広 く と り ( 2 . 10m

X 5 . 20m ) 庭 に 対 す る 郷 愁 即 ち 持 ち 上 げ ら れ

た 庭 を 作 っ た。また外観もタイル貼りとし、

建 物 の 豪 華 さ を 出 し 建 物 的 居 住 性 に 誇 り を プ

ラスした。

一

1I 1J f 薗図 (l l'' ' . 也会叫

21' 平面図 {4 'U 聞，念<，

す い せ ん の こ と ば 山本 康 雄

千 里 メ ゾ ネ ッ ト は従 来 町 公 的 住 宅

に お い て 不 充 分1・あった申とり、

プ ラ イ パ ジ ー へ の 考 慮 、 内 装 外 観

的美しさ等、居住性的細かい点につ

い て の 新 し い 試 み が 、 か な り 成 功

し た 殺 計 で 、 現 在 町 中 流 サ ラ リ -

7 ン 住 宅 と し て は 瑳 恕 に 近 い も の

と考えられる.

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111

藤 川 重一

生年月日 和年 8 年 7 月17 日生

記t終 学 府 大 阪 工 業 大 学 建 築 学 科

( 昭32年 卒 )

ま註 暦 昭 和41年2 月 大 阪 府 住

宅協会より組織変更によ

り大阪府住宅供給公社建

設部に勤務現在に至る

建設部主s設第二課主主E

大阪工業大学短期大学非

常ｬｉｊｾ再師

作 品 歴 北堀江団地( 原田ピル)

南朝日ピル、千里メゾネ

ット

青 年 建 築 家 と し て の ニ と ぱ : 青 年 建 築 家 と し て ど う あ る べ き か 。 私 は 日 本 町 建 築 に 強 い 自 信 を も っ て

い る 。 オ リ ン ピ ッ ク 施 設 、 そ し て 都 市 に 建 つ ピ ノ レ 等 す ば ら し い と 想 け 。 こ れ は た だ デ ザ イ ン が す ば ら し い

と い う だ け で は な い 。 そ の 中 に 把 握 さ れ て い る ち み つ な 設 計 そ し て 精 進 計 算 施 工 技 術 も 含 め て で あ る 。

抱 負 は 、 こ れ か ら も 一 作 一 作 に た だ 建 て る の で な く 、 そ の 作 品 こ そ が 都 市 を 市 街 を 作 っ て ゆ く と い う こ と

を 忘 れ ず に 責 任 を も っ て精進したい。

日 本 に も オ リ ン ピ 1 ? が や っ て き た 、 そ し て あ の 見 事 な ス ポ ー ツ の 殿 堂 を 作 っ た 。 そ し て E X  P  0 ' 70万 国

博 が 日 本 に 、 い や も っ と 近 い 千 盟 に や っ て く る 。 ぉ 祭 広 場 、 そ し て 各 国 自 悦 の 粋 を あ つ め た 建 築 が 「 人 類 の

進 歩 と 翻 和 J というテーマにどんな姿であらわれるだろう。

ま た 、 都 会 は 高 速 道 路 が 上 下 に 縦 横 に か け め ぐ っ て い る 、 そ の 都 市 構 造 が 変 ぼ う し て ゆ く に 従 っ て 建 築 物

も 自 然 大 型 化 し つ つ あ る 。 そ し て 遂 に 日 本 に も 超 高 層 ビ ノ レ が 建 設 さ れ た @ ま た 住 宅 団 地 も 大 規 模 化 し そ の

中 内 文 教 施 設 、 交 通 近 隣 セ ン タ ー が 充 実 し 、 ま た 団 地 も 中 層 化 は 勿 論 高 層 化 さ れ た ア パ ー ト が ど ん ど ん 建

っ て ゆ く 。 私 も ど う し て も こ れ か ら 必 要 さ れ る で あ ろ う プ レ ハ プ ( 5 階 程 度 ) に つ い て 勉 強 し て い る 。 テ

イノレトアップ工法等に興味をもっている。



宇 部 興 産K K堺 工 場

屋根トラス伏岡

設 計 要 旨 . こ の 倉 庫 は 、 大 林 組 設 計 部 を 中 心 に し て 開 発 さ れ て き

た 六 角 形 を 基 本 パ タ ー ン と す る 構 造 形 態 を も っ た 、 大 林 ト ラ ス H

- ] の 実 施 例 町 一 つ で あ る .

ス パ ン 35. 000 m で 将 来 桁 行 方 向 へ の 増 訟 計 画 を も っ 空 間 は 、 中 央

に 柱 を 般 け な い こ と を 要 求 さ れ た . ま た 北 側 に 12 .000 m 帽 の 製 品

鍛 出 用 の 通 路 を 鮫 け な け れ ば な ら な い た め 、 山 形 ト ラ ス 、 平 行 弦

ト ラ ス を 架 け る こ と は 構 造 計 画 上 得 策 で な い と 判 断 さ れ た.

計画をi ! 主めていく段階で、この立体トラスを如何に組みたてるか

に 苦 心 し た で の あ る が 、 こ れ は 地 上 で 安 全 に 組 み 立 て 、 鋲 も 完

了させた後に、 6 本 町 柱 を ガ イ ド に し て リ フ ト ア ッ プ す る 工 法 を

採 用 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ た . トラスの応力 ・変 形 は 路 工 時

完 成 後 各 々 の ケ ー ス に つ い て 、 F L A Nを使用し厳密解を得た。

下

弦

材

上

弦

材

所 在 地 堺 市 出 島 町

設計施工 K K大林組

規 模 地 上 1 階・軒高4m500

鉄 骨 造

面 積 床 面 積 . - 149加 2

工 期 昭 和41年 7 月着工

昭和41年 11月竣工

青年建築家としてのことば:

建 築 設 計 の 世 界 に 入 っ て 12年、 K K大

林 組 設 計 部 に 勤 務 し て い る の で あ る

が、 「よい建築物 を 創 る 、 そ し て 造

る 」 と は 何 で あ る か と い う 命 題 は 、

時 に は 私 を 力 づ け 、 時 に は 落 胆 さ せ 、

交 々 や っ て く る の で あ る 。

建 築 物 は 、 そ れ が 自 動 車 や ル ー ム ク

ー ラ ー な ど と 同 じ よ う に 何 故 死 れ な

い の だ ろ う か 、 受 注 生 産 と い う 特 典

性 は あ っ て も 、 工 業 生iili 品 と し て の

ア プ ロ ー チ は な い も の だ ろ う か 、 産

業 資 本 に よ る 生 産 活 動 の 中 で 、 ひ と

り建築 の み が創 造 と 芸 術 を 拠 と し そ

の 立 場 を 保 持 で き る だ ろ う か 、 疑 問

はt肖えない。

建 築 へ の 投 資 を 、 有 効 適 切 に 、 狙E築

主 に 社 会 に 還 元 で き る よ う 、 形 の 追

求 、 精 進 解 折 の 学 問 ・ 施 工 の 新 技 術

・建 築 コ ス ト ・建築物行乍品) の品質

保 証 、 等 々 を 綜 合 し た 進 歩 ・ 研 究 を

建 築 物 の 評 価 に と り 入 れ な け れ ば な

らないと考えている。

企 業 内 設 計 部 の ー 只 と し て 、 建 築 価

値を、新しく設 定する粉 判的胎ｬ｛ ｾｊ を

感 じ つ つ 、 設 計 と 施 工 両 者 併 存 の 可

能 性 を 発 展 さ せ て い き た い と 念 じ て

いる。

o  10  

・・・ ｾ ・園田 ］ ・・・
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山 下 信 夫

生年月日 昭和 7 年 8 月30 日

最 終 学 歴 東 京 工 業 大 学m築 学 科 昭 和30年 3 月卒

業 歴 昭 和30年 4 月 休 式会社大林組入社現在

に至る. 股百十部勤務 構 造 祖当

主な股間

N ・H ・K 大阪放送新館、日本レイヨン徐式会社岡崎工場

日本生命東館、社団法人鋼材供楽部主催「住宅団地に挫

つ鏑精進高層ア パート盟主計段技」入賞、字部興i ! f f 株式会

社堺工場、セントラル硝子株式会社堺工場

すいせんのことば 谷 口尚武

榊i立般計者向中には、理論を追求する人と! I ! 施に興味を持つ人がある. 山下君は

どちらかといえば、後者向災施股例に慣れた才能を持っている. 先年われわれの

会社で大林租トラスH ( 立体トラス) が開発されたとき、いち早〈これを実施に移

したものは同君であった.

昨夏鋼材倶楽部内主備で錫t構造高層アパートの般計磁技のさいには、精進計画上

に明快に処理して 2 等に入選、日頃研さんの一端を示した。超大張聞や超高層建

築時代に山下君の存在は貴重である。 ζ こにあえてすいせんする所似である.

50 



ホ9

明 石 舞 子 団 地

設 計 要 旨 : 率 か ら 分 離 さ れ て 、 人 が 如 、 い

な が ら 歩 〈 緑 に 包 ま れ た 人 的 道 的 パ タ ー ン

を 設 定 し 、 そ の 線 道 の 軸 の 上 に 色 々 な 住 株

の パ タ ー ン と い う 単 位 を 組 織 的 に 決 め 、 緑

道 沿 い の 景 観 と 車 道 沿 い の 景 観 を 時 間 的 に

変 化 構 成 し 、 詩 的 よ う に 起 、 承 、 転 、 結 、

の 時 間 的 観 念 を 与 え て み た。 そ れ に よ っ て、

従 来 の 平 行 配 置 に よ る 単 調 さ を 破 。 、 コ 7

切 れ に さ れ た 空 間 を 集 約 し て 、 そ こ に 庭 を

与 え 、 求 心 性 を 高 め つ つ 、 住 練 と 多 機 能 空

間1に 、 多 元 的 結 合 を 求 め た。

設 計 者 の こ と ば : 人が生活する 2 つ の 空

間 、 そ の 内 外 空 間 は 、 た だf主む機能のみを

持 っ た も の で な く 、 自 然 に 次 い で 人 聞 を 育

て 、 生 活 を 創 り 出 す 容 器 で あ ら ね ば な ら な

い。 す べ て が そ の 中 で 育 ち 人 生 が 創 り 出 さ

れると言 って も 過 言 で は な い と 思 っている 。

そ の 意 味 か ら も 住 宅 団 地 は 住 棟 と 、 外 部 空

間の対応、を如何に考え、どう結合させ、社

会 に ア プ ロ 一 千 す る か が 私 達 の仕 事 の一 つ

である。

人が生活する多機能空間の術成は、 外 部空

間1の 機 能 を 、 充 分 認 識 す る こ と か ら 始 ま る

と思うが、ややもすると . こ の 機 能 は 、 従

来 、 認 識 さ れ な か っ た ば か り か 、 稚 か ら も

明 確 に 要 求 と し て 、 提 示 き れ な か っ た た め

に多くの場合、やむを得ず、宣宣言十者が想定

した機能に向 っ て 設 計 さ れ て 来 た が 、 独 断

で設計者向理念、がすべてを支配するようで

はいけないのではないか。

そ し て 単 に 、 多 機 能 空 間 を 平 面 的 、 あ る い

は立体的に、 創 作する司王のみならず、理論

と 機 能 の ト レ ー ス を 持 って 常 に 集 約 さ れ た

アイデアを 如 何 に 住 宅 団 地 に ま と め る か が

大 切 で あ り 、 こ う し た 空 間 に 住 む 人 間 生 活

行 為 を 追 求 し つ つ 、 人 間 に 生 き る 喜 び を 与

えi ' 2 かな愛情あふれる団地一一一そういった

団 地 を 私 は 数 多 〈 創 り出 したい。
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山 田 義 信

1932年 徳 島 県 に 生 ま る

1955年 大 阪 工 業 大 学 建 築 学 科 卒 業

徳 島 県 庁 を 経 て 、 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支

所 に て 工 事 監 管 、 検 査 業 務 を 担 当 、 現

在 殻宮十線にて、団地貫主計積当

作 品 略 歴

鶴 舞 団 地 第 4 期

上 高 丸 団 地

ー白 鷺 団 地 第 4 湖

西 大寺 団 地

新千里北町T団 地

多 聞 台 回 地

明 石 舞 子 団 地

・中登 美 団 地

- 金 岡 束 団 地

- 干 里 竹 見 台 団 地

す い せ ん の ニ と ぱ 吉 田圭 三

住宅公団も発足以来、見年同成長 を続けて今回、我が囲内

住 宅 団 地 に お け る 大 き な age を造 っ ているといえよう.

当 初 の 団 地 形 態 も 時 代 的 進 展 と 、 立 地 条 件 的 変 遷 に よ っ

て 丘 陵 地 の 開 発 が 比 較 的 多 〈 な ってきている . 丘 陵 地 町

造成に順応した{ 主練の新らしいタイプ、そして自然との

融和、団地の生活をよりｾかなものにしようとの配置上

で の 試 み ー ー そ の よ う な 意 図 を も って 、 明 石 舞 子 、 中 登

美 団 地 な ど の 殺 計 に 取 組 ん だ 作 品 の 成 果 を 期 待 し た い.
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日本建築協会創立50周年記念事業

大阪城公圏内に建つ休憩所のデザインコンクール入選作品

標記コンクールの応募数は、 37点に達したが、 9 月14 日の審査会において、入選集として、

当選 l 点佳作 3 点がきまったので、ここに入選集 4 点をけいさいする。なお、実施設計は

当選者の所属する池亀建築設計事務所にお願いした。 その実施設計図書は 11月上句に大阪

市に鎚供され、大阪市は、これによ って、大阪城公園内の指定敷地に建設することにな っ

ている。

当選

安藤忠雄

池亀建築股計事務所勤務
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審査概評 審査委員長 岡橋作太郎

田村真二氏の作が環境にふさわしく美しい造型であり、日除け雨よけと

しての実用性にやや欠ける点があるとしても捨て難いものがあるとして審

査員の多数の支持があったが、屋根の面積が指示された 建築面積 162rrf と

かなり大きい隅りがあることから、佳作に留まることにな った。

安 藤忠雄氏の作は一見平凡の嫌いがあるが、実施案として種々の観点か

ら難の少い点が買わ れ当選案とな った。小佐田敏手口氏の作は造型的な面白

き、単純な歯切れの良さが審査員の多くから注目されたが、実施笑として

は難点があ り佳作 に留 まった。 藤井詔一氏の作はもう少し練り上げ純化す

べきであ った。

一般に練り上げの不足 なものが多〈、ものを見る自の厳しさに欠けると

ころがあるように恩われた。
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6 2  構 造 部 門

合 金 と 立 体 構 造

の郁T

ウム

技

-・・E

-
句、、ア ル

士 雄冨下松
KK巴制i 鉄 l 所設計: ' . ! l 長

立体構造の椛造形式の数は似めて多く ，笑用化されているものだけで

も相当な数になっているであろう の応力解析および構造形式は最近相当

成果を挙げている のに対して銭合部の研究は余り成果が挙っておらず遅

れている感がある。乙れは従来の接合部の研究が鋼中心で考え られてい

たζ とに も起因していると忠われる。乙の接合部問題 lζ 鋼よりも優れた

加工性をもったアルミニウム合金を適J f J してみたらどうであろうという

ことは誰し も考えつくことであるが，ｦｾ 近乙の湿の新接介法が相次いで

発表され，アルミニウム合金による立体構造が国の内外か ら紹介される

ように なって きた。

果してアルミ ニウム合金は立体構造に適しているか，今後鋼 lζ 替って

立体構造界 l乙登場してくるのであろうかという問題に ついて，鋼との比

較において検討してみたいと恩う 。機造材としてのアルミニウム合金，

接合部構成材とし てのアルミニウム合金について以下 lこ述べるととにす

る。 ただし，アル ミニウム介金については種類が非常に多いので，とと

では日本建築学会のアノレミニウム合金II 築構造設計施工案で，構造材と

して推奨している耐食アルミ ニウム合金だけ を対象とする c

立体構造問題と して，最も興味の深いのは，応力解析 . .j'IYt造形式およ

び援会郎問題であろ う。応力解析については，最近の電子計算機の発述

によって，ｾｾ 性範囲の問 題ならばと‘んな形のものでも解けるようにな っ

てきた。乙の解決は立体構造の普及発展 lζ 拍車をかける結果と もなって

む、る 。
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2.7  

耐食ア ル ミ ニ

ウム合金板

- 構造材としてのアルミニウム合金

アルミニウム合金は軽泣で表 1 にみるように比重 2. 7 と鋼の約%であ

るの 乙の車l i l l : な点は大空間をなi う立体構造の場合lζ は自置が!I竪くなり鋼

より 非常に有利である 。

強度の面では，純アルミニウムだけではやわらかい金属なので，乙れ

に各種の金属元素を加え，加工硬化，熱処理などによって強度をあげて

t 、るものであ る。

引張許容応力皮については，表 2 にみるように熱処理したものでは鋼

材の S S41 と同程度の強度にな ってい るが，問題は圧縮許容応力皮にあ

る。アルミニウム合金の構造材としての最大の難点は表 I にみるように

ヤング係数が 70∞kg/mm
2

と鋼の% しかない
ζ

とである。 したがって ヤ

ング係数によって決定される郵性範箇の座屈に対しては圧縮許容応力度

は% 程度しかないととになる 。そればかりでなく ，岡l性が弱いため変形

が大きくなる欠点がある。

乙の点K 関し ては，アルミニウム合金は軽量であり ，優れた耐食性が

あり，加工性も極めて優秀である という 長所を併せ考えて も，構造材と

しては鋼Iζ 劣るといわざるを得ないであろう。

溶接( ( ，ついても ，アルミニウム合金は柔かい材料を加工硬化，熱処理

などによって強度を上げているため，溶接熱によって熱影響部の強度が

焼なまし材と T 4 材の中間程度までに戻ってしまうので，建築学会では

表 3 にみるよ うに溶接部の許容応力度を下げて使用する乙とになってい

る。

以上の理由からすれば，構造材としては鋼には速く及ばない と現段階

ではいわざるを得ない。 しかし ，アノレミエウ ム合金の場合は鏑のロ ーJ レ

成型と迷って極めて容易に有利な断面形状の ものを押出成型( ( ，よって得

られるので，この面でヤンク. 係数の劣る面を補う乙とも可能であり ，ま

た溶接牲についても ，前後熱によって殆んと影響を受けない材質も 開発
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写真 1 トリオデティ ッウのジョイント 写真 2 トリオデティ ックのジョイント

写真 3 トリオデティ ッウのジョ イントを用いたモントリオール万憾のパピリオン

されているので，乙れも解決される問題であろうとは思う 0

・接合部情成材としてのアルミニウム合金

立体構造の接合部は三次元的に部材が集中してくるのでなかなか厄介

な問題である。昨年秋にロンドンで行なわれた第 l 回の立体構造の世界

会識においても ，各国の接合法が紹介され展示されていたが，鋼製の接

合法の大概のものが建築のディテーノレとしては高級，高価，複雑なもの

ばかりであった。

鋼での行き詰りをアノレミニウムの特性を利用してうまく解決出来ない

かとい った試みもなされており ，その実例を紹介 しながら ，立体構造の

接合部の構成材としてのアルミニウムの特性について述べるととにす

る。

写真 1， 2， 3はカナダで開発されたトリオデティックという方式で

ある。乙れは誠に見事に，また簡潔にアルミニウムの特性を利用した接

合方法であると感心している。

部材と接合金物とはネジ状の雄雌で1荻合するだけで，完結する極めて

簡単で且つ部材角度も自由で実用性の高いものである。接合金物はネジ

状の前を付けて精巧K . 押出成形されたものを輪切にするだけで加工は完

了する 。部材はアル ミニウム の加工性の良さを利用して，管材lζ プレス

によっ て総を精確につけ同時K . 切断まで完了する。加工 もまた極めて簡

単である。

写真 4 ， 5， 6， 7はアメリカの立体構造の権威であるバックミンス

ターフラ 一博士の考案になる立体接合法で，鋳物を用いている。写真 7

のユニオン タンクの工場の屋根はアルミニウム板によ って形成されてい

る。
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写真 4 フラー博士のジョンント
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写真 5 セントルイスの植物園( フラ一博士)

.  

写真 d アメリカ金属学会 ( フラー悔士〉

写真 7 ユ二オンヲンクの工場

写真 B 大 智 寺

写真 9 大 智 寺

写真 8 ， 9 は室医者等の考案による接合法であり ，木造の蟻接合の形式

で，同筒形の接合金物 lζ 縦型をつけ ，管の先端lζ 雄型を形成し ，建方用

のクリヤランスをみて建方を完了した後模打ちを行なって完了するもの

である。

以上接合部の実例について述べてきたが，確かに鋼では想像もでき な

いようなディテ ールが自由に考案でき ，三次元の結合を誠IC簡潔にでき

る点については確かに鏑よりは優れているといえる 。しかし ，との場に

もヤング係数の低いととが局部変形に影響するので，鋼 とは違った配慮

が必要である。

・アJ レミニウム合金の立体構造への適合性について述べてきたが，現段

階ては，材料費も鋼 K 比べて10- 15倍と高いので，アルミニウム合金の

優れた耐食性，加工性，軽量化と構造耐力上の劣性とを綜合してみても

やはり鋼 IC軍配があがるのではないかと思う。構造耐力上の劣性が材質

の開発，形状の考案で如何にカバーされるか といった乙と が今後の課題

となるであろう。
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屋根葺工史話 (2 ) 桧皮葺史話( その 4 )  
「‘ 『

邑 村 次 良日

都市附近の桧皮葺工の発生

地方の国司などの造園の場合など，荘園からの i);' 力の提供の内には，

人夫の他に桧皮工といえる建築工もあったのである。説話ではあるが，

うづほ物語の中の紀の国の牟裂の積松の長者の家のおほいなる桧皮11=の

倉・・…・百六十などあるものも話十分のーとしても ，奈良，京都当りのi桧

皮葺ばかりでなく ，地方にも桧皮: n 工は相当にできていたと考えられる

のである。

大和，山城には特IC桧皮工は多かった。近畿地方の荘留は同じ荘園で

も地方の荘園とは大分事情が巡っていた。すなわち有力者が争って希望

した便利な地方の荘園だけに荘園が細分され入り組み，勢い名田も分散

されて荘園の各所IC散在しているというのが実状であった。乙のため，

領主( 名主) としても下人を多数使役して一括して大経営をなす ζ とが

困難であった上 IC，公家や社寺などの古代からの有力な権力者が絶えず

近くにあって ， 領主の怒窓による ｊｾ 長を妨げ表制していたから，強豪領

主の発生する余地がすくなく ，し たが って設固な封建的の組織を打立て

る乙 とができなかった。しかしその半面小作人たちは比較的多くの領主

( 名主〉たち と小作関係を結んでいたために，地方と違って独立性が強

く，かつまた地理的条件lζ 忠まれて自然1.1 ¥職や商品流通への進展も著し

かったので，勢い小I2経営が急速度lζ 展開する下地を十分にもっていた

のである。また都市lζ 近く生活程度の昂上 も，他の地域より刺激を受け

やすい ζ とは一層その傾向を助長したに迷いない。一般的 IC見ての都市

周辺のJ};l 民の聞では，商人，手工業者の成立の下地が漸く整 ってきたの

である 。

ζ のような状態にあると乙ろに，前述したような平安朝末期の建設ブ

ームである。乙れらの農民は， 京都の建築工事の屋根材とし ての桧皮の

採取，整理，輸送等の材料の商に，あるいは桧皮封: の下職として，また

一部は葺工の出職として働いたであろう乙とは想像に難くない。そし て

とれらの都会附近の農村出の工人たちの有力な現役および、予備の労力に

よって，既存の京在住の木工祭や修理験関係の桧皮葺工の過不足が調節

せられて労力の充足がつけ られて行った ものと思われるのである。

さてとれ らの近村の出職である桧皮葺工は，建築現場の飯場のような

施設の少なかった，また商業が未発達で交通の不便な I時代には，都市 IC

近い乙とが非常に有利な立場にあ った乙とであろう。当時は木屋とい っ

た飯場様のものもあったが，商業の未発達の時代だけに一般の地方から

の労働者逮の生活はま乙とに悲惨なもので，その上労働条件 も苛酷であ

り，たとえば労働時間一つを取って見ても ，律令賦役令にある「昼作夜

止」 すなわち日の出，日没であり ，長い時は 14時間労働を強いられたの

である。また一部の工人は 同令の「作具自倣」で不満足不自由の上に

も，なお工具は自分持とい う慈条件の許で働いていたのである。それに

比すると ，都会附近の労働者は一般的に見て就業の自由もあり，その他

の労働条件も遥かに良かったと考えられる。

次に材料源たる山林は，特に人家に近いような所は別としても一般の

山林はかなり i時代の下るまでは，領主， 荘民の公私共利の入会山であ

り，平安朝時代 ICは程度にもよろうが，山林 IC入って絵皮を採る ζ とは

必ずしも困難でもなかったろ う。 採取も段耕の冨IJ 業として適当であり ，
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努klC冬季の! 品閑j切における桧皮の採取は材料の質的に見ても好条件であ

り，材料の務理加工K も巾分ない期間である。樹皮は一度採取した後も

同じ樹で 6 ， 7 年を経れば，再び採取ができ ， しかもその方が第 l 回採

取のものより品質ーが良い等の利点もある。樹皮を採れば材木としては為

lζ 良くないことなど恐らく考えた乙ともなかった と思われる当時とし て

は，gミ民 Iζ は昨1分ない仕事であったろう。また商品としての貯蔵，取扱

巡搬にも利便であり ，屋根用以外の流用 lζ 不向きのもので，価格も比較

的安価である乙とは溢難等治安の良くない JI寺代においても ，輸送等も安

全であったと考えられる。特』ζ 近距離の場合! とおいては尚更である。

乙のような 乙とがかなり古くから商品として売買された理由であった

と考えられる。それを証するかのように，延事式に商品の寸法その他が

当時すでに規定されていたのである。

ｬ ｾ＠ 延喜式木工ま完封工

，.-L.卦:J!}

ヰ: 桧皮七丈屋一子六寸料

釘純

三尺桧皮九百 閣 議 尺 「

mt 飛働者滅亡人。桧皮

一千丈o 1¥刊工ー七十人八百図 純八百七ー| 五尺。とあり

又全 l ! i J ! iXの定i，J: を定めている。

乃 四尺桧皮十二聞としている。

内延喜の制には更に人担，駄i紋，浮担の定置と京都附近の津( 集材地)

l 日本林業史l

から ，市中えの公定迎白の定めがある。 { 鳥羽正雄 )  

ただ残念な ζ とIC平安期の桧皮の屋板材料とし ての商取引などの文献が

見当らなし、。市場の商品名のなかにも見当らないのである。茅葺材も全

く同様である乙とと関係があるに違いない。すなわち未だ12緋本位のわ

が国で一番調達のしやすかった手転な注文生産材料であることが，却っ

て市場での取扱品の中 lζ 入らなか ったのだとも思うのである 。桧皮材の

E産E地は今 もなお市

妙飢]1時時代はもちろん京や奈良;κEは今より一厨の近E距E再隊住の地が産地であつた

ととは疑いない。

この乙とは山憾である絵皮葺工の労力の供給地として，その生産地で

ある農村を同時に考える とと ができ ，その周囲の人たちの背を借り ，あ

るいは駄送も桧皮n工を有利にしたと思う。 乙れ等の桧皮は未だ陸運が

主として考えられるが，法成寺の物語にあるような地方の国司等の供出

品は筏による水迩，たとえば保津川を下る筏は京の掲川に，伊賀方面の

荘園の木材等は名張，宇陀の支流から本流である木津川 IC流され，木津

より奈良へと迩ばれた桧皮もあった。

以上のように見て来ると ，絵皮材は山 IC恵まれたわが国の昔の建築材

として総べてに好条件を具備していたのである。

次に建築工の組織 というか 現場の職方の構成について一言してお ζ

う。土木建築工事は工事の性質から他の産業と巡って多数の異質の職人

の協力作業である関係上，かなり古い時代か ら統御，統制の必要のため

に各職別 lζ 技能力置により数段の階層ができ ていた。たとえば東大寺修

理所の天喜 4 年 ( 1056) 12月30日の修理記に

木工 ( 135人) 大工 (26人) 長 (49人) 速 ( ω 人〉



Ｚｉｾ工Ｈ 50人) 大工 ( 11人)

壁 塗 ( 29人) 大工 ( 5 人)

桧 皮 ( 18人) 大工 ( 5 人)

の如きである。

述 ( 39人) ( 註瓦工)

述 ( 25人)

述 ( 13人)

註 大工と は貌方または惣綴方ともいうべき名称で木工のみを大工と称するのは大分後 IC な

ってから である。

ζ れで見ると三階居である。しかし i時代が下る と，場所に もよるが，

次第に階府を増してきて，室町; Wj 1i : : なると，大工，権大工. 51頭，脇工，

後大工，長，述，平衆，小工，小者，衆，章一I潟二臓などと多くの名称

がいろいろの文献! と散見するようになる。仮りに乙れが全部ーカ所! と揃

っていると仮定すると，取り あえず，大工は技師，権大工は技手，引頭

当りが後の1ft の練梁大親方というと ζ ろであろうか。組織の大さや，職

分の分化 ， 親方子方徒弟ｾＡ［［と ， 段々社会的に複雑な関係が多くなったた

めであろう 。引頭というのは鎌倉時代に現われてくるもので，仏教の法

会の際の音楽のコンダクターの役をする僧! 日の役名からきてるという。

今はないがほほ笑ましく もおもしろい名前であったのであるのしか し現

在音頭を取るという音頭は，京，正記の延! l i 3年 ( 1310) の条 IC引頭が音

頭とよばれていたととを記している。やはり関係がありそうである。

乙れ等の名称区別は具体的には明らかではないが，工人の質の差がで

き数が増すにしたがい，縦の系列，績の組あるいは徒弟年功関係、等など

によって年を経るにしたがって，まず{ 中間内では格付が自らでき ，お互

に認め合う習慣となったものと与え られる弓そ して仲間を地方 IC分散さ

せ，あるいは白ら移住する場合等 [ζ は，出先 [ζ 対する条件として階胞の

資格付けが1 ¥! 求されるようになり ，ー般にも 順次格付が認められるよう

にな ったものであろう。

( 注以上の処策集団の組織や主従の従属関係は徳川初期の一郎の者への特権附与の問題と

ともに ，我業界の経営上のffi 9!! lilJ / I i i であるので . r建築職人集団の成立過程 ・仮称」

で改めて取上げる考えである。)

権皮葺エの賃銀

諸n工士事の職人の: s : 金は，奈良飢H与代からほとんど完全に近い貨幣経

済になる迄はし、ろいろ のJ彰で支払われている今そして時により地方 ICよ

り全くま ちまち であ るというのが災状であるらしい。そ ζ でまず文献に

あらわれて米るものを列記しよう。

l  作料 u 仕事lζ 対し てう けとる白銀。

2. 手IMJ 1 と同じ 1. は漢語 2 は日本風のI呼方

3  禄 . ｋ 止 料おおく Ｔ 合 ｾｉ 日給別 ｉｃ 被物引出物という場合 もある。

例えば米 . 16li lo 

4. 食料食料の支給米の文給が多い。

5. ｾ支 Ｉｪｬｩ

6.  硯7] < . i白骨料 間食とかチップlζ 当るもの。

以上のよ うに，いろいろの形で賃銀が支払れたが，もちろん給料が職人

の生活費の総言|ーではなく ，その比本が高くなる程独立した職人となるわ

けである。しかし遺憾なが ら乙の比率が l∞パーセントとなるのは明治

以前においては存外少くなか った と忠われるのである。たとえば江戸ッ

子が調子のよい乙とをいって! e 威張をしても ，女房の内職も生活の足前

になってるのでは 1∞ノマ一セントではないか らであ る。まして留守lζ 僅

かの田畑を守って居る妻子のある出稼はなおさらである。

平安末期の手工業職人の発展とはいっても ，封建制の続く限り ，なか

なか土地から離脱できなかったのが日本の建築労務者の宿命であって，

と乙ろによっては同じような状態が未だに地方に残っている乙とは，残

念ながる否定する 乙とができないのが実状でもある。ラヂカノレな言方で

あるが，古くから建設業が産業予備軍のはき溜め視される由縁である。

注(1)建築工が職人と呼ばれるような乙とになるのは，大分時代が下るよ

うだが，職人の文字の見えるのは，一般に東北院職人歌合せの成立

した建保 2 年 ( 1214) をやや測っ た時代といわれている。しかし同 .

蓄には陰陽師A 女までが，職人の斗qCあり ，当時はシキ ニンと読ん

で0 0の職の人と庶民の仕事別の呼称であったようである。

その二十四図の内建築K 関係のある職種 として，経師，鍛冶，番

匠，鋳物師，壁塗，遊打，塗師等 7種が数えられるのに，当時最も

多いと思う茅nや桧

皮1: f . 瓦工等が入っ

ていない。 文献! とは

桧皮立 と瓦工は上代

からあるのに一見不

思議IC思われる 。し

か し考 え方による

と，茅，桧皮立は最

もj主事IC近いので，

l ! t t 人の仲間入ができ

なかったとも思わ

れ，また乙 ζ ! と登易

しない職種のものは

また別の見方をする

と，職業の分化が進

まず，特定の l呼称が

できていなかったと

も思われて職業の過

渡的な現象としてイー

分検討してみる必要

じ l' . i ! ¥職人敬介

粁つけを先. . ) . きそむる ひはだやの

またむねあわ ぬ 恋もするかな

がある。七十一謡歌合になって絵皮立が登場するつ

( 再往 七卜一番歌合は成立不明，中IIt の中頃 ? )  

注(2) .建築現場の模様の細かい文献などほとんど皆無に等しい。と乙ろが

幸いにして申分のない人の邸宅の建築中の日記がEえっている。それ

は源実朝時代( 東北院歌合と l侍は同) の一世の歌人藤原定家のもの

である。彼の家は寝殿造り風の小規模の住宅で，お禄 2 年秋 ( 1226)

K 建築している。

「十月二十八日朝天陰るの' l l出あり ，己後陥る。

今 日は織をJl; うる日なり。吉i時は午の l待。午甲故に石少々 庇う・ ー 」

とあって定磁の日のl時刻まで気を張っている。 j密では亦口 IC当る。

そして次の月 ，

「十一月十三 [1. ｩｾＩｪ 天消明 ， 風 ＳＵ し ， 今 ｈ む ｕＡ ζ よって南 方 ｬζ 門を

立つ長新民のJ 二j京にま菜桜 小路は更に珠山 ζ 聞く高252TE'く西件

の路の南町ζ 向いて1M門を立つ翌昔話認 可f その束三丈あまり隣

境の竹ーによって 乙の 路は通ぜざるなり門内七丈あまり屋を立つ

鈴自由その来に持仏堂を立つ該自ZEgr 民の西に五f副首の平屋

収t あり ，41小倹約をもって本となす，然れども造作の名字人定

! 瓜が溢分 iζ 似すいえども序門の取1 : を思うに依りてなり， 予はその 乙

とを知らず， ただ入道法師乙れを営む， 泰後朝臣の先日 日l待を勘

ぅ，申i時iζ 四字の. f J l i 上げ了んぬ，番匠男者ET手絞号土52a苦手年来

馬二匹 ES を賜う桧皮葺雲? と馬一匹壁塗馬一匹 S224 随分作法

と称す，進拝の乙となどあり ，委しくは見ず，・・ 0 ・・U六日朝天el ゆ

甚だ寒 し申|時ばかり雪|峰る ，すなわち晴る ，番匠たち今 日より来る

22f 号線所十二月二日夜雪地を埋む， 腸長朝未だ陥れず， 工

匠来らず，桧皮到来せずと云々。

以上芯 l床の解せぬ ところもあるが，工匠の援定や現物代償，工匠の

手配一つ一つを考えても ， 通信連絡治安等不自由不安だら けであ

り，余程の権力者でもない限り家らしいものが思うようにできそう

にもない ζ とが日記の端々に見える。業界史としては武重な資料で

ある 。余談になるが，治中浴タトt庁ー風図のみじめな町家も ，乙の一文

で理解できるような気がする。

中世以降の桧皮葺

源頼朝が天下を取ると ，彼は忠い切って幕府を鎌倉に開き日本の有史

以来初めて首却を関東iζ 移した。乙の ζ とは彼の並々ならぬ政治に対す

る決意を示したもので，世はまさに大変革を捲き起す端を開いたのであ

る。
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しかし京が花の都といわれるに反し， 鎌倉は人口も3 ，4 万位の細や

かな都であ り，一朝の栄華に倒れた平家を思ってか，ま乙とに地味な都

造 りであった。

まず中央政庁たる大倉の館を初め武家の主立つた人たちの邸宅は. と

にかく桧皮葺の寝殿造風の家であったらしく ，僅かに平面において貴族

と武家の生活様式の追いによる差があった位であった。

鎌倉はそれまでは淋しい漁村であり ，たとえば大工等の工人たちはわ

ざわざ、大和や京都，安房，浅草( 今の東京) と各所から集められたので

も大略の想像もできると恩う。

社も源氏の氏神である鶴ケ岡八幡宮さえも ，初めは松その他混用の柱

lζ 茅葺であり( 吾妻鋭) いわゆる禅家の五山十剃も大した規模て- も無か

ったらしく ，現在の建長寺から察しでも大略の想定ができる。ただ し建

長寺は宋の径山万寿寺の建築配置を模したといい，開山の蘭渓道隆は宋

の僧である ζ とから も，大陸直輸入の珍らしい禅寺であったらしい。 い

ま残るその後のものを見ても ，重厚な勾配の急な裕i宗様の茅21- の建物は

規模は，とにかく鎌倉武士好みの風格を見せている。 円覚寺の舎利殿は

禅宗建築の最古の遺構であり純粋性のあると乙ろ貴重な存在といわれて

いる。しかしいずれも規模は畿内のものとは何者l方か小 さいうらみは否

み難い。

町家は茅王葺ま板茸

築としては新開地でで: あるため lにζ ，各種の手工業者が主として近畿から集

められた点のみが関心を要する点である。乙のような首都鎌倉の状況に

もかかわらず，建築界の全体として見ると，乙の鎌倉H寺代は甚だ重要な

地位を占めている 。ｾ主に 建築を ま たにして見る場合ことさらにその感を深

くするのである。

その第ーは頼朝が平家追討に際し ，源氏K 協力した大和の寺院団 IC対

する感謝のしるしであり兼ねて政治的配慮としての東大奇を初めと する

大和の寺院の復興工事を上げる乙とができ る。( 瓦の項参照)

第二は鎌倉か ら室町時代にかけての神社の建築の目覚ましい進歩発達

である。

神社は鎌倉時代からわが国の最も混乱の時代と も見られている中世に

かけて，われわれには窓外とも思える期間 lζ 美の頂点に迷する程の進歩

を見せ，わが国の神社の美しい変化に富んだ総べての型のものが，ζ の

j切に勢揃いして見せたかの如き盛観を呈するに至ったのであ る。

乙れは古代からの公家の祖神としての神の性格から発展して次第に庶

民の閣の信仰の対象となった神社理念に関す る時代的変化がその主な理

由と考え られ， 神社が ζ の時代にな って庶民自らのカによって数多く

建設されている乙とは，乙の聞の事情を雄弁に物語っている。それはむ

つかしい問題として取上げなくと も， たとえば源家一統の八幡社信仰

や神仏混浴からきた神社の信仰あるいは北野神社縁起の話ーなどにみる庶

民の信仰に対する考え方の一半な どからも ， 十分読み取る ことができ

ょう。

をて実際の建築物の巡構として 3 ，4 の例を上げると ，三上神社本殿

と楼門，建水分神社本殿や南北朝期の錦織神社本殿などがある。乙の社

は正面に千鳥破風と唐破風をつけた初めての例でもある。

もっとも変わっているのは備前の吉備津神社で室町期の作で， 2 つ並

んだ入母屋造を直角 lζ 棟でさし質くようにつないでいる。内部は外陣中

陣内陣内々陣と次第に床を上げて平面的にも神仏混浴の構えを示してい

る。

乙のように平面も立体も自由奔放な変化に富んだ桧皮誌の社が続出し

て， 桧皮誌の建物とすればもっとも活発な動き を示した黄金時代であっ

たといえると思う。

一方地方の寺の方は，屋根は瓦葺，茅葺あり ，桧皮葺があるという状

態で，種々雑多というか，全く自由な構想の許にそれぞれの施主により

工人の系列により ，いろいろの地方色を織込んで華々しい建築活動を見

せており ，技術面から見ても ，十分職人が自由に腕をふるう時代となっ

た乙 とを証している。

次iζ 市街地の l町家を見ると乙 の11寺代から特IC盛んに拙かれ出した各種
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の絵巻物や文献によって見ても ，当時の指導者たちの邸宅や社寺とは甚

しく見劣りがし，屋根も茅葺や板葺が主で，町の様子を見ても支配者た

ちの瓦主主や桧皮葺の建物が僅かに点在するという状態である。ちなみに

有力な職人の家が，極めて僅かでも瓦葺の仲間入りができる ようになる

のは，時代も大分下って桃山時代であろうという 。その根拠は川越の喜

多院の職人尽絵扉風によると ，職人の家二十四図の内瓦廷の家が八図あ

り，それらは武具商四，機織師， 扇師等高級職人に限っている という当

時の新興の武家階級にまつわる業者の繁昌振りがうかがえるおも しろい

見方でもある (石田尚登氏職人絵) 。同様の見解からすると ，室町末期

には手工業で産をなした者のうちには，桧皮葺' の家もあったと考えても

よさそうでもある。

室町l時代も義政のi時代までは邸宅 も寝殿造風であったが，その頃から

平面の一部lζ 床廻り等 lζ 変化を見せ初め，仰の影響がようやく住宅にま

で浸透し ，寝殿造の釣殿 lζ 当る金閣寺の如き重屈の優美な桧皮葺の家ま

で現われてくる。その他，東山殿の銀階] や西芳守の舎利殿など禅味豊か

な桧皮葺の美 しい方形の構えを見るのである。

また禅寂趣味は室の間仕切を多くし，明障子ι や襖舞良戸の建具とな

り，帳台構や棚の鮮え等書院造りへの過渡的な動きが目立ってきて，柱

は角柱を必要とするに至った。とのような建築の進歩の動きをなし遂げ

られた要因のうちに，われわれとして絶対に忘れるととのできない重大

な乙とがある。

それは鎌倉後期位か らの 工具の発達， 特』ζ 鋸， 大鋸の発明進歩であ

る。 ζ れがあ って ζ そ，角柱や板材の木取も容易になり ，造作建具の進

歩はもちろん，玉切の容易になった ζ とは矩板である板葺i協賛紛廷の改

善 となり，建築には種々の面で革命的な変化を可能にしたのである。乙

のような細部の進歩と一般の禅趣味の浸透は，屋板葺の面でも ，桧皮，

杉皮，板笠竹など雨君主は二の次とな るような工風ま でが細部に現われ初

め，乙れらが戦国時代の混乱期は逐次地方にまで伝達され流行を見るに

至っ たのも皮肉なめぐり合わせであ った。

戦国時代も末期になると ，有力な家族たちによ って中小の領国の統合

が次第に進み，遂に織i呈時代にな って，ほとんど全国の統合に成功し続

いてその総仕上げともいうべき全国統一の安定政権が久方振りに徳川家

康によって成 し遂げられたのである。室町中期から乙乙 K 至るまでの百

数卜年閣の混乱期に， 戦国大名たちの貫納の厳しい収郊にもかかわら

ず，庶民のカは次第に蓄積せられ，市場や問丸が発達し為替取引の発生

を見，遂には城下町や商業都市の成長を見るに至り ，商品の流通はいよ

いよ盛んになったのである。

そのような情勢が全国統ーをさせた根底の原因でもあり ，また逆に乙

の全国統ーが大閣検地となり ，税収を大にし ，商品流通の躍進となり ，

貨幣の流通，度量衡の統一，諸座の撤廃等となって，遂には経済の全国

的の動員が可能と もなり ，わが建築業の'京撃絢測たる桃山時代の現出を

成し遂げ得たのである。

桃山時代の建築としては，豪壮な大阪城を初め数十の城郭があ り，そ

の主殿がある。また内裏も秀吉や家康により旧観を復した。大阪城の主

殿は三千数百坪といい，江戸城の主殿は数千坪を数える。

そのうちの大部分が桧皮葺であり ，なおその他にも釆楽第などの撃麗

なものがあり，現にわれわれは京都の西本願寺にその遺構である飛雲閣

の巧級を極めた桧皮葺の屋根を見る乙とができる。また数々の茶室の迭

檎もあり ，軽快な建物として桂離宮の穏かなふくらみのある屋根の流れ

を見ることができるのである。恐らくこの時代が，桧皮廷の設盛期と言

っても差しつえかないであ ろう。しかし全盛は永くは続かず，徳川秀忠

の代になると ， 城郭建築の制限令が公布され，一面江戸の打続く災害

と，封建制の弱点は幕府初め諸候の財政の窮迫を来 し全く立直るこ とも

なく ，遂に明治維新に 至る乙 とを見てもその ことは肯定できそ うであ

る。その上lζ 瓦華や初葺扮葺の発達も ，桧皮葺の衰退lζ 与えずにはおか

なかっ Tこと思う。

次号 ICは，箆叡茸工史話131として， r板苛 エ」を鈎紙いた します@



日 本 建 築 協 会

月間の動き

口昭和42年 9 月分口

理 事 会 1

6 日 4 1時- 51時於会館集会室

出席者東畑，ぽ尾正副会長ほか11理事

議 事 ( 1  ) 委員会委員追加委l胞の件

( 2 ) 現場実務講習会開催の件

( 3) 事務局職員退職の件

( 4  ) 取引銀行の預金口座名儀変更の件

( 5)  !t 8 回都市住宅会議開催の件

( 6) 大阪市街地再開発促進協議会理事蛮

任の件

( 7 ) 財団法人日本建築センター評議員霊

任の件

( 8) 入退会者承認の件

( 9) 報告事項

( 建築データシート編集委員会 |

募集分科会

2 日 1 時- 81時 於 阪 南 荘

出席者 中原，松村正副委員長ほか12名

議事各工事別の名簿作成について

7 日 午前 9 時~午後 6 時

於会館 l 階会議室

出席者 中原，松村正副委員長ほか11委員

議 事 ( 1  ) 各工事別の細目次について

( 2) 建築資材会社名簿の作成について

( 3 ) 掲載依頼会社分類基準と方法につい

て

( 4  ) その他

15日 午前10. ∞~午後6.00 於会館集会室

出席者松村副委員長ほか 5 委員

議事各工事別名簿作成について

委 員 会

21 日 5 時- 1 11侍於会館集会室

出席者 中原，松村正副委員長ほか18委員

議 事 ( 1  ) 募集分科会，編集デザイン分科会報

&  

o  

( 2) 幹事会の構成員と作業内容

( 3 ) 建築資材会社名簿作成

( 4 ) 掲載依頼会社順位決定

( 5) 編集グループの構成員と作業内容

( 6) 原稿依頼要綱

( 7 ) 出版工程

( 8) その他

D 編集グループ打合会

23日 l  時- 811寺 於会館 l 階会議室

出 席 者 松 村 副 委 員 長，伊藤幹事ほか 2 委

員

議事外部，特殊工事名簿の検討

30日 l  時- 6 時 於会館集会室

出 席 者 松 村 副 委 員 長，伊藤幹事ほか 4 委

員

議題 内装，雑工事名簿検討

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

5 日 6 時- 8 時 於 会館集会室

出 席 者 能 勢 幹 事 ほ か 2 委 員 森 田 孝 男 氏

議 事 ( 1  ) 第 l 回 (10月) 事業 「電車」企画に

ついて

( 2) その他

講演映画小委員会

11 日 正午- 211与於会館集会室

出席者・ 宮中副委員長大橋幹事ほか 2 委

員

議 事 ( 1  ) 本年度の事業企画について

( 2 )  P  C 工法現場見学会について

( 3 ) その他の講演会企画について

各種説明会小委員会

14日 正午- 21時 於会館集会室

出席者近藤副委員長ほか 3 委員

議事 ( 1  ) 本年度の説明会企画 lζ ついて

( 2 ) 第 1図説明会企画について

( 3) その他

若い会員の集い事業企画現地打合会

19日 21時- 5 時半

於jミ飼基地，向日町運転所

出 席 者 森 田 孝 男 氏 能 勢 幹 事 南 委 員

見学所要時その他現地打合せ

各種説明会打合会

19日 11時- 12. ∞ 於 会 館 集 会 室

出 席 者 今 井 委 員，日新製鋼 2 名

議 事 説 明 会打合せ

懇親会小委員会

20日 正午- 11時 於会館集会室

出 席 者 尾fu副委員長ほか 3委員

議 事 ( 1  ) 本年度忘年懇親会企画について

( 2) その他

展示会小委員会

20日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 堀内三郎氏，恩回一則氏，窪田副

委員長，鈴木委員

議 事 ( 1  ) 仮称 「建築と火災( 防火展) J の企画

について

( 2 ) その他

見学会小委員会

21 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山野副委員長，金子幹事ほか 2 委

員

議 事 ( 1  ) 原子力発電所と硝子工場見学会11:つ

いて

( 2 )  11月- 3月見学予定について

( 3 ) 新しい企岡「日本伝統工芸を見る会J

について

( 4 ) そのイ也

委 員 会

26日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者政問委員長ほか11委員

殺 事 ( 1  ) 各小委員会の事業企画について

( 2 ) 欧州建築事情視祭団の企画について

( 3) その他

各種説明会打合会

28 日 3 時- 4 時 於 会 館 l 階会議室

出席者近藤副委員長，今 井 委 員 説 明会

社 日 新 製 鋼 2 名不二サッシ l 名

議 事 ( 1  ) 第 1 回説明会について協議

( 2) その他

教 育 委 員 会

現場実務講習会講師打合会

7 日 正午- 1 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者

講 師 真 宮，岸田 . 7.1<畑，窪田，渡辺，絡

方，梅原，矢田見，武田，高橋各氏

委 員 会 橋 本，辛木正副委員長

議 事 ( 1  ) 受講対象者，会期，会場及受諮料 lζ

ついて

( 2 ) テキス ト用原稿について

( 3) 講義 日程について

( 4 ) その他

「 編 集 委 員 竺_J

委 員 会

8 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者尾亀編集理事ほか 7 委員

議 事 ( 1)  10月号= 最近の外装特集報告

( 2 )  11月号= 第 14回青年建築家特集報告

( 3)  12月号= 建築と生命特集企画

( 4 )  1月号= 都市生活特集企画

( 5)  3月号= 創立50周年記念事業報告企

画

( 6) 来年の特集号及び担当幹事の件

( 7 ) 新シリ ーズの件

( 8) 編集 O Bの件

編集常任幹事会

8 日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長谷川委員長ほか 2 名

議 事 ( 1)  3 月号= 創立50周年記念事業記録号

の件

( 2) 発行日厳守の件

( 3) データシートとの調整の件

( 4 ) 青年建築家特集号の件

( 5) レタリングの件

( 6) 新しい施工図小委員会の件

作品作風小委員会

20日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 出江主査ほか 2 名

議事 ( 1)  11月号= 作品作風の件

( 2 ) シ リーズ もの新企画「施工図」の件

( 3) 都市とアクセサリー特集の件

青年建築家選衡小委員会

20日 4 時- 6時 於 会 館 集 会 室
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23日 11時半- 3時

参加者 40名

天理教おやさとやかたほか諸施設見学会

施工株式会社竹中工務庖

神殿，参考館，天理教病院，図書館ほか

見学

29日 911寺20分- 611寺30分

参加者 20名

50 周 年 記 念 事 業

出席者 / l l 江委員ほか 3 名

作品作風小委員会のメンバ ーで11月号の第 14

回青年建築家候補者の提出資料の検討と ｾｊ 付

の打合せ

都市生活特集幹事会

23日 2 時- 5 時 於会館集会室

出席者大薮特別幹事，多1 i J i . 島Y_ll 幹事，

上回特別幹事

正月号の都市生活特集号企画i ( テーマと

執筆者選定)

出

議事

デザインコンクール審査委員会

( 大阪城内 κi l l つ休憩所)

14日 31時- 5時 於 会 館 集 会 室

出席者 岡橋委口長ほか 7 委員

応募作品の審査

デザインコンクール表彰式

28日 2 1時- 311与於会館集会釜

山 席 者 受11・者安藤忠雄ほか 5 名

ムｾ ｾ宝 越国大阪市長 ｕ ｾ 延部長ほか

1  ;名

| 尚稿審査委日長，凶村委員

ぷ彩式終了後引続き受11者 ，米笠，審査委員

との座談会を開催した

都 市 住 宅 会議 打 合 会 |  

6 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者 8 団体各 1名

業務分担について

28日 正午- 1. ∞

山川'; ./';. 8 名

建 築 6 団 体事 務局 長 会議

d 全島

コ'"

鉄骨デザイン幹事会

11 日 3時- 8時 於 会館集会主

出 席 者 木 田 ，宮川幹事

議事原稿内容と出版工程打合せ

鉄骨デザイン幹事会

19日 5 時半 於会館 l 階会i: 茶室

山jお お 木 田，宮川幹事若林委日

議 事 原 稿 内 界 検 討

員委版

於大阪府建築士会

於大阪科 Ｇア ｾＱ 支術セン

ター

i1I m; -l!j "・ 6 名

iIl築 6 団体共催の新年交礼会その他打合せ

〈敬称略〕

正午- 2時

9月 の 入 会 者

8 日

住

委 員 会

12日 51時半- 811年、ド 於会館集会主

出席省 ｾ谷副委員長ほか Ｙ 委員

議 事 ( 1  ) 委員追加委嘱の件

( 2) 住宅スライド作成の件

( 3 ) 住宅展出展者との座談会開催の何

( 4 ) その他

住宅展出展者座談会

18日 51時半- 811寺半

出jr?; /'i 出展者 3 名

泉谷副委員長坂井主査ほか 3 名

よろず相談住宅震の会場構成その他について

怠見交換を行なった

住宅スライド小委員会

19日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者奥山主査ほか 3 委員，山田誠二氏

スライドのストリー案検討

. 6.  

τ'" 
員委宅

於会館: l R会出

〔団体会員 2 社〕

日米 プラ インド工業 ( 株) 大阪営業所. ( 株) 品Il l <姐&

幸

男

昭

士

一

治

励

久

弘

郎

教

雄

好

夫

昌

吉

征

純

克

義

喜

善

晴

泰

溜

東

原

本

悶

岡

本

部

脇

山

岡

本

山

野

林

坂

田

崎

藤

姻

附

M

松

沢

宮

村

師

山

崎

倒

吉

彦

一

総

ニ

利

郎

治

夫

孝

努

災

彩

到

明

見

-

、

，
ノ

良

元

公

陽

平

恥

宰

靭

奥

佼

正

佼

限

時

ノー

本

河

繍

沢

田

原

総

宅

川

井

船

井

関

田

名

絞

角

高

滝

武

竹

立

槻

辻

中

永

永

西

西

野

低

。

雄

次

吉

一

浩

之

勝

見

直

見

昭

之

信

一

夫

0

4

菩

4

H

刷

忠

柿

隊

隊

盛

正

三

正

太

雅

雄

孝

利

7

，

以

雌

野

上

雄

雌

M

相

川

野

崎

m

m
野

村

知

叫

眼

目

会

五

綱

川

伊

伊

右

浦

大

太

及

奥

北

小

佐

会

正

准

〔

〔

.6ー

コZ

委 員 会

27日 31時- 5 時於会館' 集会釜

山席省佐野委員長ほか10名

議 事 ( 1  ) 土法改正案などその後の動き

( 2) その他

員委規j去

| 建 材 委 員 会

委 員 会

29日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掘 内 ，香取正副委員長ほか 10委民

議 事 ( 1  ) 委員交代に ついて

( 2 ) 左官用セメ ン卜 について

|  会 員 の 死 亡 〈伽〉

上 ITI 治夫 (i;i 士白鎗研究所々 W S. >l 2. 8. 12 死去 5>1才

佐伯 俊( 清水i J ! 段目〈四国支庖工'J l 長 ) S42. 6. 22死去57才

広谷政次郎( 左 口 業) S .  41.12.  23死去 66才

山崎忠夫( 1 ¥1 < 新処白l 社 長 ) S. 41. 11. 3 死去 59%

関西電力病院見学会

設計 日建設計工務株式会泊

施工株式会社竹中工務応
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信用&>6技術ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大l吉

誓言矢保商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o2  0  6  9  

内 装 資 材 専 門 庖

官 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 ｾｉｉｽ＠ i  di ＧＱ ＧＮＱ ＱＱＱ メー北 ｌ ｾ 伏泊 Ｔ - 1  C! HII ビル )

1((jW'，[i: Ji NI Fi (33)  0881- 3  

支庖 大ｼ以 ､￭Ｍｉｕ＾＼Ｚｾｩｩ て［［Ｚｬｉｉ ｦＵＰ Ｈ ' 1;，:ビル 51析 502 り宅 )

I((j ill'，l!:，t，f i  大阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 ｾｉｉｽ＠ i  di ;"j :介| 社八中島j凶 1- 5  (' ，l!: '/i @  2923)  

ビ J レ言5Eイ罪者の補修は

補 修 専 門 の 株式

会社

L. LI  

1芋: 工 作 所 へ3
ロ ボ イ ラ ー や 冷 凍 機 内 故 障 の と き シ ー ズ ン オ フ の 下 入 れ や 検 査

等 の と き

ロ ポ ン プ や フ ァ ン の 依 障 の と き シ ャ フ ト や ベ ヤ リ ン グ の 取 容 の

とき

ロ エ ン ヂ ン の 飲 僚 の と き ヂ ー ゼ ノ レ エ ン ヂ ン ・庁 ソ リ ン エ ン ヂ ン

等の故障置のとき

ロ 給 水 や 排 水管 内 結 っ た と き 漏 水 し た と き

ロ 衛 生総 共の伎町r . 庇般のとき 陶 協 や 金 具 の l虫干干のとき

ロ 窓 枠 や シ ャ ッ タ _ . ，'.:1 : ' . 入口の故障のとき サ y シ ュ ・ ド ア ー チ

エ ツ ク ・ブ ラ イ ン ド の 飲 障 の と き

ロ タ ン ク や ピ y ト . n，化 憎 の 帰 除 の と き 鉄 板 タ ン ク の 舗 法 し ゃ

ペ ン キ 滋 り の と き

d二コtga m q  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

本 社 大 阪 市 旭 区 今 市 町 1 - 2  6  2  

T  E  L  953 - 0870- 1 ・(夜 間 ) 951 - 0244 

出張所 大阪市北区堂島浜通 1 - 25 新大ビル C 階

T  E  L  361 - 3  2  2  5 ・ 34 1- 5  8  1  9  

Ｎ ｌａ ｆ ｊｲｾ＠ リ ミ ッ ト ロ ー ド 送 j瓜 機

・T A F 形 " 1 ' 変 式 判l 流 送 風 機

・ S L  JIラ ストリームライン ｾｊ 瓜校長

営 業 品 目 ・ C L  JIヲ セ ン ト リ ー ラ イ ン 送 j瓜 機

・ フ。レ ー ト フ イ ン ・ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

本 社 工 場 / 大 阪 市 械 東 区 里 子 江 東 之 町二 T 白 番 地

電 話 大 阪 ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

電 話 東 京 ( 8 11)  3  4  3  5 ・ 3 4  4  0  
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ぷj l i . f街'1ミ・ l段冷"1 .  ｊｾ＠ (，也'i'i' [ ' J J  

;;'i ，n  .]E I i i 匝仁

ＨＱｓｴ 百雌久孝 Ｇ ｊ ｾｦｾ ，Ｇ，斤Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 市 交 IIJ J 1  1 番 地

γほ.f ，fj 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 書

* J 江本社 * J ;r  1i15千代川区大刊I f J 2 の 8 I作地 ( 日本 ピ Jレ)

γ11.! 吊 * J;r  ( 270)  7  4  1  1 番 ( 代 表)

.f'l!T)I 'j: ，' 業所 札制 Ｂｩ ， ｾｪ 人［泊ｾｾｾ 1'..1 11. f ' l ! 市辺似ピJレ '，'U，f，'" 札似⑪ 5756

ｾＨＡ，ｾＧｦＺ｜Ｇ 業Ｂ斤ＺＧｴｊ［ ;1(" di 仙| 治1 ｾ ｲ＠ 2  I昨 f '6 ;; ，ＮＮｾ［Ａｾ＠ ｾ［￭ｾ｀ＲＰＷｾ＠
ｨＺ ， ｐＡ＾ｾＡＡＧｾｍｉｾ ｊｪ＠ ｴｾ ，ｾ＠ J_!:_ di .  f白l 事 2 の i '..i i : l /;仙 J h2_l) 24:J 6

ｲＺＧＺｪｈｾ ， ＧｉＧ ， Ｇｊｕｉￎｦｲ 山 ｈｾ Ｎ IJi 2  1ft  J '  9  Ｇ， ＧｩｬＺ￭［ｾ＠ ［ｾＧＺｾ総⑫ Ｕ Ｑ ＹＵ
ｦｾＩ 山，ＧＱＧＮ Ｑｕ ， ｩ 斤ｼ品 ｬ 山市大ｦｊ｜ :1 8  ( ) の l ⑪，r，1話iiii 2l>5<i 8S 

空 調 設 備の 頁

暁

本 社

出張所

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株 式 会

代 表 取 締 役 目' 1' 忠久雄

大阪出張所長 物 俣 ; 忠 雄

*) j ¥/ HS'I' うたほ 11 -1.:橋 i泊 3 ー 1  '，!l，，.fi ( 201 )  0181( 代 )

大 阪 rli 北 lベ 樋 ノ l二/ 1fT 5  "正，i，r， ( 363) 4108- 9  

1'，下i hl rl i 中村九ノ! 人- J 2  - 17 10 '，!l"，r， ( 2: H)  3046 ・6007

l' u¥ ｉ ，ｾ， ｪ＠ di ｾ ↓ ｾ＠ ilk /1fT 3  H  '，1l ， "r， ( 74)  6  8  6  3  

( 7"  ，， 1  H  2  

社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・ 施 工

株 式

会 社

大 阪 唐 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l

社

本底。大阪市東淀川区加島町 3 5 7電 話( 302) 2271- 9( 代)

大阪支社 向 上

* 京本社東京邸港区芝浜松田J 2 ー 7 電，1[， (434) 6171 ( 大代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

首 業 所 釧 路 ・盛 岡 ・ 撚 t兵 ・ 神 戸

業工日朝<e> 

京 都 府

冷 暖 )j ) y  6 S サ γ シ

給俳本、衛生水ill s .  . m境衛生施，没

1包 有t 1 =、.(，:Jf 交i豆揖投 機 械

I;i J  M 7 ・ーーー守 化 活 鉱山 機 械

= 幽 T 盤 株 式 → - 171 ; : ; 士r l =

- ー 句 珊 . . L 現 号 会 社 ノ、 w.x. ..x.. J口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支出J k 楢 |ー1 JJ 券 栄

大阪市東区北浜 2 r u  2 2 接地 司1，ll; 大阪 (202) 代必3071

本 山 県 JiC 日比谷ー三{ ゴピル

支出・出張所 名占峰、縮問、札帆、広島、仙台、

日山、金沢、静問、高低

G eneral  E l ec t r i c ( G .  E ) 社 製

冷 暖 房 機 「ゾ‘ン ナ')vl ウェザートロ 乃 そ の 他 各 組 冷 暖 房 機

i LL水 ボ イ ラ ー r ，、ィテンプJ 1 ' ! m! WE B S T O付l J f1:1従1¥'，

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪 ､ｪｾｴｬＧＨ Ｎｾ松岡 ＱＳ 56(  1'4}心品ヒル '，l!: .li :364 1223品I 代以，

止と J;'; r.1l 'i' ｾと 1，( 芯 ｉ［ｴＩＺＮｾ＠ I  I  () '，[1cuf; 551 J I 079' 1617 

r， ，'i !i l  di IN 1'( 大槻i I J j 2  7  '，[1ぷ (自2 1 ) 3 5 5 8

八中島 iJc 01， 大 引 1111 :! '，[1"，r，八怖 i n 514 ・1 4  

本 社

東 京

名古屋

四 国

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃 商 会

社 大 阪 山 北 区 M 旧 町 16 llI' J也1l t : l l i (364) 代表7031

1汚 点京都千代田区神 HI 小川町2丁目 l 昏地 mお ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 llI' 22号 電 話 ( 47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 llI' 12 号 m結( 76) 代是正3795

名 古 屋 富 山 ・ 金 沢 ・ 稲 井 ・ 京 都 ・ 絵 江

，t!i ，lI' E包 [，. 

メL

水 ・待i

l活・換

t非

冷nt 

株 式 会 社

l' 

Ji 

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 - 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 邸 千 代 閉 区 丸 の 内 2 の 2 丸 ピル 6 7  6 号

電話 212( 代 )3751

大 同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札帆市北十条西 1 8 丁目 3 6 昏地 電 信 61(代)4371

名 古 屋 底 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 間 ピル5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京郷市南区西九条春日町 4 8 番地 電 話 68( 代)1781

研 究 所

取締役社長 城 1  I  席 、F

大 阪 市 北 区 必 垣 間r - ・'，'l1，iti 大 阪3711，げ151 ({t.::&) 

ぷIiI I市 東 山 区 大 和 大 路 IEffii jニル屯Mi 点制1561.. j 1¥945 ( 代表)

やIIJI 市 生 111 区下山 O .f!/，ノ ー ・，' 0:，活や|り i3-1 1日j 5  8  9  2  

大 阪 城

式

社

株

会

出張所

社

h 、

Z ミ式業 株工賀須

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設1l iIl . 設 計 地 工

衛 生 設 備

'，'O:，llI 441- 5171  r  1-1  1  4  

7' c 気調 和

大 阪 市 例 区 上 位 ぬ ¥)虚 I

会 社

取締役社長 引τ 谷 三 郎

大阪市西区 i [r
I
刷 1 - 6  0  ｾＱｌＢ， ｦｩ＠ ( 441)  8231 大代

東 京 ・ 4片 山 以 悩 附

ｾｴｩｦ ，ｾ泊Ｈ札眺Ｉ ・ ＪｾｴＨ ｦＱ ｬｬｦ￬Ｉ ・」ヒド長ＨＧＺＧｬｩＺ ｩｉｏ ・ ＧＱＧ [EI (I.L.I::;) 

京 郎 ・事l' ，i ・ 岡 山 . ＯＮＮｾ＠ f 1 : ・熊本・償 iJe

新 i fJ . i: i山 ' 1M !I ・ il
t

暖 房 株 式

.t::= 

支L大 阪 電

本 l肖

支 底

営業所

出11( 所
1，1; 一 点 以 ・ 大 阪 ・ 名 古liI ・;;f 占11 ・t $ 戸 ・福! 日lJ正

託 業 所 ー lぶ 向

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

，j支 計 施 じ

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市北[ え」ヒ' ，，1 心 岡J 1  f 日 5 7  

，'0; ，"i ( 351)  ( 代災) 2  8  0  8  

社 点 以 飢 え : Jir 区 本 郷 1 f 日 1 2  - 5  

，.0; ，!ii ( 811)  ( 代炎) 6  2  9  4 ・

支后出張所 名 占 I'U .  11.¥ 1品1. 札 帆 ・ 仙 台 ・ 尚 総 ・広，I;:}

営 業 櫛 目 ・ 空 気 調 和 段 備 ・ 給 排水 衛 生 紋 備 ・塗 装 段備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷凍 機 / 江 主 計 ・ 製 作 ・ 地 工

生F 昌吉善寺

本

ネ土

本社・東京支府 東京f OI I 中央区銀座丙6 - 3 ⑧ ( 572 )7411 代

大 阪 支 防 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑧ ( 203) 3721 代

名古屋支府= 名古酪市中医純 2 - 2  13 ⑧ (211) 1535 代

出張所= 札桃 ー仙 台 ・ 高 岡 ・ 神 戸 ・ 広 助 ー松山・九州

キオ建株 式 会 社

)， 

h

y

F

J

S

M

 

4
i

"

 

A

げ
は

v
k

64 



空 間 設 備 の 頁

株 式

畜祉

給 -排 水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

西原衛生工業所大阪庖

支 ratf

電 話 大 阪 ( 458) 3531番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通4丁目 11

出 張 所 = 京

l吾 支 l古

給 水 衛 生 空 気 調 和 設 備

設 計 施

日差・冷房・空気温温度調整装置

設 計 施 工
工

回 社

I也2  r 口 2 i!}: 

( 443) 代 0 3 3 1  社

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

.+"Ip. 空 気 調 和 焔 各 種 冷 凍 機

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

森 野 工 務 唐
株式会社

阪 市 北 区 堂 島 浜 辺 1 - 2  5  ( 新大ピル)

電 .I 1 i 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京邸中央区日本嶋本石田T 4  - 2  ( 三) 1 ' 第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東京l l I l ) i  ，1. 区

社

唐

山

崎

'j (i .i 首( 361) ff ¥j 6571 

'，{!:.謡 ( 269) 2833- 4

大 阪 rli ｾｴ＠ 1王 佐 原 町 7 5  

Ｊｾ｜ｲ，ｲ ｬ 新宿 ｬ 正新小川町 Ｓ - 3 2  

本社

支底

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 五1- Jj包 工

業

く m哩型里コ

社

Ｑ 也Ａ，ｾ (443) 代 }<8161- 9  

1立，lli ( 9∞)  5  1  4  1  

1包ぷ (541) 0966(551)1655  

包括 (34) 1778 ・4386

電話 (47) 7575 '  7588 

j E 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ー サ ッ シ・ド7 ' ・シ ャ ッ タ ー

設 JI' ・製 作 ・施 じ

銅 機 株 式 会 社

大阪市点区山i 腿 焔 5 - 4  5  ( 興銀ピ Jレ)JIJ ii' il )

γ巨 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 得

*  J;C till Ｍ Ｑ ヒ ｬ ベ ｾＧｉＧ 谷 Ｓ の Ｑ 0 の 3

'，l! * ) j ¥代 ( 901) 3  1  9  1  ｾ昏
点Ji ' :丹11必 l孟縦有j j 宇田T 1  5  5  (お 5 興利l ピJ レ)

'，l! *) j ¥ 11: ( 409)  0  1  5  1 寄

付 . flll f 1 連絡所1 . ' ，¥ 1M] 

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ー 工 場

営 業 所

本 社 ・ 分 室

市営費量所

営 業 所
L1i  r， 庖支
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温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 彼 送 機 設 備

設 計 並 ニ }j't!i 工

一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

_.  ... :  ( 361)  5  1  7  I  ( 代)

市 北 区 沼 田 町 3 0 π!  ，1'; I  
叫 1 ( 364)  0  9  7  7  ( 代)

事上 京 ボ 郎 千 代 田 区 ) L ノ内 3 - 2  ( 新東京ピ J レ)

m ，11; (211)  8  5  1  1 ・8 5  6  1  ( 代)

仙台市新伝Ｇ ， Ａｾ 1M]' 6  0  

-:(1 .t. 号 ( 21) 4  4  9  1  

名 占 屋 市 東 区 点 川 内 ，iI 1M]' 3  - 6  

司! ，1.'; ( 971)  3  6  2  1  

A

Q

一

A

、子

式

5r. 

空 気 調 和 設 備
吾凡吾十施工

換気・除塵設備日又日

A

Q

一

A
式株

本 社 大 阪 市 凶 l丘; ; { 岡I 胤 1 l i d 6  2  

出張所 * 京町l北区上卜条 l 丁口 9 /If 22号

名古屋市中村氏水主町 l の 1 2  

神戸市生出区北長狭通7丁目 l のl

広 島 市 袋 町 6 t佐 4 号

墨度調整・暖冷房・換気給排水 ・衛生設備

設 言 | 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

キ土 京l l I l rli r街 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 1 1):1也の I

屯 ぷ ( 68) 5101- 5 ・復 IIl J点!日 ( 69) 1045 

大阪市北区天満悦筋 1 - 3 7 ( 天満橋北ぷi)

'，l!，li; ( 352)  3501 - 3  

四 日 市 市 浜 国 西 末 広 町 '!ll:，lf. g 7 4 3 1 - 3  

t 宮 市 栄 町 2 - 1  1  1  7l !，活⑨ 3 6 1 0  

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 351)  4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

株

IlJ 

阪 市 阿 区 i[ I  i 扱

大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

エ回山

￥ 烈 工 業 機 式 会 祉 大 阪 支 庖

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

市 西 区 京 町 場 4 丁 目

東京都中央区京橋 2 丁目 9

名 古 屋 ・ 福 岡

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作2舎町震H聖書13:

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E ・，"'，:.・J I:I:・

司F電'ー....
Ｊ ｩ 下キャリア工業Ｈ株Ｉ製品 ｬ 仮コ Ｇ ｌＺ ｊｉｾＱ . 特 約 工 ' IH"-i

日本冷熱工産株式会社

本社阜大阪営業所語薄暗宮年61「116守J11ヒル

、子

業

取締役社長

第

大 防

本

f山 f

名古

• 

.  

.  

お}

(iUJYl T 

一

⑫ 

エ山平

大

電 話

ｾ＠

-← 

大 J荻 市 北 区 機 回 8 帯地( 新阪急ピ/ レ 8 附)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代ぷ)

東 京 都 . 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

釜拘
fi!!: 高

支J苫

⑨

 



設計施工

電気設備の頁

社
A

Q

2

 

式電陽

キ土

営 業 所

朝

ヨド

社

字上

JI.I京 支社

本

営 業 所
文 l，tf

￬［ｾＧ＠ ｾ＠ F骨

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区，ＧｾｾＱＱｩｬ続五丁目 二 八 ｉ ｉ ｕ 也 1也前大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 国 1 丁目 4 番 地

支 社 札 l悦 仙 台 . ) L ノ 内 名 古 屋 ・ 悩 | 話l

出 張 所 地 111 ・ !'.I がJ .  ｦ 員 ｡ｾ )1符| 湖 ・富 山

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

冨式株

ゑ -

ヌl電藤エ

市

大阪市北区里子崎町六九 ￭ｾ ｕＺ， ｪｬｩ ・ 大阪 ＨＳＱＳＩ 代表 ＳＴＵＶ

* 京支 I苫 東 京 郎 中 央 区 西 八 丁 綴 二 丁 目 十 二

1立. i i i (551)  8  3  3  0 ・ 8 3 0 3  

名 古 屋 ・神 戸 ・|括! 山 ・広 仏 ・ 北 九 州

電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 1奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4

代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 中京 区 西 ノ 京 中合同J 2  0 の 1 1  

T E L  代 表 (81 )  9  2  9  6  

番 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 田T I 丁 目 2 2  

ＧｾｬＡ＠ ，llfj 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東京I l II 港 区 赤 坂 1 丁 目 5 1s: 7 号

71); .ii i  (481)  8  6  2  1 代 表

名 古 屋 札 似 ・ 悩 問

地 川 ・償 浜 ー浜 総 姫 路 ・ 尚 松

西 村 正取 締 役 社 長

営 業 所

設計- 施工

司'

株

電 気 工 事
電 気 工 事 - 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社民 中 本 正 明

社 大 阪 市 hj ( 点区 n 江 東 之 町 三 「目 一 五

7日. l l i 大 阪 (931) ｻｾ炎 ＷＳＴ Ｑ ＭＵ

0 3 8 8 ・ 2 1 9 3  

大阪市城東区! f i.I!.l-!之町三 rIl ーー 屯，ll; 大阪 (931)7∞4

4T良県1目11恥 IH卸同j曲り 3 6 0 '，'l.i，!l; 御 所 ② 2ω7 . 4259 

A

Q

玄式

信

一

刈

号 居

宅，中 本

本

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 点 阪 急 ピ ル 7 階)

i'!I Ｑｾ Ｑｩ大阪 ＨＳＱＳ Ｉ 1  1  0  1  (大 代 )

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出 張 所 舞 鶴 ・広 島 ・ 八 幡 ・福 岡 ・富 山

A

Q

一

A
式株業エ原栗

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 昔舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

悶 ・ 干 策 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工施

血

〈

敏

4

E

t

 

ん
又事工

告
川電

社株 式 会 社

社

庖

21ζ 

支

夫

大 阪 市 北 区 制 j 笠岡T 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

屯 ぷ ⑮ 3 6  7  1  ( 代)

東京I i Il 中 央 区 日 本 崎 新 崎 町 3 丁目 2 /.IF l也

'Ll J : 話 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・. f 1 J 模原. IW . 悩 山

林代表収締役

キ土本

営 業 所

庖支

群出張戸斤出 張 所

機 株 ー ℃ d h
ｦ フｾ :t¥， :z玄

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ J レ三階)

10; ，15 (364)  1  4  7  1  ( 代)

東京百日中央区 i明石町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピ ル)

1lt 訴 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 0 番 地

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . 1J f I . 市・ ruj t税 t打 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

宇 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝

σ1  J 主

大 阪 市 凶 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 居 ・広 島 ・福 岡

中111 取締役社長

社イ=

宇土

Ｇ［［ｪＧ・ ｾｲ Ｎ斤

!占

本

支

営業所

市やl'
出日長所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新総 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南・北海道・名古屋・四日市・福山 ・福 岡

〈
云

航

式

騰

掛

株

珂

業

村

誠

工

今

t

?

と

一

川

エ
気電

A

G

一

A
社電中 央

本

東京営業所

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 問J 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 京 都 ・ 草 津 ・ 的 問 ・水 島 ・ 福 岡

ネ土本

所張出

支 l苫

営業所
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建 材 ・その他 の 頁
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Board &Slate 

フ tPJ X番需

F UTA BAY A DE C ORAT ORS.  LTD.  

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家具、建具、寄木、室 内 装 飾 工 事

内外装飾織物・窓控ト、敷物、壁紙類一式

二葉屋装備工業 株式会社

を 閣 下

所

。

リ

⑪翠 Y1PR8久性磨

所 長 防 除 士 松 平 藤 佐 根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 2 8  電 話 ( 22) 4 0 9 8  

奈 良 市 登 大 路二 番 町 ( 博 物 館 前 ) 電 話 ( 22) 4 0 9 8  

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6  3  9  

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 ・大 阪 ( 371) 3321- 3・3630

タイル新発売

防

設計施工

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

庖

予

の

滅

噴宵

( カタ ロ グ進笠)

殺

各 種

ガラス製品卸問屋

-

蟻

感

セトモノのデン〈ー 卜

白

奉 仕

サ ン エ ス

s s s  

ホ

式

許

'.Y 

Standard 

( 創業大正 7 年)

平

ヰ寺

酸

⑨ 

耐

陶器、

本公

本社営業所・次事匠市東住吉区駒川町 3 - 5 4  電話( 702)代7814- 6  

特約代理底 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・広島・ 今 治 ・ 福 岡

手 数 奇 J.i Jl J  lL・-… 大 仏 瓦

内外装J l l J : l 変矧，j タイル・ ・・・・ ・ 大 仏 タ イ ル

ト守 1 ・ヒューム宅

ベン手/"-9ー・ミ〉ホーj レ

命

日

1

M

高

知

山

幸

官

一

一

一

城

間

075 (  56 Ｉ ｾｭ＠

06 ( 351) 0703 

0560 (  51) 1321 

03 ( 467)  164 1  

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化粧 壁材 ソ リジッ トスタイン吹付

・ 樹 脂 砂壁 エ パ ー サ ン ド吹 付

. 樹 脂 蛭 石工 パ テ ッ ク ス 吹 付

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量7]' 止付( 空葺) 瓦

盲

六

T E L ⑩ 9055 ( 代表)

j

z

H
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'
E

，
，

 

阪 市 東 区 日 開 柿二 丁 口 九 野 村 ビ ル J r.一階

';Ti : 話 大 阪 ( 2 3 1 ) 4  2  5  7  - 8 番

所

商

青写真とマイク口フィルム

張

写

製図 ・トレース・被写写真

，［ＧｾｲＮＶ Ｑ Ｑｩ＠ !UllJ [x 十熊野人仏池 IH町 9 の 9

大阪市北Ｈｩｻｾ心町 Ｑ J  11 2  8  

名 古屋 市 守 山 区大字 小幡山区1 ，27

!-J !，;c rm渋 谷I実 上 限 1 J  J  129の 4

3正 1m j- ，'f 水 ・ llJ 城 ・ 刈 戸

不[

出

大 + 蔚 7'" 浸 入 来'1 落 扮 止

要土 耐震耐! 弘

i っ 安 定 経 曇

置瓦

五株

霊登

雲Z

外

阪

H

J

 

1

J

 

大

大

大阪市北区堂島北町16

内

析j

社

矢

株式会社

本 社

大 阪 営 喋 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 喋 所

エ 喝

t-l< j，¥ 

会 社
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建 材 の 頁
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前回 ｡ 臥Ｍｾ古ｾ帯

苧 ヲ q イ ト

奥山イヒ工業株式舎枇

特許 絶 縁工 法陸屋根防水には 奥 山 式

ノマーフェクトな冷工法

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設 計 施 工

QJD/旬曜貯持拾書

j レ

ン

ム

ー ム

ドイ

二工

イ

二l

口

ノ

ー

J

'

l

z

J

I

，J

 

l

l

 

、

タ

ラ

ク

ン

ノ

偏 〆 ヵ

旬、ミ:

7 二三ドJミ 自

ユ ｩ Ｔ タ ｾ［＿ 開

カ

ブ

木 ー ム二Lノ

社A
2
 

製 造気 光 式 通 風 器

業 株 式

特許

工辺田

工

5  
T  E  L  <441>7437- 9  

大 阪 IIJ JILj I，{ 江 ) i >>ru2 - 7 9

E J I，-::7S=-1l:l? ，̂n * I ヨ
《特 長》

1) 防 水 性 が 優 秀

2 )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 舎 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5 ¥物 理 的 強 度 優 秀

保護モルタル

カレーフテックス 4回

プルーフテックス 3回

ビニロンクロース

カレーフテックス 2回

ブルーフテックス l 回

ブ ル ー 7 テックス防水工' 1 ¥: は ゴ ム 質 エ 7 J レ ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し ニ れ に 強 制

な作成織再，11 の 網 状 J レ ー フ ィ ン グ を 数IM'JU' ) 合 わ せ

防 水1Mを 形 成 す る も の で 観 的 て 介 時 的 に も っ と

!， rrn!J J に 防 水 工 事 が 出 米 る 万 法 で あ り ま す。

下 地 モ ル タ ル
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大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36ト 0178代
耐酸化学工業株式会社

耐酸工事・防水工事専門庖



.  

建 材 の 頁

特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置 による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  i  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁 目40番地

電 話 ( 981 )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  

スカイライ卜工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

キ寺許・耐酸・耐7 ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

オ ＱＩ 工ミ ｊＹｊｾ 二 ＢＹｊｾ
. 永 久建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スーJt- 苅'J1ν 'J J' 克明ル ( S PM)

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フらいス jごも/ 季初ごも

面を・薬品 l三 も

大丈夫でーォ Ｂ弓ーヌー ｊｴＭ ｊｴヲ王 ν Ｎｊｽ ｊＮｾＹｊＧ (CS P M)  

. :責 任 施 工 ・ 型 錫送 呈 l  ・ 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  I !J ヲルメヲル製造株式会祖

腐らない そして 燃えない

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電 話 大 阪 (481) 8085- 9

大 阪 支 底 尼崎市北軒町 4 - 41(古川ピル) 電話大臣 (481) 8085- 9

E 軍支庖量工場 埼玉 県麗市東町 2 - 2 0 - 4 電 話 麗 (32) 3115- 7  

主底・出 彊 所 郡山・八幡・名古里川崎・岩国・宇田・延岡 .tl 賀・三原・徳島・値山

法定不燃材 298号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新 しい型の

ひふ くてっぱん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 ( 782) 4171代
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建 材 の 頁

カ ー テ ン ウ オ ー ル . 超 高 層 時 代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッ シ ・ ド ア な り ま し た 。 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 法 の 開 拓 者 で あ る 東 京 カ ー テ ン オ ー ル

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア 工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技術 は 広 く業 界 に 認 め ら れ て い ま す が 、

新製品 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル キ ャ ス ト 等 を 使 用 し た 美 し い 金 属 外 装 で 都 市

規 格 サ ッ シ ト ッ カ 70 に 一 層 の 美観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ ル デ イ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て

公 共 住 宅 型 サ ッ シ ト ッ カ KJ の 東 カ テ の 使 命 で す 。 先 般 米 国 レ イ ノ ル ズ イ ン タ ー ナ シ ョナノレI nc 、 に 対

住 宅 用 夢 窓 サ ッ シ し て ア ル キ ャ ス ト め 技 術 を 輸 出 し ま し た 。

町田東京s - 王] 万-Jl 工業

副Z LT::;: みl持出叫ん

近代建築の要求する

※ 特 許 川 俣 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

言宣 言十

製 作

施 工

11¥俣シャ・γ9- 工業株式会社大阪支庖

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 行 総 田T 30 ，・日間大阪 ( 364) 9004 ・9016 .  4825 

2字 社 工場 J.l[ J; Ui! S北 区 凹 端町 1138 71! ，J，f; 点 点 ( 893) 5  2  1  1  - 5  

日朝

ス チ ー ル

"] 7) レミ

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

盟盟富 /  シ ャ ッ タ ー

麗 三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ 一

軸
w

-

s

~

 

圃

U

R
周

回

-

T

-

J

~

M

F

 

禁fi 三 高 製 作 所

本 社 ・ 工場 尼 崎 市 卒 中 山 市 五 反 回 2 8  0 帯 地

電 源 大 阪 ( 401 ) 6158 ・6159 ・7939 ・9463 ( 491) 3200 

豊かな経験と

最 新 の 技 術・. .

東洋シャッター株式会社

本社工場 大阪市 l川淀川 1'( 仰凹f 4 - 33 T E L  ( 471 )  8 3 3 1 代点

支 庖 点 点 ( 771 ) 1171.  1'，，';/:11 (331 )  6171 ・大 阪 ( 352) 4571 

営巣所 愉 浜 ・ 滋 ｦｾ . 点目li. 神戸 ・倒防] 他全 fKI t  ｾ＠ !il Sdi 

70 

'  

司P



建 材 の 頁

睡 材 のE電

5 5 5 プ ラ ス タ ー c (セメントモルタル下地用 )

5 5 5 プ ラ ス タ ー p ( ペイント下地周・金銀仕上 )

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各 種 焼 石 膏 ・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・ 姫 路 市 神 屋 町 4 一 7 7  

T E L  姫路 ( 22) 3  8  3  7  ( 代表)

東京営業所 ・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3 1 番 地

T E L ( 351 )  0 3 9 6 ・(351 ) 6  9  6  2  

中古11営業所 ・瀬 戸 工 場 ・ 瀬 戸 市 苗 場 町 1 1 3

T E L  瀬戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所・大阪市西区江戸堀 1 - 24( 三輿ビル 2 階)

T  E  L  ( 441)  0  0  9  4 ・ 5 3 7 5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 隅 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82)  9  4  1  9  

@  

.・

F  
• 

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 制 和 で ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

( ，r . 織剖I "，r  H  - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ - 爵 香

- い す
3・‘F  

カ、' "
・ノ、。

ビ ロ ン • ...i 、〈 よ か ベ
・;‘甫ー i祝 - 金 蘭

- カセロンウオール - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K (  H 織剖1 : "，r. 付)

- スーパーウオール .  !嵩
ヨ吾

コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳
τ"'" 

一 一

- セ ン カ ウ オ ー ル ｦｯｦｯ 品ｾ *11 "l 付 - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ lナ Lま σ〉 - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん (1.'i f!l< 

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 Ｍヰ ｾｅ 山 - 大 和 壁

Ｈｼリ ｩ 火繊キＱｉ Ｑ Ｚ ， ｲ ｪＧ ＭＱ としてご似 ＱＱＱ の節は ＱＧＮｬｩｾｬｦ 河川に シンケン ｼ坊火庁 ｲｊ を出入 のことＩ

. ' " ンケン防火剤l ・ |坊あit 庁rJ エ パ コ ン . 1価。ti! ，，¥斉IJ オ ー ト ン ・ 化' 下糊スーパ- : / ンケン約' J ( 全1""1イI 名処けれ，1f にイf )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 dill Li Iメ:lllj " / 桁 T  E  L  (  538) 2951代 (541) 5757代

介 業 所 以 )JI， . 大 阪 町j イi ' ，ム，:，'， . 1-i，¥ 1凋
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日本建築協会優翼謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

'¥"il 

fJ 

ｈ ， ｉｾ＠

目的

ミ璽
株 式 会 社

ヲ. - qイトB号

棟式会社日本セメント防水剤製造所

牛L

i!I! 車各

社 大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  ( 船越ピノレ) 徒 話 ( 941) <. 626 ・ 2628

所 令 塚 市 町 台 1-. ( 7 ) 池 電 話 宝 級 ( 36) 2153 

司ＱＮ ｩ［ 丹東京 ＨＴＳＱＩＸＶＴＸ ・ｾ，内毘 ＨＳＲＱＩ 1331 ・仙台@0 7 2 1 ・札峨@l l l l

電 話 大τ 工 業 向 松 ( 2) 0016 安 藤 工 事 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

:11  ｾｹ＠ p.斤

ウォータイト式日iJ i 水

工 事 代 行 庖 J!2) k建 材 広 島 ( 61) 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 周

ｾ＠ 1 . . 16. 
- 防 水 工事 責 任 施 工

製 品

- セ メ ン ト 混 和 剤 の ト ッ プ・・・・・ ー

ご 一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

防 水 剤

急 結 剤

A  

c  

写宝

接 着 剤

剥 離 剤

3由 周 旨 仕 工 事 土

本 社 東京都品川区大井 1 - 1 5 電話 ( 774) 41l i (代表)

大阪営集所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電 話 (971) 4765 ・∞63

. 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

龍 置 式 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4号

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 首 留 工 務 所

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 摘 2 - 2 0  ( 向腿 新 ピ ル )

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 ) .  7501( 代 )

名 古屋 営難 所 名 古 屋 市中 村 区 船 入町 1 - 12(服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代)
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